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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あの人が、心の底から、好きだった。





　五年前。


　僕、碓うす氷い圭けい次じは、私立帆ほ群むら守もり学園初等部の五年生だった。


　本を読むのが好きで、昼休みには毎日のように図書館に通かよっていた。もちろん、委員会も図書委員会に所属していた。


　初等部の図書館は中等部と共同の施し設せつだったのだけど、そんなに大きな所じゃなかった。図書館というよりは図書室と言った方が近い感じ。少し大きな教室の真ん中に四角い机が並んでいて、本ほん棚だなが壁かべにぐるりと置かれていた。


　図書委員の主な仕事はカウンター業務だ。と言っても、本に挟はさまれている貸し出しカードを受け取ったり返したりするだけの簡単な作業だった。


　僕はカウンターの仕事が好きだった。


　いくらでも本が読めるというのもあったけど、それだけじゃない。


　ご褒ほう美びがあったんだ。


　カウンターに、生徒が質問に来る。「こういう本はありませんか？」とか「この本もう一週借りてもいいですか？」とか、そういう奴やつ。


　僕が分かる事はその場で答えちゃうけど、たまに僕には答えようが無い質問が来る。


　すると僕は、「ちょっと待っていて下さい」と言って椅い子すから降り、カウンターの後ろにある「司書室」と書かれた扉とびらをノックする。「どうぞ」と言われて扉を開け、中に入る。


　そこには司書の先生がいて、生徒の質問に代わりに答えてくれる。


　そして、もう一人。


　昼休みの司書室には、「工く藤どう先せん輩ぱい」が、いたんだ。


　これが、僕のご褒美。


　司書室には、学校の史料とか、昔の卒業アルバムとか、他ほかにも、生徒じゃなくて先生達が使うような本が沢たく山さん置かれていた。どれくらい沢山かって言うと、いつ入っても床ゆかが見えなくてどこを歩いていいのか分からないくらい沢山だった。


　工藤先輩は高校生──制服を見れば高等部の生徒だって分かる──なのに、毎週水曜日と金曜日にはこっちの図書館に来て、司書室で本の整理を手伝っているみたいだった。


　一ひと目め惚ぼれだった。


　今でも目を閉じれば楽しそうに本を運んでいる先輩の姿が目に浮うかぶ。長い黒くろ髪かみ、可愛かわいい唇くちびる、それにぱっちりとした瞳ひとみが印象的だった。


　整理の邪じや魔まにならないように髪かみをポニーテールにしたその格好がまた可愛らしかったんだ。小五のクセにマセてるだろ？


　僕が先輩と話をした事は一度も無い。それどころか、実を言えば工藤先輩が喋しやべった所を聞いた事すら無かった。記き憶おくにある先輩はいつも無言で、でも楽しそうに、司書室で働いていた。


「工藤」って名字だって、司書の先生がたまたま口にしたから知っただけで、下の名前は今でも知らない。


　話しかける勇気なんか無かったよ。見ての通りシャイだからね。積極的にやった事と言えば、カウンター業務のシフトを、工藤先輩が司書室に来るのと同じ曜日に合わせただけ。


　それでも、あの人が、心の底から、好きだった。


　一年間それが続いて、僕は、とうとう、自分の気持ちをこれ以上は抑おさえられなくなった。


　だから、三月のある日、恋こい文ぶみを書いて、工藤先輩に渡わたした。


　先輩は微笑ほほえんで受け取ってくれたけど、僕は恥はずかしくて、すぐにダッシュで逃にげちゃった。


　それ以来、工藤先輩とは会ってない。


　その三月に、卒業したんだ。高校を。


　帆群守の大学部に行ったならまだ会える機会もあったと思うんだけどね。家の都合で地方の大学に進学したんだって、四月になってから、司書の先生に教えてもらった。


　司書の先生は、工藤先輩から、手紙を預かっていた。僕宛あてだよ？　びっくりでしょ？


　僕は、震ふるえる手でそれを受け取り、開き、読んだ。


　そこには、こう書いてあった。





「ゲームをしましょう。『私』を捜さがして。





　ヒント：浮き世よのオルカ





　四年後にまだ私を覚えていたら、その時、その先の話をしましょう」





「ああ、フられたんだ」と、思ったね。幼心に分かったよ。


　小学生にとって、「四年後」なんて「無限の彼方かなた」と同義だものね。


　だから、先輩の事は、そこでスッパリ諦あきらめられた。


　でも、一つだけ、僕の心に楔くさびのように残った言葉がある。わかるだろう？








『私』を捜して。




　前哨戦　六月一日（水）　いつもの日常







「……とまあ、僕の繊せん細さいな心には、今でもその小さなトゲが刺ささっているのさ」


　碓氷が歌うようにそう言うので、俺、犬いぬ海かい丸たまきはジト目で奴やつを睨にらんでやった。


「誰だれの心が繊細だって？」


　安物の結けつ婚こん詐さ欺ぎ師しのような身み振ぶり手振りで昔話を披ひ露ろうしていた碓氷は、俺の皮肉に対して、その狐きつねに似た顔に邪じや気きの無い笑えみを浮うかべて返した。


「聞いてなかったのかい？　この僕の、淡あわい初はつ恋こいの物語をさ」


「繊細な心とやらを持ってる奴は、自分の初恋話をうっとりしながら語ったりしねえよ。碓氷、お前そんな事を考えてるから、気が抜ぬけて足をくじいたんじゃないか？」


「お、その返しはやるね」


　碓氷は笑って、包帯で簡易に固定されている左足を軽く叩たたいた。その左足は、碓氷の座っているすぐ横にもう一個置かれたパイプ椅い子すの上に寝ねかせられている。


「これは名めい誉よの負傷さ。初恋の君に思いを馳はせて怪け我がする程ほどロマンチストじゃないよ」


「人間ピラミッドの頂上から転がり落ちる事の、どのあたりが名誉の負傷なんだ」


「下段にいた同どう胞ほうを巻き込まなかったじゃないか。上手うまく避よけて落下したんだぜ」


　どうだか。この狐顔の男は口だけは達者なのだ。


　今日の体育の時間、碓氷は組み体操の練習中に左足首を強く捻ひねった。大した怪我では無いけど、今は痛くて地面に足を着くのもキツいらしい。そして今日一日、保健室で借りた松まつ葉ば杖づえを使って移動していた。その松葉杖は、今は部室の入り口に立てかけてある。


　碓氷は椅子の上に置かれた左足を見つめ、包帯の上からさすりながら、呟つぶやいた。


「正直な所、忘れかけていた。思い出の残ざん滓しだよ」


　その静かな口調は、碓氷らしくなかった。


　が、顔を上げた頃ころには、いつもの人を食った感じの笑顔に戻もどっていた。


「さて、これで僕の話は終わりだよ。どうだいタマぴょん。初うい々ういしい恋話コイバナにキュンキュンしただろ？」


　タマぴょんというのは俺のあだ名だ。幸いと言うべきか、高校入学から二ヶ月たった今も、このあだ名で俺を呼んでいるのは碓氷ただ一人だけれど。


　俺はうんざりしながら狐顔に答えた。


「ただでさえ蒸むし暑いのに、余計に暑苦しくなった」


　愛用の下した敷じきを扇あおいで顔に風を送りつつ、部室の窓から外に目をやる。


　外は雨が降っていて薄うす暗ぐらく、放課後のこの時間、グラウンドは無人だった。


　六月一日。衣ころも替がえと同時に梅雨つゆがやって来た。ブレザー無しの半はん袖そでは風通しが良いのだけど、制服を通り抜ける風がじめじめしていて微び妙みような季節だ。


　昔から、梅雨の時季はあんまり好きじゃない。


　特に今日は、朝から雨が降り続けているのに気温は微妙に高く、部室はひたすら蒸していた。下敷きから送られてくる風も、ねっとりしていて効果半減だ。


　この部室に必要なのは除じよ湿しつ器なのではないだろうか。部の備品であるボードゲームだって湿しつ気けは大敵だろうし、それに──





「タマキ」





　急に声をかけられて、思考が中断する。窓から目を離はなし、そちらに向く。


　水み那な斗とるうるが、大きな瞳ひとみで俺を見つめていた。


　るうるは椅子の上にちょこんと三角座りしていた。ただでさえちっちゃな体が丸まって、いつにも増して子羊のような印象を与あたえる。


　ツンと立った鼻や、柔やわらかそうな唇くちびるは、今は並んだ膝ひざ頭がしらに隠かくれて見えなかった。まあ、見えていてもるうるは大たい抵てい無表情なので大差無いけれども。


　ただ、周りから「感情を持たない美少女」と揶や揄ゆされるこのるうるだけど、俺達と遊んでいる時はそんなでもない。今も、勝者の余よ裕ゆう75％くらいが、その大きな瞳に浮かんでいた。


　ふわふわの髪かみの左右に一個ずつ置かれているのは、羊の丸い角ではなく、薔薇ばらの髪飾りだ。スカーフを器用に折って作った物で、花から伸のびた大きな一枚葉は、子羊の耳のようにも、小さな天使の羽のようにも見えた。スカーフの残りの部分は器用に髪に編み込まれている。


　セーラー服が夏服に替わって、この蒸し暑い中でも、るうるの姿は涼すずしげに見えた。半袖から伸びる白い腕うでが、椅子の上に載のった両足を抱だきしめるようにくるんでいて、まあ、なんというか、眩まぶしかった。もちろん、これは小こ春はるさんにも言える事なのだけど。


　顔の下半分が隠れたまま、るうるは上うわ目め遣づかい気味の目線で俺に言った。


「わかったの？」


「ぐっ……」


　俺が言いよどむと、るうるの左右に座っている御み剣つるぎと小春さんがクスリと笑った。


　今、部室の窓まど際ぎわの少し開けた空間には、パイプの丸椅子が六つ置かれ、その内の五つが円状に並んでいた。五つの椅子それぞれに部員が一人ずつ座っていて、残った一個の上には包帯に巻かれた碓氷の左足が置かれている。


　俺が次の言葉を言えずにいると、碓氷が笑顔で両手を広げた。


「さあ、どうなんだい？　タマぴょんが考える時間が欲しいって言うから、場を繫つなぐ為ために、僕が恥はずかしさに耐たえながらも記き憶おくの扉とびらを開いて、昔話を披ひ露ろうしたんじゃないか」


　なにが「恥ずかしさに耐えながら」だ。ノリノリで語ってたじゃんか。


　しかし碓氷に時間を稼かせいでもらっていたのは事実だった。


　俺達五人は、今、恒こう例れいのゲームに興じていた。


　ゲームの名前は、Ｒｕｌｅ[image: ]ｓルールズ　Ｒｕｌｅルールという。


　状じよう況きようは、割と、不利な方に傾かたむいていた。俺にとって。


　小さく丸まっている子羊みたいなるうるは、いつもの無表情ながらも、俺が解答に苦く慮りよしているのを見て楽しそうだった。


　俺がじっと見てると、るうるは少しだけ顔を上げ、柔らかそうな唇を楽しそうに開いた。


「それとも、降参する？」


「いや、まだだ」


　即そく答とう。確かに碓氷は考える時間を俺に与えたが、結局奴やつの昔話を聞いてしまったから、その間なにも考えられなかった。考えるのはこれからだ。


　俺の返事に、るうるは嬉うれしそうに目を細めた。


「諦あきらめない努力。５ptポイントアップ」


　俺は組んでいた足をほどき、床ゆかに両足をついて、膝ひざの上にそれぞれの手を置いた。


　もう一度、考える。


　私立帆群守学園高等部欧おう州しゆう文化研究会。通つう称しよう「欧おう文ぶん研けん」は、本日も通常営業中である。





　四月に入部を決めてから、欧文研の活動は、週三、四回のペースで行われていた。まあ、活動と言っても、部室に集まってアナログゲームで遊んでるだけだけれども。


　現在のメンバーは五人。四月の段階では、卒業生が全員抜ぬけて部員はゼロだったらしいけど、るうるが部長として部を立ち上げ直し、そこに俺を含ふくめた四人が、半ば強ごう引いんに入部させられて、現在に至っている。まあ、あの頃ころは色々あったけど、今となっては特に不満は無い。


　メンバーは五人と言った。俺と、俺の向かいに座っている部長のるうる、そしてさっきまで己おのれの初はつ恋こい話を恥ずかしげもなくべらべら喋しやべっていた碓氷の他ほかに、あと二人女子部員が所属している。


　一人は、俺の左ひだり隣どなりに座っている御剣言こと乃の。


　窓際に置かれた椅い子すが御剣の定位置で、今日もそこを当たり前のように陣じん取どっている。


　御剣は、るうるとは対照的で、思っている事がすぐ顔に出る。意志の強さを感じさせる吊つり目め気味の瞳ひとみに細い顎あご、それなりに背もあって全体的に大人っぽい印象があり、俺はいつも御剣は和服が似合うんじゃないかと思っている。


　和服との連想は単純で、御剣がいつも髪に挿さしている二本の赤いかんざしからだ。


　御剣は下ろすと結構な長さのある綺き麗れいな黒くろ髪かみを、頭の後ろでまとめ上げてかんざしで留め、余った髪を優ゆう雅がに流している。御剣の持つ気き丈じようさに良く似合う髪かみ型がただと思う。


　窓の外に広がる雨の風景と相まって、かんざしの赤が、雨の中を泳ぐ金魚のようにも見えた。


　魔ま術じゆつクラス──正確には理り操そう魔術学科──に通っている御剣は、るうる達一般クラスの女子と違ちがって制服がブレザーなのだけど、これも六月から夏服に替かわっている。


　ただ、半はん袖そでブラウスになったとはいえ、神官服みたいな装そう飾しよくや、袖そで口ぐちに施ほどこされた複雑な刺し繡しゆうとスリット、パニエのひらひらに長いリボンなんかは冬服のデザインと同じ、いやそれ以上に印象的な雰ふん囲い気きを受ける。こんなにごてごてしてて、ちゃんと清せい涼りよう感かんがあるのだから凄すごい。


　左足を持ち上げて椅子の上に上うわ履ばきを載せ、その曲げた足を両手で胸むな元もとに抱き寄せている。御剣がよくやるいつものポーズだ。考え事をすると自然とこうなるって前に言ってた。


　体はこちらに向けているけど、視線は俺の方を向いていなかった。窓に右半身を預け、雨のグラウンドを見るとは無しに眺ながめている。


　余談ながら、部室の窓はとても大きく、縦に長い。寄りかかっている御剣は椅子に座っているのに、窓の縁ふちは御剣の腰こしのすぐ下辺りだ。もし今窓を開け放したら、外に転がり落ちてしまうだろう。部室は四階にある。夏場は窓を全開放にするだろうから、注意が必要かもしれない。


　御剣の隣となりでるうるが俺をじっと見つめていて、その隣に座っているのがもう一人の女子部員である小春アイさん。部室の真ん中にある大きな黒テーブルの端はじっこに椅子を置いて座っている。ちなみにその隣に碓氷がいて、この五人が欧文研の全メンバーだ。


　高校生にしては幼げな顔立ちの小春さんは、御剣とはまた違った意味でるうると対照的だ。


　るうるは見た目からして高校生に見えない子供っぽさがあるけど、小春さんはその素す晴ばらしいプロポーションに対してギャップと言ってもいい童顔っぷりを発揮している。


　肩かたまであるストレートの髪かみ。左右に三つ編みを一本ずつ垂らしている。細いフレームの眼鏡めがねと、その奥の大きな瞳が、いつまで見ていても飽あきない可愛かわいらしさを醸かもし出している。


　小春さんは一いつ般ぱんクラスの生徒なので、るうると同じ夏服のセーラーを着ている。ただし、今はその上からピンクのミニエプロンを着けていて、その花はな柄がらが目に眩まぶしい。更さらに言えば、エプロン程度では小春さんの豊かなバストラインを隠かくす事など出来ず、いやむしろ強調していて、花畑に彩いろどりを添そえている。


　何故なぜエプロンを着用しているのかというと、小春さんは今さっきまで俺達の為にシュークリームを作ってくれていたからだ。


　欧文研の部室は旧家庭科準備室を使っていて、流しからオーブンまで、お菓か子し作りに必要な設備が一通り揃そろっている。そして小春さんはお菓子作りが趣しゆ味みなのだった。


　そのシュークリームは感謝の念と共に既すでに胃い袋ぶくろの中に収まっている。今、小春さんの座っているテーブルにはティーセットが準備されていて、このゲームが終わり次し第だい、お茶タイムに入る予定だ。また、そのすぐ横には水の入ったグラスが五つ置かれている。


[image: ]


　笑え顔がおを絶やさない小春さんは足を組んでいて、ミニエプロンの下からすらりと伸のびる左足の、特にふとももあたりに目が吸い込まれそうになる。


「視線がやらしい。３ptポイントダウン」


　るうるから冷たい言葉が飛んで、俺は慌あわてて小春さんから目を離はなす。


　ちなみに、さっきからるうるが言っている「５ptアップ」とか「３ptダウン」とかは、「俺がるうるのパートナーに相応ふさわしいかどうか」の評価点、らしい。正直、俺もよく分かってない。


　四月のある出来事以来、この採点は続いているのだけど、それによってなにかが変わったという事は無い。「１００pt溜たまったらパートナーと認めて、好きな事をさせてあげる」とるうるはのたまっていたけど、今のところその兆候は無い。まあ、俺も特に興味が無い。無いんだが、何故かプラス評価されると微び妙みように嬉うれしくなり、マイナス評価されると微妙に悲しくなる。


「タマキ、真面目まじめに考えて」


　上うわ目め遣づかいでるうるに睨にらまれた。俺はわざとらしく咳せき払ばらいをして、再び前を向く。


　碓氷、るうる、御剣、小春さんと、部員を一人ずつ観察してみた訳だが、今のところ解決の糸口は見えなかった。


　落ち着け、初心に返ろう。Ｒｕｌｅ[image: ]ｓ　Ｒｕｌｅのルールを確かく認にんする所からだ。





　Ｒｕｌｅ[image: ]ｓ　Ｒｕｌｅはパーティーの余興とかで遊ぶ簡単なゲームだ。参加者の中の一人を「解答者」に決め、その解答者と他ほかの参加者とが知ち恵え比くらべを楽しむ。どちらかと言うと、ゲームというよりはレクレーションと言った方が近いかもしれない。


　ゲームのルールは三つだけ。即すなわち、





　ルール１・解答者は、出題者が作った《ルール》を当てる。


　ルール２・解答者を除く全員は、その《ルール》通りに行動する。


　ルール３・解答者は、《ルール》そのものについての質問が許されない。





　この三つだ。


《ルール》はなんでもいい。「右手をずっとグーにしておかなければならない」とか「人と話す前に必ずウィンクする」とか、そんな感じ。


　パーティーが開かい催さいされている間、参加者はその《ルール》を守り、解答者はなにが《ルール》になっているのかを推測し、当てる。


《ルール》を探す事がルール。だから『Ｒｕｌｅ[image: ]ｓ　Ｒｕｌｅ』なんだ。


　欧おう文ぶん研の部長であり、部員の中で一番アナログゲームに詳くわしいるうるが、特に好きなゲームがこれで、部活のある日はほぼ毎回遊んでいる。





　ルールの確認は出来た。


　だが、解答者である俺の頭には、ちらりとも天てん啓けいが下りて来ない。俺は言い訳っぽく愚ぐ痴ちる。


「大体、なんでいつも俺が解答者役なんだ？　ここんところ毎回じゃないか？」


「しょうがないよタマぴょん。ゲームに勝った人が出題者になって、自由に解答者を指名出来るってのが、ルールなんだから」


　碓氷が肩をすくめる。その通りだった。これはルールなんだ。


　欧文研の部活動はまあまあルーティン化されている。放課後、部活が始まると、まず一個なんらかのアナログゲームを遊ぶ。次に、小春さんによるお菓子＆飲み物タイムがある。


　それを堪たん能のうした後、いよいよこのＲｕｌｅ[image: ]ｓ　Ｒｕｌｅが始まるのだ。出題者と解答者は、碓氷の言った形式で決める事が、いつの間にか暗あん黙もく的なルールになっていた。


「にしたって、俺が解答者に指名される率が高すぎないか？」


　外を見ていた御剣が、目線だけを俺に向けた。


「嫌いやなら自分が勝てばいいのよ。犬海って、ゲームとかパズルとか凄すごく得意だし、いつも途と中ちゆうまではトップを独走するのに、どうして肝かん心じんな所で勝てないのかしらね。ある意味感心する」


「ぐぐぐ……」


　小こ馬ば鹿かにされているけど、その通りなので言い返せない。


「あのあの、皆みなさん犬海君が強いって分かってるから、ついつい集中攻こう撃げきしちゃうんだと思います。だから最後の最後で失速しちゃうんじゃないかなって」


　小春さんがフォローしてくれているようで結構辛しん辣らつな事を言っているように聞こえるが、これもその通りだった。俺の負けパターンはいつもそんな感じなのだ。


　今日は、世界各地に散らばる七つの不思議建造物を担当し、それを建築しつつ、その周囲の文明の発展を競きそうゲームを五人で遊んだ。ハリカルナッソスのマウソロス霊れい廟びようなるマイナーな七不思議を担当した俺は、エジプト文明を率いる碓氷と戦争を繰くり返しながら、着実に霊廟を造り上げていったのだけど、いつの間にか文化を発展させてギリシャ全土に豊かな国家を広げていたるうるがトップを飾かざったのだった。


　そんな訳で、本日はるうるが出題者となり、そして、まるでそうする事が当然の事かのように、俺を解答者として指名して、Ｒｕｌｅ[image: ]ｓ　Ｒｕｌｅが始まったのだ。


　そして現在に至る。今回の「ルール」はるうるの自信作らしく、俺は未いまだに解答に到とう達たつ出来ずにいる。るうるの無表情の瞳ひとみに、嬉うれしさが５％加味されるのが見えた。


　ぐぬぬと唸うなっていると、手をぱたぱたさせて顔を扇あおいでいた御剣が碓氷に言った。


「で、結局なんだったのよ、『浮うき世よのオルカ』って。オルカって、イルカの仲間かなにか？」


「イルカの仲間なのは間ま違ちがい無いけど、見た目と大きさは随ずい分ぶん違ちがうね。オルカってのはラテン語の学名で、シャチの事だよ。イルカよりずっと大きくて、黒と白のツートンカラーの」


「ああ……。水族館で見た事ある。イルカよりずっと凶きよう暴ぼうっぽい奴やつね」


「確かに英えい語ご圏けんでは〝Killer Whale殺し屋クジラ〟と呼ばれていた事もあったみたいだけど、実際にはとても頭が良くて、繊せん細さいな感情を持った生き物らしいよ」


「あんた、なんでそんなにシャチ……オルカだっけ。詳しいわけ？」


「情報は速度だよ。御剣さん」


「いつも思うけど、その口くち癖ぐせって意味不明よね」


　まあ、碓氷は役に立たない事に関しては誰だれよりも良く知っているのだ。


　と、俺をじっと見つめていたるうるが、碓氷の方を向いて言った。


「『うきよ』ってなに？」


　そして首をかしげる。髪かみ飾かざりの一枚葉が、ぴょこんと跳はねる。子羊の耳が碓氷の方に向いたように見えた。


「『浮き世』っていうのは、『つらくはかないこの世の中』くらいの意味かな」


「あのあの、『浮き世』ってもう少し明るいイメージがあるんですけど。浮うき世よ絵えとか」


「後になって、現代風とか、好色とか、男女の恋れん情じようとかも表すようになったみたいだけど、原義は『憂うれう』の方の文字を使った『憂うき世』、つまり、つらい世界を表すんだよ」


「へえ、そうなんですか……」


　小春さんがコクコクと頷うなずいている。碓氷も、蘊うん蓄ちくを披ひ露ろうする機会があって嬉しそうだ。


　御剣が興味なさそうに二人の会話に割り込む。


「シャチと浮き世については分かったから。で、その手紙の意味はなんなのよ？」


「さっぱりだね」


　碓氷は狐きつね顔がおを天てん井じように向けて、少し、眩まぶしそうに言った。


「割と長い時間考えて、色々調べたりもしたんだけど、先せん輩ぱいがこの手紙に何を託たくしたのか、『浮き世のオルカ』が何を意味するのか、結局わからなかった」


　にやけた面つらで「お手上げ」のポーズ。


「さっきも言ったけど、この話だって久しぶりに思い出したくらいさ」


　それは噓うそだな、と俺は直感した。


　四月からの二ヶ月間、この五人でつるんできて、それぐらいは、あの狐っぽい男の口調や態度から分かるようになった。


　まあ、敢あえて指し摘てきする必要もあるまい。


「ふーん……。ま、どうでもいいけど。ちょっと喉のど渇かわいちゃった」


　御剣は窓まど際ぎわの椅子に座ったまま、お団子になっている後ろ髪がみから、かんざしを一本引き抜ぬいた。それを左手で水平に持ち、部室中央のテーブルを指差す。指し示した先には、水が注がれたグラスが五つ並んでいた。


　御剣が小さく何かを呟つぶやく。と、目の前の視界が一いつ瞬しゆんぐにゃりと歪ゆがんだ後、五つのグラスの内、一番手前にあった物がゆっくりと持ち上がった。御剣の持つ能力、理り操そう魔ま術じゆつだ。





　理操魔術とは、文字通り《理ことわり》を操あやつる術の事だ。


　この世界は無数の法則、つまり《理》の上に成り立っている。光の速度から始まって、必ず成功する遅ち刻こくの言い訳に至るまで、世界は様々な《理》に満ちているんだ。理操魔術の観点からは、むしろ無数の《理》の集合こそが世界そのものであるとされているらしい。


　生まれつき才能を持っている一部の人間は、この《理》を、一時的に別の物に上書きする事が出来る。これによって、本来起こりえない現象が起きる。今浮き上がったグラスのように。


　この才能を持っている人たちは、「理操魔ま術じゆつ師し」あるいは単に「魔術師」と呼ばれている。一時的とはいえ、世界の法則ルールを書き換かえるのだから、その可能性ポテンシヤルは推おして知るべしだ。


　あまりに強力なその力を、国家あるいは人類社会が制せい御ぎよ、管理する為ために、魔術の才能が認められた子供は、ほぼ強制的に理操魔術学科、通つう称しよう魔術クラスと呼ばれる特別編成クラスに編入され、そこで自身の能力を管理コントロールする方法を学ぶ事になる。それは即すなわち、将来が約束されたエリートコースに乗るという意味でもある。


　まあ、一いつ般ぱんクラスの俺らからすれば、よく分からない力を持っている子供達を一般人から隔かく離りして、距きよ離りを置いているようにしか見えないんだけど。


　欧おう州しゆう文化研究会のメンバーでは、魔術クラスの生徒は御剣だけだ。碓氷の話では、魔術クラスは特権意識が強く、一般クラスの生徒とは関かかわりを持つ事は少ないらしい。


　ちなみに、るうるは学年トップクラスどころか、その潜せん在ざい能力からすれば世界トップレベルの魔術師であり、四月の入学式初日までは確かに魔術クラスの生徒だったのだけど、この俺を監かん視しする為に次の日に一般クラス──というか俺のクラス──に編入してきた。


　なぜるうるが俺を監視するのかというと、俺の持つちょっとした特技が、「世せ界かい災さい厄やくの魔ま女じよ」とさえ呼ばれる程ほどのるうるの魔術に対する、唯ゆい一いつのアキレス腱けんになりかねないから、らしい。


　俺を危険視したるうるは、「タマキがわたしのパートナーになってしまえば敵対する事は無くなる。でも、パートナーとして相応ふさわしいか分からない。だから四六時中側そばにいて監視しつつ、評価する」という、理り屈くつがよく分からない行動に出たのである。


　おかげで俺はそれ以来毎日のように「ちゃんと宿題してる。１ptポイントアップ」だの「女子を見る目がえっちい。２ptダウン」だの「前まえ髪がみが寝ね癖ぐせでくるんてしてて可愛かわいい。２ptアップ」だのと、意味がよく分からない「評価」が続いている。


　ちなみに「世界災厄の魔女」とは「世界に災厄をもたらし得うる魔女」という意味なのだけど、俺はこの二つ名が好きじゃない。





　テーブルから数センチ浮うき上がったままのグラスを見て、御剣が呟く。


「大だい丈じよう夫ぶ、かな」


　微び妙みように自信に欠けた言葉の後、和風美人の御剣はかんざしを持った手をゆっくり動かした。


　水がなみなみと注がれたグラスは座っている俺達の頭より高い位置まで持ち上げられ、そのままゆっくりと御剣のいる方へと動き出した。


　グラスは吸い寄せられるように碓氷の頭上を飛び越こえ、そして俺の頭の上を通り過ぎ──





　グラッ。





　──る前に、急に動きを止め、百八十度回転しながら俺の頭の上に落下した。





　バシャリ、カランカラン。





　中に入っていた水が頭上から俺の全身に降り注いだ後、コップは床ゆかに転がった。


「あー、やっぱ駄だ目めか」


　御剣がそう言いながらかんざしを挿さし直そうとしている。俺はびしょ濡ぬれのまま聞いた。


「なにが、駄目だって？」


「生理中は集中が利きかなくて、魔術が上手うまく使えないのよね」


「俺の、この姿に対して、なにか言いたい事は無いか？」


「んー？」


　俺をじっと見つめてから、和風美人は答えた。


「涼すずしくなったんじゃない？」


「それだけか！」


「い、犬海君！　これ使って！」


　険悪なムードが湧わき上がりかけた所に、小春さんが声をかける。見ると、小春さんは青色のミニタオルを手に持っていた。


「どどど、どうぞっ！」


　小春さんがそっと投げたミニタオルが、緩ゆるい放物線を描えがいて飛んでくる。手を伸のばしてキャッチ。「さんきゅ」と言いながら頭を拭ふく。


　とはいえ、タオルだけではさすがに拭き取りきれない。俺はるうるに聞いてみた。


「るうる、魔術で服を乾かわかせないか」


　椅い子すの上にちょこんと三角座りしていたるうるは、大きな瞳ひとみをぱちぱちさせて答えた。


「できる、と思うけど」


「じゃあ頼たのむ」


　すると、るうるはこう言った。


「どうやって？」


　は？


「いやだから、魔ま術じゆつでだよ」


「だから、どうやるのか、教えて」


「え？」


　俺が問い返すと、るうるは俺の目を見つめて答えた。


「どういう風に《理》を書き換かえればいいのか、教えて」


　……ああ、そうだった。また忘れていた。


　るうるは、もう自分の意思では、魔術を使わない事に決めたんだった。








　四月の頭。


　俺がこの帆群守学園に入学してるうると出会った頃ころ。俺達はある事件に遭そう遇ぐうした。まあ、それ自体は別にいい。結果として、部活のメンバーが五人揃そろった訳でもあるし。


　ただ、その事件をきっかけに、るうるはある「ルール」を自身に課し、俺達に宣言した。





「もう、自分の意思では、魔術を使わない」という、「ルール」を。





　るうるは、その理由を「魔術クラスから一いつ般ぱんクラスに編入して、もう魔ま術じゆつ師しじゃないから」と言っていた。


　しかし、俺は、それが本当の理由では無い事を知っている。


　るうるは、怖こわいんだ。


　自分が、自分の願いのままに、世界を作り替かえてしまう事が。


　理り操そう魔術には、ある一個の物の《理ことわり》を変える他ほかにも、場──つまり一つの空間──の《理》を変える事が出来る。この場合、その空間の中にいる人たちの認にん識しきすらも書き換わってしまう為ため、魔術が行使されている事を知る事が出来ない。


　どれくらいの広さの場を術の範はん囲いに出来るかは、魔術師の能力や資質によって変わる。


　そしてるうるは、その場の範囲に限界が無いのだ。


　即すなわち、世界全部の《理》を、その中に住む人達の認識ごと、書き換える事が出来る。


　るうるのかけた魔術を、この世界の誰だれ一人として認識出来ないのであれば、それは世界を作り替えてしまう事に等しい。るうるは、その事を、それを自分がやってしまうのではないかという事を、誰よりも恐おそれている。そして、決してやるまいと心に決めていた。


　しかし、四月の頭に、るうるはその禁きん忌きを犯おかした。いや、犯しかけた。結局、るうるは世界を変えるような魔術を使わなかったのだけど、自分自身を抑おさえきれなくなった時、それをやりかねないという事に気づき、本人は強いショックを受けた、の、だと思う。多分。


　なので、るうるは決めた。少なくとも、もう自分の意思では、その強力すぎる魔術を使うのはやめようと。


　るうるがそう決めた時、特に反対する人間はいなかった。俺達は魔術を使えるからるうるとつるんでいるんじゃ無いんだから。御剣は、多少複雑な顔をしていたけど、何も言わなかった。


　さて、「自分の意思では使わない」という事は、「他人の意思なら使ってもいい」という事になる。


　という訳で、るうるはもう一つ「ルール」を作った。





「タマキがわたしに魔術を使ってって言った時だけ、使う」と。これが「ルール」の二つ目。





　つまり、るうるが自分自身を暴走させない為の安全弁として、俺を使う事にした訳だ。


　何故なぜ、俺限定なのかと言えば、


「パートナー候補だから」


　と返ってくるので、これに関しては議論していない。俺自身も思う所が無い訳でも無いので、この問題については保留にしている。


　今のところ、この二つのルールは正常に機能している。この二ヶ月の間に、俺自身もるうるの魔術に何度も助けられている。


　ただし、るうるに魔術を使ってもらう場合、ある条件がある。


　どんな魔術を使って欲しいのかを具体的に指示しなければいけないのだ。


　より具体的に言えば「どんな《理》を書き換えればいいのか」を上手うまく伝えられないと、るうるは魔術を使ってくれないのだ。


　なんとも融ゆう通ずうの利きかない話だ。そして、俺はこれを考えるのがとても苦手だった。


　例えば、今俺は頭と制服がびしょ濡ぬれな訳だが、服を乾かわかす為にはどんな《理》を書き換えればいいのだろう。


　これが、どうにもぱっと思いつかない。


　違い和わ感かんに気づいてそれを指し摘てきするのは得意なのだけど、自分から違和感を作るのに等しいこの行こう為いを上手く頭の中でまとめる事が出来ない。柔じゆう軟なん性の無い思考だと我ながら思う。








「ねえ、どうすればいいの？」


　頭の中で水と制服をぐるぐるさせていると、るうるが三角座りのまま大きな瞳ひとみで俺を見つめて催さい促そくした。結局思いつかなかった俺は、考えるのをやめて答えた。


「……いや、やっぱいいや」


　こくん。膝ひざ頭がしらに半分隠かくれた顔が小さく頷うなずく。


「わかった」


　魔ま術じゆつに頼たよるのを諦あきらめた俺は、手に持っていた下した敷じきでばっさばっさと体を扇あおいだ。湿しめった制服に風が送られて、ひんやりして涼すずしい。べとべとして気持ちは悪いけど、これはなかなかいいな。


　ポジティブシンキングで己おのれをごまかしていると、それを見ていた御剣が言った。


「犬海、その下敷きアタシにも使わせてよ」


「拒きよ否ひする。これは俺の唯ゆい一いつの冷れい房ぼう装備なんだぞ。自分の下敷きを使えばいいだろ」


　俺は壁かべ際ぎわを見やった。棚たなの下に、女子三人のカバンが仲良く並んでいる。ちなみに俺と碓氷のカバンはもっと適当に投げ出されていた。


　三個のカバンの前には、それぞれ一つずつ、水泳バッグが置かれていた。今日は女子の体育は水泳だったようだ。


　御剣は俺の視線に気づき、並んだカバンを見て言った。


「ん？　犬海、女子のスクール水着見たいの？　じゃあ見せてあげるから下敷き貸してよ。触さわりたければ好きなだけ触ってもいいのよ。今日使ってるから濡れてるけど、それはそれでリアルな感じが──」


「一ひとっ言ことも見たいとか触りたいとか言ってねえだろ！　リアルな感じってなんだ！」


「なーんだ。そうなの」


　ついでに言えば、水着だけ見て喜ぶような変態じゃない。小春さんが着ている姿を見れるというのなら話はまた全然変わってくるのだけど。いやそんな事はどうでもいい。


　御剣は小さく「ふむ」と言った後、うっすらと汗あせのにじんだ顔に笑えみを浮うかべた。御剣がこういう顔をする時は注意が必要だ。大たい抵ていの場合、俺に良くない事が起きる。


　楽しげな瞳で御剣が俺を見る。


「じゃあ、こういうのはどう？　その下敷き貸してくれたら、ゲームのヒントをあげる」


「取引だと？」


　そういうのはアリなのか？　ちらりとるうるを見る。


　るうるは無表情のままだけど、俺と御剣のやりとりを楽しんでいるのは瞳の輝かがやきで分かった。


「……応じよう」


　下敷きを差し出すと、御剣は姿勢を変えずに腕うでだけをうーんと伸のばして受け取った。そしてバタバタと首筋を扇ぎ始める。


「手が疲つかれるけど、悪くない」


　ぱちぱちぱち。


　そして、扇ぎながら、空いている方の手でブラウスのボタンを上から三つ外し、そこに下敷きで風を送り込み始めた。


「あー、涼しいわ、これ」


　肌はだ色いろの谷間が急に視界に飛び込んできて俺の視線が固まる。更さらに、風で煽あおられてブラウスがめくれ、ブラジャーの赤い色がちらちらと目に入ってきて眩まぶしい。いや別にそれを注視している訳ではもちろんないのだけれど、これを気にしないでスルーする事が健全な男子高校生に可能なのかあるいはスルーする事自体が健全なのかどうかについては専門家の間でも意見が分かれていて未いまだに結論に至っておらず結果として俺の目はその胸むな元もとに吸い込まれ──


「ブラちらくらいでキョドんじゃないのよ。これだから童どう貞ていは」


「関係あるか！」


「……15ptポイントダウン」


「俺が悪いのか！　てかダウン大きくね!?」


　御剣から──というか、その胸元から──視線を逸そらしつつ、俺は言った。


「それで、なんなんだよ。御剣」


「え？　ブラの色の話？　それともキャミ着てない理由？　今日は水泳があったから──」


「そんな話はしていない！　聞いてもいない生々しい話をするな！」


「じゃあなによ？」


「ヒントだよ！　下敷きと引き替かえにゲームのヒントを言う取引だったろ！」


「ああ、そうだったわね」


　なおもバタバタさせながら御剣は楽しそうに、からかうように、言った。


「これがヒントよ」


　……は？


　振ふり返ると、御剣は雨の空を見上げながら下敷きを扇いでいた。ちなみに、今はブラウスを片手で持ち上げているので、魅み惑わくの谷間はこちらからは覗のぞけない。


「期待してた。８ptダウン」


「心を読むな！　期待なんかしてない！」


　微び妙みようにこちらを睨にらんでいるように見えなくもないるうるの無表情を無視して、俺は考える。


『これがヒントよ』だと？　下敷きで扇ぐ事が？　暑さが関係しているのか？　それとも俺から舌先三寸で下敷き巻き上げた事がヒントだってのか？


　なにかが違ちがう。単純な勘かん違ちがいをしている気がしてならない。頭の中がチリチリする。答えは既すでに目の前に現れているのに、俺が敢あえてそこから目を逸らしているような気がする。微妙な暑さのせいで集中出来ていないのかもしれない。


　なにせ、ヒントが少ない。さっきから全員椅い子すに座ったままほとんど動いてもいないから。


　……ん、待てよ？


　冷静に、もう一度、考えてみよう。


　俺達は今、部室の窓まど際ぎわに椅子を並べて円を作っている。まず、ここからだ。


　いつもは、このゲームを遊ぶときはこんな風に一カ所に集まったりしない。それぞれが部室を自由に歩き回って、勝手にお喋しやべりしたり、小春さんのお菓か子しを食べながらゲームを進める。その方が、解答者に気づかれないように「ルール」を実行出来るからだ。


　今日は、出題者のるうるによる指示で、こんな風に全員椅子に座って俺の見える位置にいる。という事は、これはなにか意味のある事の筈はずなんだ。


「全員椅子に座っている」というのがなにかのヒントなんだろうか。


　と、考えていて、急に一つひらめいた。すぐに言葉にする。


「『席を立ってはいけない』が『ルール』なんじゃないか？　そうだろ！」


「残念、タマぴょん。僕は今トイレに行こうと思ってた所だよ」


　やっとで思いついた答えを碓氷がコンマ二秒で切り捨てた。


　碓氷は捻ねん挫ざしている方の足を椅子から持ち上げつつ片足で立ち上がり、そのまま勢いを付けて大テーブルに跳とび乗った。テーブルに乗った体がツーッと滑すべって部室の入り口に向かう。大テーブルは滑すべりがやたら良くて、カードゲームをする時にはカードが上手うまくめくれないから敷しき物ものをするくらいなんだ。


　テーブルの反対の端はしまで滑った碓氷は、「よっ」とか言いながらテーブルから跳び下りて包帯をしていない方の足で着地。扉とびらに立てかけてあった松まつ葉ば杖づえを手に取ると同時に引き戸を開け、「すぐ戻るよ」と言いながら外に出て行った。


「相変わらず動きが派手な奴やつだな……」


　なんとなく碓氷が外に出て行くまでを見送っていた俺は、部室内に向き直った時に、


「……ん？」


　そこに、微妙な違い和わ感かんを抱いだいた。


　るうる、御剣、小春さん。全員が、碓氷が出て行った入り口を見ていた。いやまあ、それだけならそんなに変な事でも無いのだけど、その視線に、微妙な強さのような物を感じた。


　そして、引き戸が閉じると、小春さんが、とても小さく、息を吐はいた。


　安あん堵どのため息のように、俺には見えた。


　今の碓氷の行動に、何か意味があるのか？


　でも、特に変な事をしたようには見えない。碓氷はよくああやって部室内を移動してるし、それに今日は左足を包帯で固定しているから──


　──左足？


　急に、今まで何気なく見ていた光景の中に、微妙にずれている物がある事に気づき始める。


　なんで、るうるは椅子の上で三角座りしているんだ？　いつもは行ぎよう儀ぎ悪わるく足をぶらぶらさせてるのに。


　それに、小春さんが足を組んで座ってるのって、考えてみると珍めずらしいんじゃないか？　エプロンからすらりと伸のびてちょこんと並ぶ二つの膝ひざが彼女のチャームポイントでは無かったか？　いやチャームポイントはどうでもいいのだけれど。


　そうだ。そういえば、さっき小春さんはミニタオルを俺に投げてよこした。普ふ段だんの小春さんはしない行動だ。席から立ってもいいなら、何故なぜそんな事を？


　御剣の姿や行動には、特におかしな所は無い。自分の下した敷じきを使わずに俺から巻き上げた以外は、いつもと同じポーズで窓を眺ながめていて──





「……あ」





　思わず呟つぶやく。女子三人が、そっと俺を見返した。


　そうか。


　俺はようやく、今この空間を支配している「ルール」に気がついた。


　ふと思いついたように小春さんに顔を向けて、唐とう突とつに言った。


「小春さん。お茶一いつ杯ぱい、もらえるかな」


「え？　あ、はい」


　急に話しかけられて、小春さんは組んでいた足を解ほどこうとして──


「「だめっ！」」


　予想通り、るうると御剣が同時に叫さけんだ。小春さんはハッとした顔をして、床に着こうとしていた左足をまた組み直した。


　俺は、余よ裕ゆうの表情で宣言する。


「るうる。『ルール』が、分かったぞ」


「……言ってみて」


　瞳ひとみに30％のくやしさを交えてるうるは答える。俺は答えた。


「『部室の床に左足を着いてはならない』　そうだろ？」


　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、女子三人が右手を前に伸ばし、スナップを利きかせて指を弾はじいた。





　パチンッ。





「「「正解！」」」


　三人の声がハモる。これもゲームを解いた時のお約束だ。


　小春さんが笑え顔がおで拍はく手しゆし、御剣は「アタシのヒントのおかげね」と強がる。そしてるうるは俺を上うわ目め遣づかいで小さく睨にらんだ。


「むー。また負けた」


　でも、るうるのその瞳からは、この時間を存分に楽しんでいる事が窺うかがえる。二ヶ月前、世界から自分自身を消し去ろうとしていたあの頃ころとなにが変わったのかは上手く説明しにくいけれど、それでも、なにかは変わっているように、俺には思えた。





　トントン。ドアをノックする音。





「はーい」


　るうるが三角座り状態から跳とび降りて床に両足で着地し、とてとてと入り口に向かう。





　なにかは、変わっているような気がしていた。





　甘かったのだ。俺は。





　このノックの音が、新しい事件の始まりだった。




　第一章　同日　オルカゲーム







　ガラリ。





　るうるが到とう着ちやくするよりも早く、入り口は外から開かれた。


　そこに立っていたのは、女子生徒だった。


　おかっぱのその女の子は、扉とびらを開けるなりズンズンと室内に入ってくる。


　るうるはその子の勢いに押され、時間が巻き戻るように、とてとてと後ろ向きに歩いた。


　やがて、るうると女の子が俺達の前までやってきた。


　女の子はるうると同じくらいの身長で、気き丈じようそうな顔をしているけど、全体的にるうるより幼い印象を受けた。


　と、よく見たら、着ているセーラー服は中等部の物だ。何故中学生がこの部屋に？


　艶つやのある黒くろ髪かみをまとった色白の女の子は、目の前のるうるを避さけるように室内を見み渡わたした。


　そして口を開く。


「水那斗るうるさんって、どなたなんですか」


　はっきりした声だったけど、ほんの少し震ふるえているように聞こえた。表情も微び妙みように硬かたい。


　女の子の目の前に立っていたるうるは、ぴょんと一歩後ろに下がって、右手をぴっと挙げた。


「わたし」


「……あなたが、水那斗るうるさん？」


　こくん。


　るうるが頷うなずくと、中等部の女の子は腕うでを上げて、ゆっくりとるうるを指差し、叫んだ。








「けいちゃん先せん輩ぱいをたぶらかしたら、私が許さないんです！」








　沈黙。





　……ええと。


　状じよう況きようがさっぱり把は握あく出来ない。


　指差されているるうるは、少し瞳ひとみを大きくしてるけど、無表情のまま。


　横を見ると、御剣と小春さんが、同じように「訳が分からない」という視線を返してきた。


　ただまあ、女の子の言葉から推測出来る事はいくつかある。どうやら、「けいちゃん先輩」なる人物を、るうるが「たぶらかしたら」、女の子は「許さない」らしい。問題は「けいちゃん先輩」が誰だれだか分からない事で──


　──いや、いるな。身近に、「けいちゃん」と呼ばれ得る男が。





　ガラリ。





　また扉が開き、トイレに行っていた碓氷圭次が戻って来た。片手で松まつ葉ば杖づえをついているのに、器用にハンカチで両手を拭ふきながら入ってくる。


「たっだいまー。やばいやばい。京きよう野の先生が部室巡じゆん回かいしてるよ。なんの用だか知らないけど、お菓か子しとお茶は隠かくしておいた方がいいね。何を言われるか分かったもんじゃ──」


　言葉が途と切ぎれる。室内にいた中学生女子を見て絶句したのだ。


　女の子は碓氷の方を向くと、それまで硬かった表情が一いつ瞬しゆんで笑え顔がおになり、叫さけんだ。


「けいちゃん先輩！」


　ふむ。やっぱり、こいつが「けいちゃん」か。


　碓氷は後ろ手で引き戸を閉めると、急いで女の子の前にやって来た。


「香か奈な恵え！　なんでお前ここにいるんだよ！」


　碓氷に香奈恵と呼ばれたその子は、すぐに笑顔を引っ込めて、ついっと横を向いた。そして、さっきと同じような感じで言った。


「けいちゃん先輩が、高校生活を健全に送っているのか視察に来たんです」


　碓氷は腰こしに手を当て「あのなあ」と怒おこり口調になるが、相手はしらんぷりだ。


　お互たがいの醸かもし出す雰ふん囲い気きから、二人がそれなりに親しい事が分かった。「けいちゃん先輩」と言うからには、この子は碓氷の、なにかしらの後こう輩はいなのだろう。


「中等部の生徒が気軽にこっちに来られない事くらい、お前だって知ってるだろ」


　碓氷が、年下とはいえ、女の子に対してこんなにフランクに喋しやべっているのを、俺は初めて聞いた。ちょっと新しん鮮せんだ。


「許可申しん請せいして来たのか？」


「バレなきゃいいんです」


「……つまり、許可取って無いんだな」


　はあ、とため息をつく碓氷。が、すぐにその顔が青くなり、そして青い顔が俺に向く。


「まずいよタマぴょん！　京野先生が見回りに来てるんだってば！」


「「「っ！」」」


　俺、御剣、小春さんが思わず立ち上がり、パイプの椅い子すがガタガタッと鳴った。


「緊きん急きゆう事態だ」


　この子が何の為ためにここに来たのか、気にはなるけど後回しにせざるを得ない。京野先生が見回りに来るのだ。


　小中高大一いつ貫かん教きよう育いくである帆群守学園には、部活動が入っているサークル棟とうが、小中高大に一個ずつ存在する。


　欧おう文ぶん研の部室があるここは高等部のサークル棟であり、当然ながら高等部の敷しき地ち内にある。


　そして、さっき碓氷が言った通り、高等部の敷地に中等部の生徒が許可無しに入る事は厳しく制限されているのだ。


　特に、サークル棟に中等部の生徒を連れ込むのは御ご法はつ度となのである。理由は知らないが、過去になんらかの不ふ祥しよう事じがあったらしいという話だけが伝わっている。


　なので、許可申請を持たない中等部の女子が部室にいる事を、先生に知られるのは、非常によろしくない。


　さらに、その相手が京野先生となると、俺達の恐きよう怖ふは倍増せざるを得ないのだ。


　京野薫かおる。俺と碓氷とるうるがいる１─Ｄの女性の担任だ。今年大学を卒業したばかりで若く、そして美人だ。


　担当する英語の授業も分かりやすく、そのぽわぽわした雰囲気や、友達のように接してくれる気安さから、生徒の中でもファンが多い。


　しかし、この先生。怒ると、とても怖こわいのである。


　怖いと言っても、怒ど鳴なるとか、ヒステリックになるとかではない。むしろ逆だ。


　京野先生は怒れば怒るほど言こと葉ば遣づかいが丁てい寧ねいになり、笑顔がより華はなやかになっていく。


　さて、ご存じだろうか？


　美人が、丁寧な言葉で、笑みを浮うかべながら怒る事が、どれだけ怖い事か、という事を？


　俺は知っている。身をもって体験している。


　ただでさえ、クラスではるうるのお守もり役を担当させられている俺は、この二ヶ月の間に様々なトラブルに巻き込まれてきた。もちろん、そのほとんどの元げん凶きようは、るうるだ。


　詳しよう細さいは省くけど、「二つの手紙事件」はともかく、「姫ひめ様と姫様の猫ねこの悩なやみ」は思い出すのもまだ恥はずかしいし、「言葉に出来ない規則騒そう動どう」に至っては──まあ、あれはあれで、京野先生のあんな格好を見られて眼福ではあったのだけど──既すでに封ふう印いんしたい過去と言えた。


　まあでも、悪い事だけではなかった。この二ヶ月の間に遭そう遇ぐうしたいくつもの出来事を経て、俺達欧文研のメンバーは、それなりにお互いの事を知り、親交を深める事が出来た。


　それもあってか、初めて会った頃ころには男性恐きよう怖ふ症しようで俺達と話すのも大変だった小春さんも、今は、俺と碓氷限定ながら、普ふ通つうに話をする事が出来るようになっていた。


　おっと、話が逸それたので戻もどす。


　トラブルと言っても、どの出来事でも、例えば怪け我が人が出たり、誰だれかに禍か根こんが残るような事態にはなってない。大たい抵ていは、最終的にるうるの魔ま術じゆつによって円満に解決している。


　しかし、そういったあれやこれやがあるたびに、俺は京野先生に呼び出しを受け、そのまま連行されて、「生徒指導室」なる名前通りの個室に連れ込まれ、内側から鍵かぎをかけられ、そこで静かに怒られたのである。


　この、無限に続く拷ごう問もんにも思える恐怖の時間の事は、瞬またたく間に学校中の評判となり、今や一いつ般ぱんクラスとはほとんど接点が無い魔術クラスにまでその噂うわさは届いているようだ。少し血の気が引いている御剣の表情を見ても分かる。


　やばい。これはやばい。なんとかしなければ。俺は御剣を見て言った。


「御剣！　魔術でこの子の姿を隠かくしてくれ！」


　御剣は慌あわてて首を振ふった。


「む、無理！　さっき見たでしょ。今日は生理で調子悪いのよ。怖くて人間相手にかけたりできない」


　俺はそのままるうるに顔を向ける。


「るうる！」


　呼ばれたるうるはキョトンとした顔を俺に向ける。


「なあに？」


「この子を隠してくれ！」


「どうやって？」


「はあ？　魔術でだよ！」


「だから」


　るうるは俺を見る。


「どんな風に《理》を書き換かえればいいの？」


　そうだった！　また忘れてた！　るうるは自分の意思じゃ魔術を使わないんだ！





　コンッコンッ。





　入り口をノックする音に、思わず背中がびくっとなる。


『ねえ、ちょっといいかしら～』


　甘くて優やさしげな声。京野先生だ！


「碓氷！　鍵はっ!?」


「!?　してないよ！　そんなのいつもしてないもの！」


　その通りだ。ここで碓氷を責める事は出来ない。俺は必死に書き換えるべき《理》を考える。


「《この子を誰の目にも映らなくする》って、出来るか？」


　俺に言われて、るうるは顎あごに人差し指をちょん、と置いて、考える。


「……出来るけど、やりたくない」


「なんでだよ！」


　と、叫さけんでから気づく。


　るうるは人間を「消す」とか「見えなくする」とかをしたくないんだ。るうるはその事を凄すごく嫌きらっている。それを無む理り矢や理りやらせるのは、俺には出来ない。


　だけど、しかし、じゃあ、どうすればいいんだ？


　ドア越ごしに、京野先生のウィスパーボイスが届く。


『見回りしてるんだけど、誰もいないのかな～？』


　姿を消さずに、見えなくさせる方法。


　考えろ。なにかある筈はずだ。


『ん、鍵かかってないのね。入るわよ～？』


　ええいもう他ほかに思いつかない！


　俺は女の子の後ろに回り込み、片手でその子を抱だきしめた。更さらに片方の手で口を塞ふさぐ。


「もごごっ!?」


　当然暴れるその子を無視して、るうるを見る。るうるは少しだけ目を大きくして俺の行動を見ていた。俺は叫ぶ。


「《俺が触ふれている人間は、誰も視界に入れなくなる》ようにしてくれ！」


　こくん。


「わかった」


　るうるは小さく頷うなずくと、首から提さげている懐かい中ちゆう時計をパカッと開けて、こちらに見せる。


　六時四十三分を指している文字盤ばんが、俺の方を向く。と、


　ぐにゃり。


　視界が真っ青に染まり、風景が歪ゆがんだ。


　瞬きの間にそれは元に戻り、同時に、引き戸が開かれた。





　ガラリ。





「あら、いるんじゃない。ノックしたんだから返事くらいしてくれてもいいのに～」


　ふわふわなロングの髪かみと同じようにふわふわした口調で喋しやべりながら、京野先生が部室に入ってきた。


　俺は、両りよう腕うでの中で暴れる女の子を必死に押さえていた。


「せ、先生。どうしました？」


　碓氷が笑え顔がおで京野先生に答える。ただ、さすがの碓氷も、笑顔や口調に余よ裕ゆうが無かった。


「中等部の女の子が～、サークル棟とうに入って来ちゃってるって聞いたんだけど～」


　京野先生はくるりと部屋を見み渡わたす。けれど、その先生の視界には、俺が抱きしめている女の子が入らない。まるでわざとそうしているかのように、するりするりと視線が避さけていく。


　なので先生は、捜さがしている女の子が目の前にいる事に、気づかない。


　見えなければ、聞こえなければ、そこに誰だれもいないのと、同じだから。


「うーん、ここに入ったみたいだったんだけどな～。あなた達、何か知らない？」


　がりっ。俺の人差し指が狂きよう犬けんのような女子に嚙かまれた音。


「いたぁっ！」


「ん？　どうかしたの～、犬海君？」


「いたっ、いたっ、いたずらかなにかじゃないですかねえっ！」


　我ながら苦しい。


　京野先生はいぶかしげな顔を俺に向けるが、それでも俺が抱かかえ込んでいる女子生徒は視界に入っていないらしい。


　と、その時。


「あ、マルだ。レアキャラと遭そう遇ぐうる」


　京野先生が開けたままにしていた引き戸から、俺の知り合いが顔を覗のぞかせた。


「おー、ここが欧おう文ぶん研の部室なのかー。初めて来た」


　ショートカットに黄緑色のヘアピンを挿さしたこの女子は、幼なじみの従姉妹いとこである神じん宮ぐう晶あきらだ。


「晶！」


　るうるが入り口に向かって両手を大きく振ふる。晶は笑顔で駆かけ寄って来て、るうるの小さな体をぬいぐるみみたいに抱きしめた。


「やっほー、るーるん！　元気してるー？」


　こくん。ぎゅーぎゅー抱きしめられながらるうるが小さく頷く。


「元気」


「そーかそーか！　よろしい！」


　晶に頭を撫なでられて、るうるは無表情ながらに、ほわわと気持ちよさそうにしている。晶は大きな黒のビニールバッグをリュックのように背負っていて、るうるの頭をなで回す度たびにそのカバンが左右に揺ゆれた。


　四月の頃ころは、晶もるうるの事を、他の生徒と同じように「魔ま女じよ」と呼んで距きよ離りを置いていた。まあそれは仕方ない。みんな、そうだったのだから。


　けれど、ＧＷ明けに起きたちょっとした出来事をきっかけに、すっかりるうるの事を気に入り、そしてるうるも晶の事を気に入ったようで、今では「晶」「るーるん」と呼び合う仲になっている。


　女子二名が友情を確かく認にんし合っている風景を、見ていて微笑ほほえましく思わないという事も無いのだけど、出来れば女子中学生が俺の指をがりがり嚙んでいる時には早めに終わらせて頂きたい。
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「おい、晶、なんの用だ」


「なによう。るーるんはマルの物じゃないもん。むしろマルは逢おう瀬せの邪じや魔まる」


「るうるの所有権を主張している訳じゃない！　あとマルじゃなくてタマキだ！」


　もう高校に入ってから二ヶ月経たつのに、未いまだに晶は俺の事を小さい頃のあだ名で呼んでいた。個人的にそのあだ名は忌いまわしき幼少期の思い出と共に封ふう印いんしたいし、ついでに言えば、るうるの前ではあまり使って欲しく無かった。


「なんでサークル棟にお前がいるんだ。ラクロス部の部室は体育館の方だろ」


　晶はラクロス部に所属している。文化系の部室しかないサークル棟に用は無い筈はずだ。


「京野先生のお手伝いに来たんだよ。るーるんに会えたのはラッキー！」


　そう言ってるうるを抱きしめながらぐるぐる回る。背負った黒のビニールバッグが遠心力で勢いよく回っている。


　そのビニールバッグの端はじっこに、ホワイトペンで「ＡＧ」と書いてあるのが見えた。あれは晶の頭文字イニシヤルだ。本来「神宮」の頭文字はＺかＪの筈だけど、小さい頃「『じんぐう』なんだから、一文字目は『ジーＧ』だよ！」と主張した事があり、それ以来自分のサインとして愛用しているらしい。


「晶、目が、回る」


「おっと、ごめんごめん」


　晶は回転を止め、今度は、るうるを背中から抱だきしめた。るうるは回りすぎたせいか、頭が少しふらふらしていて、目が若じやつ干かんうつろだった。


　京野先生は、なおも俺達をじっと見て、納なつ得とくいかない顔をしていたが、やがて、


「ふーん……。ま、いっか」


　と、なんとか諦あきらめてくれた。


　これで帰ってくれるかと思ったのだが、


「この部室初めて入ったけど、素す敵てきな場所ね～」


　と、今度は部屋全体を、興味深げに見渡し始めた。


　先生の反応は当然だ。るうるにしか目がいかない晶は置いておいて、初めてこの部屋に入った人は大体同じ感想を持つ。


　旧家庭科準備室である欧文研の部室は、普ふ通つうの教室の三分の一くらいの大きさで、天てん井じようの高い縦長の部屋になっている。


　室内には流し台や給湯設備の他ほか、何故なぜか大きめの振り子時計が置かれていたりする。ちなみにこの時計は壊こわれているのか、ネジを巻いても動かない。


　そして、それらを除いて、両側の壁かべは、床ゆかから天井まで、巨きよ大だいな棚たなが嵌はまっていた。


　木製の棚の中には、所ところ狭せましとゲームの箱が並んでいた。全部欧文研のＯＢが残した備品だ。下の所にはるうるが新しく買って来た物が置かれていて、上に向かうほど古い物になる。天井近くの、手が届かない所にはブリキのおもちゃやフランス人形がずらりと並んでいる。また、棚と棚の間、部室の空中には、飛行機の模型が吊つるされ、空中戦を繰くり広げていた。


　巨大なおもちゃ箱、それが欧文研の部室だった。


　京野先生は棚に手を這はわせながら、ゆっくり室内を歩いた。


「部屋の構造に沿って綺き麗れいに組み上げてある。手作りなのね～」


「そう」


　るうるが、まだ少しふらつきながら手を挙げた。


「お兄ちゃんが作ったの」


　るうるの声には30％の兄自じ慢まんが含ふくまれていた。


「お兄ちゃん？」


　こくん。


「初代部長なの」


　ああもう、話を延ばすな。俺の指はもう嚙かみちぎられそうだぞ。


「そうなんだ～。文化系の部活って、そういうのあるのよねえ。何年かに一度凄すごい部員が入ってきて、色々変えちゃうの～」


「せ、先生にもそういうご経験が？」


　今度は碓氷。お前ら俺の指がどうなってもいいのか。


「そうねえ。懐なつかしいな～」


　京野先生は胸の前で両手の指を組んで、微笑んだ。


「先生、高校の時は天文部だったのね～。それまでは、文化祭ではレポート発表しかやってなかったんだけど、一つ上の先せん輩ぱいが、突とつ然ぜん『プラネタリウムを作る！』って言い出して～」


　この昔話はいつまで続くんだ？　俺の指はそれまで保もつのか？　なんだか少しずつ視界が狭くなってきたぞ、これは気絶する前兆か？　それとも現実逃とう避ひか？


　と、そこに廊ろう下かに設置してあるスピーカーから、放送が流れた。


『京野先生、職員室までおいで下さい。繰り返します──』


「いっけない。会議があるんだったあ！　神宮さん、行きましょうか～」


「はーい」


　晶は名残なごり惜おしそうにるうるから体を離はなし、入り口をくぐる先生に続いた。


「それじゃあね～」


「じゃあね、マル。るーるんもまったね～」


　大きく手を振ふりながら晶が廊下に姿を消すと、碓氷が大急ぎで入り口に駆かけ寄り、引き戸を閉めて、鍵かぎをかけた。


　同時に、俺は嚙まれ続けて紫むらさき色いろに変色しつつあった指を、無む理り矢や理り引き剝はがした。


「いってえなあっ！　お前は俺がしてやった事を理解していない！」


　一応外に聞こえないよう気をつかいつつ叫さけぶと、目の前のおかっぱ少女は呟つぶやくように答えた。


「……って、これなんですか」


「え？　なんて言った？」


　おかっぱ頭がくるりとこちらを向く。涙なみだ目めで俺を睨にらみ付ける女子中学生と視線が合う。


　女の子は、静かに、はっきりと言った。


「私の胸を鷲わしづかみにするのが、『俺がしてやった事』なのかって聞いてるんです！」


　え。


　そう言えば、左手は小さいながらもふよふよと柔やわらかな感かん触しよくを得ている。これは──





　ゴスッ。





　頭ず突つきだった。顎あごに直ちよく撃げきした。視界にチカチカと光る物が見える。


　見事な頭突きを決めた女の子は俺の手をふりほどくようにして離れ、壁を背にしてこちらに向き直った。両手を身を守るように体に巻き付け、真っ赤な顔で俺を睨み付けている。


　御剣が、ジトッとした目を俺に向けた。


「そういえば、あんた入学式の時もアタシの胸を揉もみしだいてたわよね。あんた、おっぱい星人なわけ？」


「揉みしだいてなんかいない！　あの時のは不ふ可か抗こう力りよくだ！」


「じゃあ今のは故意なんですか！」


「言葉の綾だ！」


　小春さんが目をぎゅっとつぶって叫ぶ。


「ががが、学校でそういうのいけないと思います！」


「いや、小春さん、だから──」


「25ptポイントダウン」


　るうるの冷たい宣言に、俺はため息で返すしかなかった。


「……俺の安あん寧ねいはどこに行ってしまったんだ？」


　先生が戻もどって来ない事を確かく認にんしていた碓氷が、入り口から歩いてきて俺の肩かたをポンと叩たたいた。


「助かったよ、タマぴょん。京野先生に香奈恵が見つかってたらどうなっていた事か」


　碓氷は気き疲づかれした顔で笑えみを作った。


「タマぴょんの安寧なら、自分探しの旅に出るって言ってたよ」





　　　　◆





　その後、碓氷が女の子を落ち着かせて、椅い子すに座らせた。俺達もテーブルに椅子を動かして、自然と女の子を囲むように座った。


　小春さんが改めて水の入ったグラス──今度は六人分──を並べて、小走りに席に戻ると、女の子のすぐ隣となりに座っている碓氷が口を開いた。


「じゃあ、改めて紹しよう介かいするね。この子は──」


「保ほ住ずみ香奈恵と申します。中等部一いつ般ぱんクラス三年生です」


　碓氷の言葉を遮さえぎって、おかっぱの女の子は名前を名乗り、深々と頭を下げた。一般クラスなのは彼女の着ているセーラー服を見れば分かる。


　中等部一般クラスの女子生徒はゆっくり顔を上げて、何度も練習したみたいな口調で続けた。


「日ひ頃ごろ、けいちゃん先輩がお世話になっています」


　……けいちゃん先輩がお世話、ねえ。


　俺は顔を上げた女の子、保住香奈恵嬢じようを観察した。


　細い瞳ひとみ、一文字に結ばれた唇くちびる。おかっぱの黒くろ髪かみは前髪が綺き麗れいに切り揃そろえられていて、その顔立ちは日本人形を連想させた。


　高校生に囲まれた状態でも、物もの怖おじせずはっきりと喋しやべる気き丈じようさは感心するけど、微び妙みように無理をして振る舞まっているようにも見えた。


「で、この香奈恵ちゃんとはどういう関係なんだ？　けいちゃん先輩」


　俺が最後を強調して聞いてやると、碓氷は大げさに肩をすくめた。


「タマぴょんにそのあだ名で呼ばれるとなんかビリビリくるね。香奈恵は、図書委員会の後こう輩はい、というのが分かりやすい説明かな」


　ああ。碓氷の中等部時代の図書委員会生活については、さっき聞いたばかりだった。


「香奈恵とは初等部からの付き合いなんだ」


「ん、初等部？」


「さっきの話にもちょろっとだけ出てきたけど、帆群守学園の図書館は三個あってね」


　碓氷は指を一本ずつ立てて説明する。


「一つは大学部用。もう一つは高等部用でタマぴょんも知ってる所。最後が初等部アンド中等部用。初等部と中等部の分はひとまとめになってる訳だ。で、そこを管理する委員会も、初等部と中等部でひとまとめになってるんだよ。香奈恵とは僕が小五の時からだから、ええと……」


「五年です」


　香奈恵嬢がまっすぐ前を向いたまま答える。


「そうだね、小中合わせて五年間、図書委員会で一いつ緒しよに仕事をしてた事になる」


「へえ」


　さっきから碓氷がこの女の子の事を「香奈恵」と呼び捨てにしているのがどうにもむず痒がゆく感じるのだけど、まあそれくらい親しい間あいだ柄がらって事なんだろうな。


「五年かあ。改めて考えると、結構長い付き合いになるねえ。なあ、香奈恵？」


　碓氷がそう言って香奈恵嬢の頭をぽんぽん叩くと、香奈恵嬢は両手で頭を押さえて抵てい抗こうした。


「子供扱あつかいしないで下さい！　私、今、委員長なんですよ！」


　碓氷は軽けい薄はくな音色の口笛を鳴らした。


「そりゃ凄すごい！　全然知らなかった」


「当然です。だって、けいちゃん先輩、四月から全然中等部の図書館来てないんですもん」


「あれ、そうだっけ」


「そうなんです！」


「うーん、そうかも。高等部に来てからなにかと忙いそがしかったからなあ」


「他ほかのＯＢの人達は遊びに来てくれるのに、けいちゃん先輩ひどいです」


「ごめんごめん」


　笑いながら謝る碓氷。作っていない自然な笑みを碓氷が見せるのは珍めずらしいように感じた。香奈恵嬢も、碓氷と喋っている時は堅かたさが取れて少し子供っぽい口調になっている。さっきまでと随ずい分ぶん印象が違ちがうけど、こっちが本来のこの子の雰ふん囲い気きみたいだ。


「しかし、香奈恵が委員長か。ちょっと感かん慨がい深いね。昔はすぐアがっちゃって人前で喋るのも恥はずかしがってたのに」


「だから子供扱いしないで下さい！」


　両手を上げて香奈恵嬢は怒おこるけど、碓氷は笑ったまま続けた。


「あはは。立派になったなあ」


　碓氷がそう言って頭を撫なでる。と、香奈恵嬢は顔を赤くして、前を向いたまま黙だまり込んだ。少し間が出来た所に、俺の隣で顎あごに手をついていた御剣が口を開いた。


「一応こっちも自己紹介しておいた方がいいんじゃないの？」


　ぞんざいな口ぶりだけど、ちゃんと香奈恵嬢に気を使っているのが御剣らしい。


　すると、反対側の隣に座っていたるうるが、「はい」と言って右手を真上に挙げる。


「わたし、水那斗るうる」


　いや、少なくとも香奈恵嬢はお前の名前は知ってるだろ。向こうから聞いて来たんだから。


　るうるの瞳には60％の好こう奇き心しんが浮うかんでいた。自分より小さな子がいるのが楽しいのかもしれない。初対面でぶしつけになにやら宣言された事は特に気にしていないようだ。


「御剣言乃。見ての通り、魔ま術じゆつクラスよ」


「こここ、小春、アイです」


　るうるに続いて女子二名が挨あい拶さつし、俺の番が回ってくる。


「俺は──」


「彼はタマぴょん」


　碓氷が紹しよう介かいしなくていい事を言う。香奈恵嬢は部員それぞれに軽く会え釈しやくするが、俺に対してだけは敵意の籠こもった視線を向けられた、ような気がした。いや、気のせいじゃないか……。


　自己紹介が一通り終わり、碓氷がまた香奈恵嬢の方を向く。


「それで香奈恵、改めて聞くけど、ここに何しに来たんだい？　僕の高校生活の健全がどうのって、冗じよう談だんなんだろ？」


「……はい。ホントは別の用事で来たんです」


「じゃあそれを教えてくれるかな」


「……」


　香奈恵嬢は前を向き、少しうつむいたまま答えない。


　俺はふと疑問を抱いだいて、それを口にした。


「もしかして、最初の口上が来た目的だったのか？」


　ハッと顔を上げる香奈恵嬢の目が、なんか泣き出しそうだったので、俺はひるんだ。


　ついでに、部室の空気が少し固くなった気がした。なんだ？


「タマぴょん、口上ってなんの事？」


「ああ、お前はトイレに行ってたんだったか。あのな、その子はさっき、部室に入って来るなりるうるに──」





　ガシャン。





「ごごご、ごめごめんなさい！」


　テーブルの上の砂糖壺つぼが倒たおれると同時に、小春さんが叫さけんだ。どうやら手が引っかかってしまったらしい。


　一いつ旦たん会話を中断して、机の上に撒まかれた砂糖を脇わきに寄せる。小春さんは何度も「ごめんなさい」を繰くり返していた。


「これでよし、と」


　テーブルの上を碓氷が濡ぬれ布ぶ巾きんで拭ふき終える。


「で、タマぴょん？　なにを言いかけてたの？」


「ん？　ああ、だから、この子はお前が部室に戻もどって来る前に、るうるに──」





　ガスッ。ガタン、ゴロン。





　突とつ然ぜん、御剣が俺の足を蹴けり飛ばし、俺は椅い子すごと床ゆかに転がった。一いつ瞬しゆんの事なので何が起きているのかよく分からなかった。


　御剣はちらりと俺を見下ろして言った。


「あら、当たっちゃった」


「『当たっちゃった』じゃねえよ！　明確に敵意を感じさせる一いち撃げきだったじゃねえか！」


「たいして長くもない足をテーブルからはみ出させてるのが悪いのよ」


「さりげなく俺を短足扱あつかいしてないか!?」


「いいから早く起きなさいよ。アタシがいじめてるみたいじゃない」


「みたいじゃなくて、いじめてるんだ！」


　全く納なつ得とく出来ないが、とりあえず椅子を起こして座り直す。と、るうるが俺の方に顔を寄せ、耳元で囁ささやくように言った。


「さっきの事、碓氷君には言わないで」


「え？　なんでだよ」


　聞き返すと、るうるの瞳ひとみに７％の軽けい蔑べつが浮かんだ。


「乙おと女め心ごころが分かって無い。10ptポイントダウン」


　そのままるうるはプイと前を向いてしまった。


　なにがなんだか分からない。


「大だい丈じよう夫ぶかい？　タマぴょん」


「ああ。そして俺は発言権を失ったらしい」


「？　何のこと？」


「俺にも分からないから聞くな」


　碓氷は頭上にいくつもハテナを浮うかべつつも、それ以上を俺から聞くのをやめた。


　御剣が小さく息を吐はいてから、香奈恵嬢じようを見る。


「それで？　何しに来たのか聞かせてもらえる？　えっと、保住さん、だっけ」


「香奈恵でいいです」


　言われて香奈恵嬢は、膝ひざの上に載のせていたカバンのファスナーを開け、中に手を入れた。


「昨日、私の下げ駄た箱ばこに、これが入ってました」


　テーブルの上に置かれたのは茶ちや封ぶう筒とうだった。微び妙みように厚みがある。


「これを、けいちゃん先せん輩ぱいに見せようと思って、来たんです」


　封ふう筒とうには宛あて名なが書かれていた。「碓氷圭次様」と。


「え、僕宛あて？」


　香奈恵嬢は茶封筒の口を開け、テーブルの上で逆向きにした。


　コロン、と、何かがテーブルに落ちる。





　ガタンッ。





　急に、碓氷が立ち上がって身を乗り出したので、椅子が大きく音を立てた。


　テーブルに両手をついた碓氷は、それを凝ぎよう視ししながら呟つぶやいた。


「……オルカだ」


　封筒から出てきたのは円く平べったいオブジェだった。中心部にイルカのような海洋生物が彫ほり込まれている。しかし、よく見るとイルカじゃない。その特とく徴ちよう的なツートンカラーは確かにオルカ、つまりシャチの絵え柄がらのようだ。


　碓氷は尻しりポケットから生徒手帳を抜ぬき取って、慌あわてた手つきでそれを開き、手帳に挟はさまれている何かを取り出した。


　それは小さく折り畳たたまれた紙し片へんだった。手帳をポケットに戻すのすらもどかしげな手つきで、その紙片を広げ、オブジェと並べるように机の上に置く。


　小春さんがそれを見て、少し驚おどろいた声を出す。


「これって……」


　それは手紙だった。ボールペンで書かれた綺麗な文字が三列、並んでいる。


　一目で分かった。これが、さっき碓氷が言っていた、工藤先輩からの手紙なのだと。





「ゲームをしましょう。『私』を捜さがして。





　ヒント：浮き世よのオルカ





　四年後にまだ私を覚えていたら、その時、その先の話をしましょう」





　碓氷の初はつ恋こい話とこの手紙に相そう違いがあるとすれば、手紙の隅すみに絵が描えがかれている事だった。


　それは、やはりツートンカラーの海洋生物で、オルカだった。


　小春さんが、オブジェと手紙を見比べながら呟く。


「同じ絵みたい……ですね？」


　確かに、同じに見える。というか、恐おそらく同じ物だ。多分、手紙をこの彫ちよう刻こくの上にかぶせて、鉛えん筆ぴつをこすりつけて写し取ったのだろう。


　碓氷は微妙に震ふるえる手で、手紙とオブジェを重ねた。大きさも構図も全く同じだった。


　やがて、碓氷は気が抜けたように椅子に座り込む。


「間ま違ちがい、無い。工藤先輩の、オルカだ。なんで、こんな物が……？」


「工藤先輩が、届けてくれたんじゃないでしょうか。四年目ですし」


　碓氷の呟きに香奈恵嬢が即そく答とうする。すると、隣となりにいた小春さんが驚いた顔をした。


「あの、えとえと、保住さんは……」


「香奈恵でいいです」


「か、香奈恵ちゃんは、知ってるの？　その……、工藤先輩の、事」


「知ってます。けいちゃん先輩の片思いの相手です」


　一いつ瞬しゆん、テーブルの周りの空気が固くなったような錯さつ覚かくに陥おちいった。が、一人、そういう環かん境きようの変化に気づいてすらいない男がいる。もちろん俺じゃなくて碓氷だ。


　碓氷はオルカのオブジェを両手で大事そうに持ち上げて、見つめている。


「工藤先輩が……僕に……」


　ここまでで観測できた事象は二つ。一つは、碓氷が「忘れかけていた思い出の残ざん滓し」とやらを生徒手帳に挟んで四年もの間大事に取っていた事。もう一つはオブジェを見ている碓氷がいつになく感情をあらわにしている事だ。


「でも、それっておかしくない？」


　微妙な表情をした御剣が言う。


「工藤先輩ってのは、碓氷にこれを捜すように言った訳でしょ？」


「ん？　手紙にはそんな事書いてないだろ？」


「書いてあるわよ。『「私」を捜して』って。で、ヒントがオルカで、ご丁てい寧ねいにその絵柄まで手紙に載のってるんだから、これが「私」って事でしょ？」


　んむむ？　そうとも読める……かな？


「工藤先輩は四年以内にそれを捜すゲームを碓氷に提案した。なら、それを自分で送りつけたら意味無いじゃない」


　確かに、その通りだ。すると、香奈恵嬢じようが「そうじゃないんです」と、御剣を見た。


「これはきっと、オルカゲームの鍵かぎなんです」


「オルカ、ゲーム？」


　聞き慣れない言葉に御剣が首を捻ひねると、碓氷が説明した。


「工藤先輩が提示したゲームの事を、僕が勝手に『オルカゲーム』って呼んでるんだ。香奈恵と話をするときに、呼こ称しようが無いと面めん倒どうだから」


　碓氷の説明に対し、御剣はいぶかしげに聞き返した。


「……工藤先輩の話をよくする訳？　あんたと、この子が」


「うん。そうだけど？」


　また、空気が固くなった気がした。なんだこれ。


　御剣がため息をつく。


「まあどうでもいいわ。じゃああなたは、これが工藤先輩の言うゲーム、ああ、なんだっけ。『オルカゲーム』の鍵だって言うのね？」


「はい。……多分、ですけど」


　気が抜ぬけていた状態から徐じよ々じよに脱だつしつつある碓氷が香奈恵嬢に聞く。


「『鍵』ってどういう事だい？　香奈恵」


「手紙にあった『私』っていうのは、もっと別の物で、それを見つける為ための鍵が、これなんです。きっと。ホントはもっと早くけいちゃん先せん輩ぱいが見つけなきゃいけなかったのに、いつまで経たっても捜してくれないから、鍵を送ってくれたんだと思います」


「誰だれが？」


「工藤先輩です」


「え！　いや、でも、じゃあ、なんで香奈恵に送るんだよ」


「それは、分かりませんけど……」


　微び妙みような沈ちん黙もく。


　と、それまでずっと黙だまっていたるうるが、碓氷の方に両手を伸のばす。


「それ、見せて」


「え？　ああ、うん。どうぞ、るーちゃん」


　オルカのオブジェを受け取ると、るうるはそれをじっと見つめた。俺は聞く。


「どうかしたか？」


「これ、見た事ある」


「えっ!?　ホントかいるーちゃん！　どっ、どこで!?」


　重ねて言うけど、碓氷がこんなに慌あわてているのを見るのは珍めずらしい。新しん鮮せんな気分だ。


「うーん」


　るうるはその小さな手で、更さらに小さな円えん盤ばんを回しながら見つめる。


　しばらく、緊きん張ちようした空気がテーブルの上に満ちた後、るうるが言った。


「わかんない」


　脱だつ力りよく。


　なおもくるくると円盤を回するうるは、もう考えるのをやめて遊んでいるように見えた。こっちはしばらく放ほうっておこう。


　俺は、さっきから表情をころころ変えている碓氷を見た。


「碓氷の初はつ恋こい物語はどうでもいいけど、大先輩が残したゲームには興味があるな」


　俺がそう言うと、碓氷が両手を拝むように合わせて、目を潤うるませた。


「タマぴょん！　手伝ってくれるのかい！」


「その気持ち悪い顔を俺に向けなければな」


「ありがとう！」


「だからまだ手伝うって言ってないだろ」


　俺と碓氷のやりとりを見ていた御剣が、飲んでいたグラスをテーブルに置いた。


「まだゲームと決まった訳じゃないのよ。香奈恵の想像じゃない。大体、」


　肘ひじをついた手で、ぴっと、るうるが持っているオブジェを指差す。


「そのペンダントのどこにヒントが隠かくれてるってのよ」


　御剣の言葉に、小春さんが「そうですね……」と応じる。


「あのあの。私にも、そのペンダント見せてもらえますか？　水那斗さん」


「いいよ。はい」


　るうるが短い腕うでを伸ばして小春さんに渡わたす。小春さんは表面を撫なでたり、裏表を見返しながら言った。


「シンプルな粘ねん土ど細工ですね。特別な文字とかも彫ほってありませんし……」


「割ったら中に何か入ってるんじゃない？」


「先輩からの贈おくり物を割るなんてとんでもない！」


　御剣の投げやりな提案に、碓氷がマジ顔で抵てい抗こうする。


　その光景を見ながら、俺は別の事を考えていた。


　俺は、呆あつ気けに取られていた。


　こいつらは、一体、何を言ってるんだ？


　俺の表情に気づいたのか、るうるが覗のぞき込んでくる。


「タマキ、どうかしたの？」


　御剣もこちらに向いた。


「そうよ、さっきから黙ったままで、このペンダントの謎なぞを解くなんかアイデア無いの？　こういうの得意じゃない、あんた」


　御剣が挑ちよう発はつするように言ってくる。けれど、俺は長く伸ばした襟えり足あしのあたりが猛もう烈れつに痒かゆくなっていて、それどころじゃなかった。


　俺は、静かに言った。


「お前ら、全員で俺をからかってるのか？」


「は？　突とつ然ぜん何言ってんのよ」


　俺はテーブルの上に置かれた「工藤先せん輩ぱいからのヒント」とやらを手に取り、全員に見えるように掲かかげた。そして言う。


「いいか、これはペンダントじゃない。粘土細工ですらない」


　俺は、俺が見たままの物を、あまりに当たり前すぎる世の《理ことわり》を、口にした。


「《これは、どう見たって、真鍮製の歯車だ》」





　ぱちん。





　頭の中で、シャボン玉がゆっくり壊こわれていくような音が聞こえた、気がした。


　……って、ちょっと待て。


　なんだ、今のは？


　俺が状じよう況きようを把は握あくするよりも早く、碓氷が反応した。


「!?　それ、ペンダントじゃない！」


「いや、だからそう言ってる──」


　俺の言葉を遮さえぎって、御剣が俺の手からオルカの装飾が施された真鍮製の歯車を奪うばい取り、凝ぎよう視しした。


「……どういう事なの。アタシには、今さっきまで、粘土細工のペンダントに見えてたのよ。これ」


「わっ、私もそう見えてました！」


　小春さんが御剣の言葉に同意する。


　香奈恵嬢じようも目を大きくして御剣の手の中にある歯車を見つめていた。


　るうるは────こいつはいつもの無表情だ。ただし、瞳ひとみの中に浮うかんでいる好こう奇き心しんの割合がぐんぐん上じよう昇しようしている。つまり、楽しそうだった。


「犬海が言葉にする事で直ったって事は──」


　御剣が、ぎょろりと俺を見る。


「──魔ま術じゆつが、かかってたって事ね」








　俺には、他ほかの人には無い、ちょっとした特技がある。


　言葉だけで魔術を破る事が出来る、という特技を。


　普ふ通つう、場に対し魔術がかけられ、《理》が書き換かえられると、その場の中にいる人間の認にん識しきも書き換わる。つまり、誰だれも魔術が使われている事に気づかない。いや、気づけない。


　しかし、俺は違ちがう。


　俺は、その書き換えられた《理》を、違い和わ感かんとして感じ取る事が出来る。


　るうるが言うには「タマキは、あらゆる魔術の『外』にいる」らしい。


　魔術によっては、俺自身が場に取り込まれる事もあるのだけど、首筋のかゆみから生まれる違和感から、注意深く周りを観察する事で、自分が魔術の中にいる事に気づけるのだ。


　そして、その違和感、つまり、魔術によって書き換えられた《理》を言葉にすると、その魔術を破る事が出来る。


　御剣の言う事を信じるなら、そんな事が出来るのはこの世界で俺一人だけらしい。


　ついでに言えば、るうるが俺を唯ゆい一いつの脅きよう威いと言うのは、この特技があるからだ。るうるが、世界を包み込むような魔術を使ったとしても、俺だけは、それに気づき、破る事が出来るから。








「……どうやら、そうみたいだな」


　俺が頷うなずき返すと、御剣は独り言のように呟つぶやく。


「でもなんで？　誰がそんなイタズラを？　いやそもそも、イタズラなの？」


　そして、ハッと顔を上げて、碓氷を見た。


「碓氷、あんたの言ってた工藤先輩って……」


「え、ああ、うん。言って無かったっけ？」


　碓氷は、少しだけバツが悪そうに言った。


「工藤先輩は、魔術クラスの生徒だよ」


「……やっぱり。ううん、でも、そんな事って……」


「御剣？」


　自分の世界に入り込んだらしく、考え込んだ御剣は俺の声が聞こえて無いようだった。


　と、その時。


「思い出した！」


　俺の隣となりに座っていた子羊みたいな小動物が、歓かん喜き30％増しの瞳を伴ともなって両手を上げた。


「るうる、どうした？」


「それ」


　ぴっと腕うでを伸のばして、御剣が持っていた歯車を指差す。


「やっぱり見た事があるの」


　碓氷が身を乗り出す。


「るーちゃん、どこでなのかな？」


「あのね」


　るうるは伸ばした腕を自分を中心に回転させ、部室の一角に向いた所で止めた。そしてそちらに向かってとてとてと歩いて行き、立ち止まる。


「これ！」


　欧おう文ぶん研の両の壁かべは上から下まで棚たなで覆おおわれている。けれど、るうるが指差したそこは、棚が綺き麗れいに回り込んでいて、すっぽり嵌はまるように、るうるが指差す物が鎮ちん座ざしていた。


　それは、振ふり子式の置き時計だった。


　俺はるうるの側そばまで歩きながら聞いた。


「この、ガラクタが？」


「ガラクタじゃない」


　るうるが、不満30％の瞳ひとみで返す。


「備品だもん」


　備品、と、るうるは言うけれど、俺の胸の高さくらいまであるこの大きな調度品は、この部室において最も無用の長物だった。


　何故なぜかと言えば、壊こわれているのだ。ネジを巻いても動かない。


「ここ、見て」


「ん、どこだ？」


「振り子」


　るうるが指差したのは、文字盤ばんの下にあるガラスの開き戸だった。中には大きな円形の振り子が静止している。


　顔をガラスに近づけて、振り子を見る。と、そこにうっすらと何かの模様が彫ほり込まれているのに気づいた。


「同じでしょ？」


　るうるが俺の顔を至近距きよ離りで覗のぞき込む。


「同じ……か？」


　確かにオルカが描えがかれているように見える。けど、偶ぐう然ぜんの一いつ致ちじゃないか？


「もー、同じだよー」


　るうるは上うわ目め遣づかいに抗こう議ぎ20％を追加して俺を睨にらんだ。俺はすぐ後ろに来ていた碓氷を見た。


「どう思う？」


「うーん……。ちょっと、中を見てみようか。そういえば、これは開けた事無かった」


　俺が場所を空けると、碓氷が時計の前に立ち、文字盤に手をかける。





　キィーッ……。





　油の切れた蝶ちよう番つがいが擦こすれる音がして、文字盤が開いた。碓氷の横から覗くと、真しん鍮ちゆう製の歯車が沢たく山さん並んでいるのが見えた。ふーん、時計の中ってこうなってるのか。


　しばらくじっと見ていた碓氷が、「あ」と小さく呟いた。


「これ、歯車が一個足りない。だから動かなかったんだ」


「……その足りない歯車って、もしかして？」


「うん、どうやらるーちゃん大当たりっぽいね」


「でしょ」


　そう言ったるうるの瞳には30％の喜びが映っていた。


「るーちゃん、歯車もらえる？」


「うん」


　碓氷はるうるからオルカのマークが彫られた歯車を受け取り、手の中で転がした。


「……ん？　この歯車、なにか書いてあるね。読める？　タマぴょん」


　オルカが描かれていない方の面を向けて、歯車を俺の目の前に突つき出す。確かに、マジックらしき物で文字が書いてある。


「『１／６』って読めるな。一月六日？」


「なんだろうね」


「そんな事今はいいから、早く取り付けなさいよ」


　背中越ごしに御剣の怒ど声せいが届く。イライラしているというよりは、早く結果を知りたい、という感じの声だった。


「ＯＫ」


　碓氷は歯車を両手で慎しん重ちように持ち、時計にはめ込んだ。


「これで、よし」


　碓氷は文字盤を閉めると、下の振り子が収められている扉とびらを開けた。


「多分、動くんじゃないかな」


　振り子に手を置いて、すっと動かす。





　…………カッチ、カッチ、カッチ。





「うごいた！」


　るうるが目を少しだけ大きくして叫さけぶ。


　俺達の入学以来、いやもしかするとその何年も前から沈ちん黙もくを保っていた時計が、今、小さく、そして規則的な音を奏かなでている。振ふり子時計に秒針なんて無いから、見た目には分かりやすい変化は無いけど、時計としての機能を取り戻もどしたであろう事は俺にも分かった。


「でも……、これってどういう事なんでしょう」


　周りに気をつかいつつ、小春さんが呟つぶやく。御剣が「そうよ」と同意した。


「どうして、香奈恵が持ってきた歯車が、欧おう文ぶん研の振り子時計の部品になるわけ？　『オルカゲーム』はどうなったのよ？」


「俺に聞かれてもわからん」


　周りを見み渡わたすと、るうると香奈恵嬢じよう以外の三人は明らかに困こん惑わくした顔をしていた。


　るうるは、じっと時計を見ている。動いてる古時計を楽しんでいる、というだけでは無いように見えた。なにか考え事をしている目だった。


　香奈恵嬢も、時計をじっと見ているのはるうると同じだった。


　と、





　コトン。





　置き時計の中で、何かが落ちる音がした。見ると、振り子の下に、何か平べったい物が落ちている。俺は膝ひざをついて腕うでを伸のばし、それを取り出した。


　持ち上げてみると、それは厚紙だった。


「なんだ、これ？」


「貸し出しカードだね。図書館の」


　俺から厚紙を受け取った碓氷が、裏表を確かめる。


「これは高等部図書館のだね。図書館の本の貸し出し記録を管理する為ために、本にポケットを付けて、一枚ずつ差し込んであるんだよ」


「俺は図書館でそんなカードを使った記き憶おくが無いが」


「うちの図書館は三年前から貸し出しの管理をパソコンでやってるから」


　ああ、そういえば、本を借りるときは図書委員が本の表紙に貼はってあるバーコードを機械で読んでるな。


「今はこれは使ってない。まあ、蔵書には挿さしっぱなしになってる筈はずだけど」


　碓氷の肩かた越ごしに貸し出しカードを見ると、手書きの文字で「方法序説」と書いてあるのが見えた。本のタイトルだろうか。その下には、生徒の名前と、貸出日らしい日付がずらりと並んでいる。


「今はプライバシーの問題があるから、こんな風に貸し出し記録が残ったりしないんだよ。図書館の古き良き時代の思い出の品という感じがするね。昔は、こういう何気無い物が起点の恋こい物もの語がたりの一つや二つあったものさ」


「お前は何年生まれなんだ」


「映画で見たんだよ。知らないかい？……おや？」


　貸し出しカードをひっくり返した碓氷が驚おどろいたような声を上げる。その意味が俺にも分かった。
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　カードの右みぎ上うえ隅すみに、小さく「２／６」と書いてある。


「タマぴょん、これは……」


「ああ。歯車に書いてあった『１／６』は一月六日じゃ無いみたいだな」


「どういう事？」


　身を乗り出してきた御剣に碓氷が説明する。


「多分これは、オルカゲームの進行度合いを示すマーカーなんだよ。オルカゲームを作った人……設問者マスターとでも呼ぼうか。その人は、ゲームを六段階に分けて作成したんだね、きっと。歯車が第一段階、そして、この貸し出しカードが第二段階って訳」


「その設問者マスターって誰だれなのよ」


「そりゃもちろん、工藤先せん輩ぱいさ」


　碓氷が自信たっぷりに言うので、俺は出来るだけフラットに聞いてやった。


「その工藤先輩は、なんで欧文研の時計に細工が出来て、この子の所に歯車を送ったんだ？」


「え？　ええと、それは、うーん……」


　考え込む碓氷。


　と、その時。


「やっぱり……」


　妙みように熱の籠こもった声に俺と碓氷が振り返ると、今までずっと黙だまっていたるうるが、期待と喜びを30％ずつにじませた瞳ひとみで、俺を見上げていた。


「なにが、やっぱりなんだ？」


「オルカゲームは」


　こくん、と、るうるはつばを飲み込み、そして言った。


「お兄ちゃんが作ったゲームなんだよ！　きっと！」
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　第二章　六月二日（木）　図書館迷宮で







　次の日。二限目が終わっての休み時間。


　隣となりで気持ちよさそうにすやすやと寝ね息いきを立てているるうるを横目に、俺は昨日の出来事を思い出していた。


　ちなみに、四月にあった席せき替がえでは、何故なぜか俺とるうるだけ元の席と同じ隣となり同どう士しのままという奇き跡せきを起こし、それによってクラスメイトからつまらんツッコミを受けた事はここでは特に関係無い。





　あの後、るうるは碓氷の初はつ恋こい成じよう就じゆに必要な「オルカゲーム」の謎なぞ解ときを、部員全員で取り組む事に部長権限で決めた。


　るうるが碓氷の恋こい心ごころをおもんぱかって決断したのかと問われると、それははなはだ怪あやしい。


　何故なら、るうるはこの謎解きゲームを、欧おう文ぶん研初代部長である、るうるの兄貴が作った物だと決めてかかっていたからだ。


　るうるの「お兄ちゃん」は、初代「世せ界かい災さい厄やくの魔ま女じよ」と言われた強力な魔ま術じゆつ師しだった。理り操そう魔術では本来なしえない「恒こう久きゆう的に《理ことわり》を変え続ける」という力を持っていたらしく、自分とるうるを誘ゆう拐かいしたカルト集団のメンバーを存在レベルから消して、そして最後には自分自身も世界から消してしまった、らしい。十年前の話だ。


　るうるの話によれば、その人は大のゲーム好きで、いつも新しい遊びを考案しては、妹のるうると遊んでくれたらしい。そして、オルカゲームも、その人が残したゲームに違ちがいないと、るうるは主張している。


　部室で俺はるうるに質問した。


「根こん拠きよは？」


「魔術がかかってた」


　即そく答とう。そして、振ふり子時計をぴっと指差した。


「それに、あの振り子時計は、欧文研の備品だもの」





「それがどういう関係があんだよ……」


　と、今、るうるの寝ね顔がおを見ながらなら不平を垂れる事も出来るのだけど、あの時の期待85％に溢あふれた瞳ひとみを直視して言い返す事は、俺には出来なかった。他ほかのメンバーも同じだったらしく、オルカゲームに挑ちよう戦せんするというるうるの提案に反対する部員はいなかった。


　ちなみに、歯車を持ち込んだ張本人である保住香奈恵嬢じようは、あくまでこれは「工藤先せん輩ぱい」のメッセージであると主張し、るうると対立した。結論は出なかったが、「けいちゃん先輩の思いが届くかどうかの瀬せ戸と際ぎわを、見届けるんです」と断言し、彼女も挑戦組に加わる事になった。今度は、ちゃんと高等部への立ち入り許可証を発行してもらった上で、だ。


　俺はといえば、オルカゲームの設問者マスターが誰だれか、という問題には、特に関心は無かった。


　ついでに言えば、このゲームが解けるのかについても、微び妙みように期待していなかった。


　歯車やカードに書かれていた数字から、恐おそらくオルカゲームは六段階に分かれている。つまり、パズルはあと四つ仕込まれている筈はずだ。


　この仕込みはいつ行われたのか。るうるのお兄さんが設問者マスターなのだとすれば、それは十年前だ。工藤先輩だとすれば、五年前という事になる。


　そんな長い間、誰もメンテナンスをしないで、学校内にパズルを残せるものだろうか？　俺は、はなはだ怪しいと思う。


　設問者マスターが誰なのか。それは、オルカゲームを続ければ判明するかもしれない。しかし、このゲームが続行可能な物なのかはとても微妙だ。


　という訳で、俺はこの問題について深く考えないように努めた。


　まあ、ゲームが続行可能なのかはもうすぐはっきりする。碓氷が帰って来るまでの辛しん抱ぼうだ。


　碓氷は、この休み時間を利用して高等部の図書館に赴おもむき、貸し出しカードが示す「方法序説」とかいう本を探しに行っている。図書館は昼休みと放課後しか開館していないのだけど、碓氷は図書委員なので、常じよう駐ちゆうしている司書の先生にお願いすれば探せるのだそうだ。あいつが高校でも図書委員会に所属しているという事を、俺は昨日初めて知った。





　ガラリ。





　扉とびらが開いて、お待ちかねの碓氷が入ってくる。


「ん？」


　いつもおちゃらけている狐きつね顔がおの様子が冴さえない。口元はにやけているが、困ったように頭をかいて近づいてくる。碓氷の手には、昨日装備していた松まつ葉ば杖づえは無かった。病院で改めて診しん察さつしてもらった所、そこまでする程ほど大事では無かったそうだ。今も、少し足を引きずっているくらいで、強く捻ひねらなければ痛みも無いらしい。


　机の前に立った碓氷は、わざとらしく肩かたをすくめた。


「いやいや、僕とした事が、こんなミスをするとはね。調査は難航しそうだよ、タマぴょん」


「どうした？」


　俺の後ろの席に腰こしをかけ──ちなみに、席替えで碓氷の席は窓まど際ぎわになったので、そこは碓氷の席ではない──、碓氷は大げさに肩をすくめるポーズを取った。前から思っていたのだけど、その感情表現をする外国人はこの21世紀にも実在するのだろうか？


「司書の先生に会えなかったのか？」


「いや、会えたよ。会えたんだけどね──」





　碓氷の話はこうだった。


　たまたま廊ろう下かで司書の先生とすれ違った碓氷は、早さつ速そく事情を説明した。すると、先生はすぐに「それは今は難しいだろう」と答えたのだと言う。


　というのも、高等部図書館は、現在、夏休みを前にした蔵書点検の真っ最中だったからだ。


　蔵書点検というのは、図書館にある本を、蔵書リストと一対一でチェックをして、紛ふん失しつした、あるいは盗ぬすまれた図書が無いかどうかをチェックする作業の事。


　この期間中は、館内の全すべての本を一旦棚たなから出して、蔵書リストと照合してから元に戻もどす、という作業を図書委員総出で進めるらしい。


　とはいえ、作業自体はそれほど大変ではない。蔵書は全てバーコードによるコンピューター管理がされているからだ。なので、リストと照合すると言っても、本に貼はってあるバーコードのシールを、一冊ずつカウンターにあるバーコードリーダーで読み取ればいいだけらしい。


　しかし、問題が二つある。一つはそのバーコードリーダーは図書館に一個しかないので、分担作業が出来ず時間がかかる事。もう一つは、そのバーコードリーダーが有線の為ためにカウンターから持ち出せないという事だ。


　その為、棚から出した無数の本は、現在カウンターの近くや、館内の通路上に、分類や順番に関係無く山積みになっていて、バーコードリーダーに読み取られるのを待っている。とても、目的の一冊を探せる状じよう況きようには無いのだそうだ。





「図書館自体は、受験生の自習用に開けてあるから、入るのは構わないってさ」


「そうか」


「どうする？」


「まあ、るうる次し第だいだな」


　この時、るうるがなおもすやすや寝ねているのを見ながら、俺は楽観的な気分でいた。


　本を見つける事が出来ないのなら、この話はここまでだ。るうるは山積みになった点検待ちの本をかき分けてでも「方法序説」を探そうとするかもしれないが、どう考えても蔵書点検が終わってから探す方が効率的だ。


　そうなれば、オルカゲームを巡めぐる騒そう動どうは一時休きゆう憩けいになるだろう。


　同じ図書館に籠こもって本探しをするのであれば、こんな蒸むし暑い梅雨つゆの最中ではなく、せめてクーラーが稼か働どうする七月にやりたい所だ。


　そう思っていた。


　甘かったのだ、俺は。


　放課後、いよいよ俺はのっぴきならない状況に首を突つっ込んでいる事を知るのだった。





　　　　◆





　放課後、俺達五人は香奈恵嬢じようと合流して、高等部の渡わたり廊下を歩いていた。今日は晴れていたけど、蒸し蒸しするのは昨日と変わりなかった。





　昼休みになってようやく目を覚ましたるうるは、碓氷の報告を聞くなり、


「さがす！　それでも本をさがすの！」


　と、グーにした両手を天高く掲かかげて主張した。まあ予想していた展開ではあるので、それほど驚おどろきも抵てい抗こうもない。るうるがやると言った以上、形だけでも手伝うしかあるまい。


　メールで御剣達とも協議した上で、放課後に本探しをする事に決めた。るうるは昼休みの間に図書館に行きたがったが、香奈恵嬢が正式に獲かく得とくした高等部立ち入りの許可申しん請せいが放課後のみだったので、その案は却きやつ下かされたのだった。





　そんな訳で、放課後から活動を始めた俺達六人は、校舎と校舎をつなぐ渡り廊下を歩きながら、目的の施し設せつへと向かっていた。


　先頭では、るうるが香奈恵嬢、小春さんとそれぞれ手を繫つなぎ、真ん中でスキップしながら歩いている。身長は香奈恵嬢の方が低いのだけど、その楽しげな、というか小動物的な動きから、るうるが一番年下のように見える。


　ちなみに、るうるはなんのてらいも無く香奈恵嬢と握あく手しゆしていたが、香奈恵嬢の方はなんとなく躊ちゆう躇ちよが感じられた。上級生と手を繫ぐのはやっぱり緊きん張ちようするのかな。


　三人の後ろを御剣が一人で歩き、最さい後こう尾びを俺と碓氷が担になっていた。別に背後から来るモンスターに備えている訳では無い。自然に、目的地に向かうモチベーションの強さ順に並んだのだ。


　俺は暇ひまなので御剣に話しかけた。


「で、結局、歯車の魔ま術じゆつを仕し掛かけたのは誰だれなんだ？」


「アタシが知ってる訳ないでしょっ」


　意外にキツイ口調が返って来た。妙みようにピリピリしている。


　自分の言葉の強さに気づいたのか、御剣は少し顔を赤くして言った。


「まだちょっと生理が重いのよ」


　聞いていない事を答えた後、御剣は説明を始めた。


「前に物の《理ことわり》と場の《理》の話をしたと思うけど、歯車の奴やつはその合わせ技わざ。あの歯車を中心とした場に含ふくまれる人には、あの歯車はペンダントに見えていた訳」


　ジッと視線が俺を向く。


「犬海は除いてだけど」


　なぜか俺が責められているような気がする。


「やろうと思えば誰でも出来る技術よ。魔術クラスにいる子ならね」


　ふむ。そして工藤先せん輩ぱいは魔術クラスにいた訳だから、可能な訳だな。


「じゃあ、るうるの兄貴が仕掛けたってのはあり得る話なのか？」


　カツッ。急に御剣が歩みを止め、後ろにいた俺と碓氷も立ち止まる。先頭集団は気づかずに離はなれていく。


「出来ないって、事は、無いと思う」


　御剣は言葉を句切って言った。考えながら、悩なやみながら喋しやべっているように聞こえた。


「一度魔術を物体に込めれば、術者と物体との距きよ離りはあまり重要じゃない。術者に魔術をかけ続ける意志がある限り、魔術は継けい続ぞく、維い持じされるの」


　御剣の言う「かけ続ける意志がある限り」というのは微妙に分からなかったが、魔ま術じゆつ師しはいつでも術をやめる事が出来るという意味なのだろう。


　なるほど。そして、更さらにるうるの兄貴は魔術を恒こう久きゆう的に維持する力を持っている。これくらいのパズルを学校に残すくらい、朝飯前って所か。


「……ただ、でもね」


　少し視線を落とした御剣が呟つぶやく。


「なんだ？」


　御剣が顔を上げて俺を見るのと、随ずい分ぶんリードしていたるうるが振ふり返って俺達に手を振ったのはほぼ同時だった。


「はやくー！」


　るうるの言葉に、御剣の肩かたが小さく跳はねる。そして、キッと俺から顔を背そむけた。


「なんでもない。行くのよ」


　スタスタと歩き始める御剣を、俺と碓氷は顔を見合わせつつ追いかけた。





　　　　◆





　到とう着ちやく。御剣に続いて両開きの鉄てつ扉ぴをくぐる。


「おっと」


　外が明るかったせいか、中に入った時、立ちくらみを感じた。


　一いつ瞬しゆん視界が微妙に歪ゆがんだ気がしたけど、瞬まばたきすると元に戻もどった。


「大だい丈じよう夫ぶですか？」


　隣となりを歩いていた小春さんが、俺の顔を覗のぞき込んできた。


「ん、いや、なんでもない。大丈夫」


「そ？　じゃあ早く行きましょう」


　そう言って、小春さんは俺の右手を握にぎり、歩き出そうとした。


「え？」


　首筋に強きよう烈れつなかゆみを感じて、俺は棒立ちになる。


　小春さんは振り向いて、不思議そうな顔を俺に向ける。


「どうかしましたか？」


「……いや、なんでもないよ。行こう」


　俺が歩き出すと、小春さんは、


「へんなの」


　と言って笑った。眼鏡めがねの後ろで躍おどる瞳ひとみが可愛かわいかった。


　今、なんか違い和わ感かんがあったような……。


　襟えり足あしの辺りをぽりぽりかきながら、俺達はカウンターの前に出来ていた列に並んだ。


　俺達の前に並んでいるのもカップルで、楽しそうに話をしている。


　周りを見ると、テーブルが並んでいて、生徒達が座っていた。


「ねえ、何にします？」


　小春さんが嬉うれしそうに聞いてくる。


「え、なにが？」


「だから、何を頼たのむ？　って聞いてます」


「頼む？　何を？」


「何って、アイスクリームですよー」


　え？　アイスクリーム？


　俺は列の先を見る。カウンターの向こうには、エプロンを着たおばさんが立っていた。


　列の先頭の生徒が何か言うと、おばさんは笑え顔がおで頷うなずいて、カウンターの下に潜もぐり込んだ。


　そして、起き上がった時には、右手にオレンジ色のアイスクリームが載のったコーンを手に持っていた。


　生徒はおばさんからそれを受け取り、カウンターにお金を置いて、列を離れていく。


　俺は啞あ然ぜんとして、その生徒を目で追った。


　カウンターの周りにはテーブルが並んでいて、生徒はそこに座って、アイスを食べ始める。


　テーブルには他ほかにも生徒がいた。カップルだったり、一人だったり、男三人組だったりした。彼ら彼女らは皆みな、手にアイスを持って、それを舐なめながらお喋りに興じていた。


　ん？


　また、首筋が痒かゆくなってきた。


「ねえ、どうしました？　さっきから」


　俺の彼女である小春さんが、小首をかしげている。


「んー、いや、なんだろ。さっきから違和感が……」


「違和感？　あ！　もしかして後ろ髪がみ跳はねてます!?」


　小春さんが慌あわてて髪を両手で押さえるので、慌てて否定する。


「あ、いや、小春さんじゃなくて、なんというか、この雰ふん囲い気きが……」


「雰囲気？　なにかおかしいですか？」


　キョロキョロと首を振る小春さんと一いつ緒しよに、俺はもう一度周りを見る。


　カウンターに並ぶ列。アイスを出すおばさん。テーブルで美味おいしそうに食べる生徒達。


「……いや、特におかしな所は、無いよな」


　そうだ。特におかしな所は無い。


　俺達は、アイスクリームを食べにここに来てるんだから。


　順番待ちでカウンターに並ぶのも、椅い子すに座って食べるのも、ごく普ふ通つうの風景だ。


　でも、じゃあこの首筋の違和感はなんなんだ？


「もー、なにぼーっとしてるのかなあ」


　俺が別の事に気を取られているのが嫌いやなのか、小春さんがちょっと不満げな顔をする。


「ごめんごめん」


「えへへ、いいですよ。許します」


「ホント？」


「ええ。だって、アイス奢おごってくれるんでしょう？」


　小春さんは口元をにこっと開き、眼鏡の奥の瞳を半月状に細めた。


　その笑顔を見て、思わずドキリとする。


　ころころと表情を変える小春さんが、何故なぜか、とても新しん鮮せんに見える。


　付き合って間も無いとは言え、不思議だ。


　列が進み、ようやく俺達の番が回ってくる。


「私はジャモカアーモンドファッジ！　タマキ君は？」


　うーん、呼ばれ慣れてる筈はずなのに「タマキ君」と言われると何故か照れる。


「俺はバニラでいい」


「いっつもそれですよね。もっと冒ぼう険けんした方がいいですよ？」


　小春さんは俺の分もコーンを受け取って「行こ」と言いながら列を抜ぬける。


　首筋のかゆみがどんどん大きくなっている。


　なにかがおかしい。しかし、何がおかしいんだろう？


　見み渡わたしてみると、るうると御剣は並んで椅子に座り、ちろちろとアイスを美味しそうに舐めていた。ああ見えて、御剣は甘い物には目が無いのだ。普ふ段だんは見せない幸せそうな表情が見え隠かくれしていた。


　その向こうでは、香奈恵嬢じようがカップのアイスをスプーンで一匙さじすくって、だらしない笑顔で口を開けている碓氷にあげようとしていた。


　特におかしな所はない。いつもの光景だ。


「先にこっち食べてみて下さいよ。絶対美味しいから！」


　小春さんはジャモカアーモンドファッジなる名前のアイスクリームを俺の口の前に出した。


「はい、あーん」


　俺は言われるままに口を開き、それを食べようとして──





『館内は飲食禁止です』





　──壁かべに手書きで書かれたポスターに気づいた。


「……そうか」


　俺は気づいてしまった事に若じやつ干かん後こう悔かいしつつも、ジャモカアーモンドファッジを掲かかげたままの小春さんの両りよう肩かたに手を置いた。


「ん？　タマキ君？」


「ごめんね、小春さん」


　俺は、本来あるべき《理》を、告げた。


「《図書館は本を読む場所であって、アイスクリームを食べる場所じゃない》」





　ぱちん。





　大きなシャボン玉がゆっくり割れるような音が、聞こえた気がした。やっぱり、か。


「……え？」


　至近距きよ離りで、俺を見つめていた小春さんが声をもらす。小春さんが手に持っていたコーンアイスは、学食で売っているカップのアイスに変わっていて、そこから一匙すくったスプーンを俺の口元に運ぼうとしている。


「きゃあっ！」


　急に小春さんは我に返り、叫さけびながら手を振ふった。スプーンがすっぽ抜けて、俺の顔面に飛んでくる。


　ベチャ。


　ああ、ジャモカアーモンドファッジってのはチョコレート味なんだな、と、俺は新たな知識を得る。ポケットからハンカチを取り出して、口元にべっとりついたアイスをぬぐった。


「すすす、すみすみません！　でっでも！」


「ああ、いいよ。気にしないで」


　真っ赤な顔で謝る小春さんをなだめつつ、周りを確かく認にんした。


　図書館内はざわついていた。皆みな、手に持っているカップアイスを不思議そうに見つめている。なんで自分は図書館でアイスを食べているのだろう、という感じだ。


　カウンターでは、学食の店員であるおばさん達が、何故私達はここに立ってるのだろうと顔を見合わせていた。


　御剣達の方を見ると、御剣は既すでに三分の一が無くなっている抹まつ茶ちやアイスを、真しん剣けんな顔でじっと見下ろしていた。るうるは、椅子に座ってバニラアイスを美味おいしそうに食べている。幸福感90％の無表情は、この事態に全く頓とん着ちやくしていないっぽい。


「タマぴょん、……なんなの、これ」


　香奈恵嬢の手を引いて、俺の側そばまでやって来た碓氷が恐おそる恐る尋たずねてくる。


「俺にも分からん。分かるのは、また魔ま術じゆつが発生して、俺が今それを破ったって事だけだ」


「それって……」


「これも、オルカゲームの一部って事かしらね」


　いつの間にか、御剣が隣となりまでやって来ていて、両手を腰こしに当てて注意深く周囲を見ていた。冷静さを保っているアピールのつもりかもしれないけど、口がまだもごもごしている。抹茶アイスを急いで食べきったようだ。


　とてとてとこちらに歩いて来たるうるは、指についたバニラアイスを一本ずつちゅぽんちゅぽんと舐なめ取っている。


　小春さんは、まださっきの事が恥はずかしいらしく、顔を赤くしてうつむきながら、ちらちらと俺を見ていた。


　碓氷に手を引かれている香奈恵嬢は、少し青い顔をして、不安そうに瞳ひとみをキョロキョロとさせている。


「とはいえ、お前ら全員アイスを食べ終わってるんだな……」


　俺と碓氷は開けてもいないカップアイスを持っていた。女子は状じよう況きようの不思議さに怖こわがるよりも、甘い物の消化の方が、優先順位が高いらしい。


　ちゅぽん、と小指を唇くちびるから引き抜ぬいたるうるが、俺の前に立ち、上うわ目め遣づかいで言った。


「本、さがそ」


「……その前に今の異常事態について検討する必要が無いか？」


「んー」


　るうるは人差し指を顎あごにあてて考える。


「タマキがいれば大だい丈じよう夫ぶ」


「意味がわからん。……ん、るうる。お前アイスが顔についてるぞ」


「え、どこ？」


「ほっぺた」


　俺はハンカチを取り出して、るうるの前にしゃがんでほっぺたをぬぐってやった。


「これ、チョコの味がする」


「俺のハンカチを舐めるな」


　ハンカチをしまうと、るうるは自分のほっぺたを指差した。


「ぺろって舐めてくれないの？」


「しねえよ！」


「なら５ptポイントアップにとどめておく」


「なんじゃそりゃ……」


「いちゃついてないで。これからどうするか考えるのよ」


　イライラした口調で言う御剣に、俺は立ち上がりながら聞き返した。


「お前は、どう思う？」


　御剣は腕うでを組み考える。形の良い胸が強調されるのは健全な男子には目の毒だ。


　鋭するどい瞳を図書館全体に向けた後、御剣は俺を見た。


「犬海の言う通り、検討の余地ありよ。色々、というか、全然納なつ得とく出来ない。でも、さっさと本を見つけて、部室に戻もどってからちゃんと考えたい」


「それでいいんじゃないかな、タマぴょん」


「そうだな」


　反対意見が無いのを確認してから、俺は宣言した。


「本を探そう」





　　　　◆





　……とは言ったものの、俺は探たん索さく開始から数分で既に探す気力を失っていた。


　本が多すぎる。想像以上だった。


　碓氷から聞いていた通り、図書館は蔵書点検作業中で、室内は想像以上にカオスな状態になっていた。


　本ほん棚だなと本棚の間の床ゆかに新聞紙が敷しかれていて、そこに点検待ちの本がタワーのように積まれている。適当に棚たなから出して床に積んでるだけみたいだ。本の大きさも、並び順も、分類も、バラバラだった。なので、見当を付けて調べるというのは無理だ。文字通り、一冊ずつ見ていくしかない。


　せめて探している本が文庫なのかハードカバーなのかくらい先に調べておけば良かった。


　あるタワーの背表紙を見る為ためには別のタワーを動かさなきゃいけなかったり、高い天てん井じようの照明が床に積まれた本のタワーに微び妙みように当たってなかったりして、書名をチェックするのも時間がかかった。


　おまけに、まだ床に出されていない本が、見える範はん囲いの本棚の上から下まで、端はしから端まできっちり詰つまっていて、見てるだけでうんざりする。


　首筋をかきながら、本のタワーと棚の間の細い空間を歩く。


　狭せまい通路でセミロングの女子生徒とすれ違ちがうと、その先に、熱心に本のタワーをチェックしている碓氷とぶつかった。


「精が出るな」


「専門分野だからね」


　そういえば碓氷は図書委員会なんだっけか。


「タマぴょんは、図書館には縁えんがなさそうだね」


「ああ、入学してからもほとんど来た事ないな。高等部の図書館がこんなに広いなんて知らなかった」


　そう。この広さも、俺の探たん索さく意い欲よくを妨さまたげる要因だった。本棚がいくつあるのか数えるのも嫌いやになるレベルだ。これが高等部の図書館と言うなら、大学部の図書館はどれだけデカいんだろうか、今でさえこの広さは──





　頭の中を、風が吹ふき抜ぬけた気がした。意識が、すっとクリアになった。





「……そうか。まだ終わって無かったのか」


「え？　なに？　なにか言った？　タマぴょん」


　しゃがみ込んでいた碓氷が立ち上がる。俺は、本棚に詰まっている本を指差して言った。


「これはなんだ」


「なにって……本、かな？」


　その通り。本だ。俺は本棚に手を伸のばして、一冊抜き出した。


　表紙を見ると、「量子物理学への招待」と、書いてある。


「なんで、これがここにあるんだ」


「どうしたのタマぴょん？　そんなの、ここが図書館だからに決まってるでしょ？」


「確かにここは図書館かもしれない。でも、この本はこの図書館の物じゃない。なぜなら」


　俺は、今度は足あし下もとに積まれている本のタワーを指差した。


「本棚から出した本が大量に床に積まれているのに、なんで本棚には本が端から端まできっちり詰まってるんだ？」


「え……？」


　碓氷はキョロキョロと周囲を見み渡わたした。その見渡す限かぎりの本棚には、本がきっちり詰まっている。これでは、床に積まれた本の点検が終わっても、その本を戻す空きが無い。


　俺は、手に取った本の最後のページをめくった。黒インクで判子が押されていて、それが俺の考えを裏付けてくれた。黒インクはこう書かれていた。
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　本を閉じ、碓氷を見て、この状じよう況きように本来あるべき《理ことわり》を告げた。


「《本棚に詰まってる方の本は高等部の物じゃなくて、大学部図書館の蔵書だ》」





　ぱちん。





　一いつ瞬しゆん、視界が歪ゆがみ、戻もどる。すると、連なっている本棚に隙すき間ま無く詰まっていた本が、綺き麗れいさっぱり消えていた。


「なっ……！」


　碓氷が呻うめく。俺は一歩碓氷に近づき、小さめの声で言った。


「誰だれかが、俺達が『方法序説』に辿たどり着けないように魔ま術じゆつを仕し掛かけてるんだ。多分」


「……誰か、って？」


「さあな」


　碓氷の真似まねをして肩かたをすくめてみる。そういえば、手に持っていた筈はずの「量子物理学への招待」も、いつの間にか姿を消していた。


「るうるの兄貴かもしれないし、工藤先せん輩ぱいかもしれない。あるいは、関係無い別の誰かかも」


　顎あごに手を当てて考えていた碓氷は、やがて俺に笑え顔がおを向けた。


「でも、タマぴょんが魔術を破ってくれたおかげで、探すべき本が半分に減ったね」


「もっと減らせるぞ」


「え？」


「さっきから思ってたんだが、この図書館は広すぎる。あと、天てん井じようが高すぎる。あんな高くに照明があったら、本が読みにくい」


　俺が天井を指差しながら言っても、碓氷はピンと来て無いらしい。


「それがどうかしたの？」


「最初にここに入った時も、鉄てつ扉ぴをくぐったのはおかしな話だったんだ。なんで図書館の入り口があんな重い扉とびらなんだよ」


「だから、それがどうしたのさ？」


　俺は頷うなずいて、答えた。


「《俺達はそもそも図書館に来ていない。ここは体育館だ》」





　ぱちん。





　立ちくらみのような感覚から戻ると、床ゆかに敷しかれた新聞紙も、そこに積まれた本のタワーも、空っぽの本ほん棚だなの森も、綺麗さっぱり消えていた。


　そこは紛まぎれもなく体育館だった。


　バスケ部の練習中らしい。今さっき本棚の前ですれ違ちがったセミロングの女子生徒が、いつの間にか制服から体操着にスパッツの姿になっていて、バスケのボールをドリブルしながら走り去って行った。


　マネージャーらしいジャージの女の子が、制服姿で突つっ立っている俺達をいぶかしげに見ながら通り過ぎて行く。


　見渡すと、三人で固まって捜そう索さくしていたらしいるうる、御剣、小春さんが見えた。小春さんが戸と惑まどった顔をしてキョロキョロと辺りを見回している。御剣は、小春さんを守るように周囲を警けい戒かいしていた。るうるは、なんか眠ねむそうな顔をしている。


　少し離はなれた所で、香奈恵嬢じようが座り込んでいた。惚ぼけた顔をしている。


　碓氷が名前を呼びながらそちらにむかう。


「香奈恵」


　すると、香奈恵嬢はハッとした顔をして立ち上がった。





　カタン。





　何か、物が落ちる固めの音が、女子バスケ部員達の足音に紛れて聞こえた。


　その音は、香奈恵嬢の背後からしたように感じた。


「……ん？」


　碓氷が香奈恵嬢の頭に手を置きながら、音が聞こえた方を見やる。本が一冊落ちている。


　その本を拾い上げ、碓氷は俺に振ふり向いた。


「探す手間が省けたね」


　そう言って、拾った本を上に掲かかげる。


「『方法序説』だ」





　　　　◆





　バンッ！


　部室の黒い大テーブルを、御剣が両手で叩たたく。


「おかしいのよ！」


　俺はさっきのアイスの味を思い出しながら聞き返した。


「なにがおかしいって？」


「なにもかもがよ！　あんたも見たでしょ！　とぼけるんじゃないのよっ！」


　何故なぜか怒おこられた。





　体育館で、目的の本を入手した俺達は、欧おう文ぶん研の部室に戻ってきていた。


　念の為ため、帰り際ぎわに今度こそ高等部の図書館にも顔を出してきた。特に、何事も無く、空っぽの本棚と、床に積まれた本と、自習中の生徒がいただけだったが。


「そもそも、なんで俺達は図書館じゃなくて体育館に足を向けたんだ？」


　帰りがけ、俺がるうるにそう聞くと、るうるはその小さな腕うでをぴっと真上に伸のばして、手に持っていた「方法序説」の貸し出しカードを俺に見せた。


「これに魔ま術じゆつがかかってて、わたし達を誘ゆう導どうしたの」


「そういうの、お前も引っかかっちまう物なのか？」


　こくん。


「魔術の存在に気づけるのは、タマキだけ」


　そして、瞳ひとみに20％の高こう揚よう感かんが浮うかぶ。


「タマキは、凄すごい」





　それで、部室に戻もどってきて、ひとまず全員が席についた所で、御剣が立ち上がり叫さけんだのだ。


「み、御剣さん、気持ちは分かるんで、落ち着こうよ」


　碓氷が慌あわてて取りなす。


「あのあの、私、お茶淹いれます！」


　小春さんが立ち上がって流し台に向かう。


　ちなみにるうるは、隣となりに座っている香奈恵嬢の髪かみに、飾かざりのついたヘアピンを挿さして遊んでいた。香奈恵嬢は黙だまってじっとしてるけど、相手が上級生だからと我が慢まんしているようにも見えた。


　俺は、立ったまま肩かたを震ふるわせている御剣に言った。


「まずは、状じよう況きようを整理しないか？」


「……そうね」


　御剣はゆっくりと座り直す。ちょうどそこに小春さんがやってきて、そっと湯飲みを置いた。御剣はそれには手を付けず、


「おかしい所は、三つあるの」


　と言って、人差し指を立てた。


「まず一つ目。アタシ達が行った図書館、じゃなくて、体育館には魔術が施ほどこされていた。しかも三重に。これは、なぜ？」


　碓氷が答える。


「『方法序説』を、僕達に見つけさせない為じゃないかな？」


「どうして、見つけさせたく無いの？」


「えっと、そりゃあ、簡単に見つけちゃったら、ゲームにならないから、じゃないかな」


「そうかもね。そこでおかしな所の二つ目」


　白くて透すき通った二本目の指を立てる。


「この魔術は誰だれがかけた物なの？　アタシ達が本を見つけるのを困難にさせたのは誰？」


「お兄ちゃんだよ」


　るうるが即そく答とうする。御剣の方は見ていない。香奈恵嬢じようで遊ぶのに夢中のようだ。俺は聞いた。


「お前の兄貴が作ったゲームだから、その障害が魔術で作られてるのも当たり前って事か？」


　こくん。こちらを向いて頷うなずく。


　すると、るうるに遊ばれてる方の、既すでに頭に何個ヘアピンが挿さっているのかよくわからない香奈恵嬢が反論した。


「いいえ、このゲームを作っているのは工藤先せん輩ぱいです。工藤先輩も魔ま術じゆつ師しなんですから」


「お兄ちゃんだよ」


「工藤先輩です！　オルカゲームは、工藤先輩がけいちゃん先輩の為に作った物です！」


「お兄ちゃんだってば」


「違ちがいます！　けいちゃん先輩の初はつ恋こいの思い出を、勝手に別の物にすり替かえないで下さい！」


「すり替えてないもん」


　香奈恵嬢は真しん剣けんに怒っているようだけど、るうるがいつもの無表情で答えるので、イマイチ喧けん嘩かが始まりそうな雰ふん囲い気きにはならなかった。むしろ、二匹ひきの子犬がじゃれ合っているようにしか見えなかった。


　碓氷を見ると、苦く笑しよう混じりに肩をすくめるのみ。小春さんは、言い合っている二人を見て「……可愛かわいい。二人ともお持ち帰りしたいな……」と、唾つばを飲み込みながら不ふ穏おんな事を口走っていた。この二人は参考にならん。


　なので俺は、


「どう思う？」


　と言いながら御剣を見た。


　おや？


　御剣は、なおも平行線の議論を続ける香奈恵嬢とるうるをじっと見ていた。


　いや違うな。見ているのは、るうる一人だ。


　御剣は、少し沈しずんだ瞳で、るうる一人だけを見つめていた。


「……御剣？」


「えっ？」


　名前を呼ぶと、御剣は慌てたようにるうる達から視線を逸そらした。そして続ける。


「あ、うん、そうね。仮に、魔術がオルカゲームの一部なんだとする。でもそうすると、もっとおかしな事になる。これが三つ目」


「もっとおかしな事？」


　御剣は頷いて、三本目の指を立てた。


「さっきの魔ま術じゆつはどれも、犬海がいなければ解けなかった」


「ん？」


　言われてみれば、そうか。


　場の《理》を書き換かえる魔術の場合、範はん囲いに入った人は皆みなその新しい《理》に取り込まれて、何もおかしいと感じない。俺だけが違い和わ感かんに気づいたから、魔術を破れたんだ。


　とはいえ、その俺にしたって、アイスクリームの列に小春さんと仲良く並ぶ事に、最初は違和感を抱いだかなかった。魔術によってはこういう事もある。


「確かにそうかもしれないけど、それのどこがおかしい事なんだ？」


　御剣は俺の言葉にため息で返した。


「あんたなんにも分かって無いのね。教えてあげる。もし、あの魔術がオルカゲームの一部だったとしたら、オルカゲームは普ふ通つうの人には解けない欠けつ陥かん品のゲームって事になるのよ」


「あ、ホントだね」


　碓氷が同意する。


「僕達にはタマぴょんがいたから、魔術を破って本を入手出来たけど」


「そう。それに本の事だけじゃない。そもそも最初に、歯車をペンダントに見せかけてた魔術からそうなのよ。犬海が魔術を破ってあれを歯車に戻もどさなければ、アタシ達は貸し出しカードに辿たどり着けなかった」


　御剣は机に肘ひじをつき、ますます納なつ得とくがいかないという顔をしながら続けた。


「もちろん、魔術師だって、時間をかければ歪ゆがめられた《理》を発見出来る。でも、ゲームに挑ちよう戦せんする人が魔術師とは限らないでしょ？　普通の人が挑いどんでたら、単にカウンターでアイス食べるだけで終わってたわ」


　一旦言葉を止め、小春さんが淹いれてくれたお茶を一口すする。


「これは『ゲームを解きにくくしてる』のとは、ちょっと違うと思うのよ」


　ふむ。一理ある。


「しかし、だとしたら、なんなんだ？」


「誰か──この魔術を使っている誰か──は、自分が出したゲームを解かせる気が無いとしか思えない」


「それは考えすぎじゃないか？　現に俺達は『方法序説』まで辿り着いたんだし」


　和風美人がジト目で俺を睨にらむ。


「だーかーらー、それはあんたがいたから出来た事なんだってば！」


　あ、そうだった。


「釈しやく然ぜんとしない。なんか不安なのよ」


　普ふ段だん何事をも恐おそれそうにない御剣が「不安」という言葉を口にしたのが、俺には驚おどろきだった。


「このゲーム、深入りするべきじゃ無い気がして──」


「大だい丈じよう夫ぶだよ」


　いつの間にか、香奈恵嬢じように背中からがばりと抱きついていたるうるが御剣の言葉を遮さえぎった。香奈恵嬢は顔を真っ赤にしてうつむいている。喧けん嘩かは収まったみたいだけど、香奈恵嬢の表情からは、まだ全く納得していないのが見て取れた。


「水那斗。なにが、大丈夫なのよ？」


「オルカゲームは、お兄ちゃんがわたしの為ために作ったゲームなんだよ？　だから、魔ま術じゆつ師しにしか解けないようにできてるの。タマキがすぐ解いちゃうのは、きっとお兄ちゃんも計算外」


　そう言ったるうるの表情には、こっそり仕し掛かけたイタズラが、まだ親にばれてない喜びみたいな雰ふん囲い気きが30％加味されていた。


　そんな顔をしているるうるを見た御剣は、またさっきのような沈んだ瞳ひとみになり、隣となりに座っている俺にしか聞こえないような声で、こう呟つぶやいた。


「……そんな事、あるわけない」


「え、なんだって？」


　俺が聞き返すと、御剣は驚いた顔をして口をつぐんだ。自分が喋しやべっている事に気づいていなかったらしい。瞳に少しだけ後こう悔かいの念を浮うかべながら、御剣はまた強気の口調になる。


「まだ、オルカゲームを水那斗のお兄さんが作った物だとは断定出来ない」


「きっとそう」


「根こん拠きよが無い！」


　ドンッ。


　御剣が黒いテーブルを叩たたき、室内に鈍にぶい音が響ひびく。意外に大きな音がして、本人が一番驚いているように見えた。俺はとりあえず二人をとりなす。


「まあまあ、落ち着け。今のところ俺達は実害を被こうむってない。そうだろう、御剣？」


「……まあね」


「るうるのお兄さんが関かかわってるにせよ、そうで無いにせよ──」


「あの……すみません」


　申し訳なさそうに、香奈恵嬢がそろそろと手を挙げ、俺の言葉を遮る。


「何度でも言いますけど、オルカゲームは工藤先せん輩ぱいが作ったものなんです」


「──誰だれが関わっているにせよ、そうで無いにせよ、それはオルカゲームを最後まで続ければ分かる事なんじゃないか？　それまで、その問題は保留にしよう」


「でも、途と中ちゆうで何が起きるか分からない」


「途中で危険を感じたら、そこでやめればいい。それでどうだ？」


「……別に、いいけど」


「るうるもそれでいいな？」


　こくん。


「いいよ」


「香奈恵ちゃんもいいね」


「……はい」


　女の子達が言い争いをするのはあまり見ていて気持ちが良くない。とりあえず収まって良かった。


　俺は空気を入れ換かえるつもりで、「よし」と言って立ち上がった。


「じゃあ、オルカゲームの続きだな。『方法序説』から次のヒントを探そう」


「それなんだけどさー、タマぴょん」


　声をかけられて碓氷の方を見ると、狐きつね顔がおは見つけてきた本をパタンと閉じ終えた所だった。


「全部のページを確かく認にんしたけど、折り目やメモの類たぐいは一いつ切さい無かったよ」


　碓氷が机の上に文庫本を放ほうる。保護用のビニールカバーで包まれた本が、テーブルの上をついー、と滑すべり、中央あたりで停止する。


「それは」


　碓氷が、自分で投げた本を指差す。


「紛まぎれもなく、なんの変へん哲てつも無い、どこにでもある図書館の本の一冊だね」





　　　　◆





　バス停で一人、バスを待つ。


　微び妙みような時間のせいか、並んでいるのは俺だけ。夕焼けが、まあまあ綺き麗れいだった。


「収しゆう穫かく無し、か……」


　あの後、碓氷が放り投げた本を俺達は順番に確認してみた。けれど、それは確かにただの本で、怪あやしい所は無く、どこにもヒントらしき物を見つける事は出来なかった。


　るうるが多少意地になって本をひっくり返したり、広げてばっさばっさと振ふったりしていたけれど、それでなにかが起きる訳もなく、やがて完全下校時刻がやって来て、今日はお開きという事になった。


　本は碓氷が持ち帰った。「一度通読してみたいと思ってたから」だそうだ。


　ちなみに、金曜日は御剣がバイトのある日なので、明日の部活はお休みだ。そして欧おう文ぶん研は土日には活動しない。まあ、あのメンバーで休日に集まって遊ぶ事はよくあって、それが部活動と何が違ちがうのかは微妙な所だけど。


　そんな訳で、オルカゲームへの挑ちよう戦せんは月曜日へ持ち越こしという事になった。


　るうるは、土日も香奈恵嬢を含ふくめて集まって、ゲームを続けたいと主張したが、小春さんが土曜日に用事があり、御剣が日曜日に全日バイトが入っているという事で、しぶしぶ諦あきらめた。


　るうるは少しの間、珍めずらしくいじけ分30％を瞳に滲にじませていたけど、御剣の「日曜日にアタシ抜ぬきで進めてもいいのよ」という提案はきっぱり却きやつ下かした。全員いなきゃ駄だ目めらしい。


　夕ゆう陽ひをぼんやり眺ながめつつ、考える。この先、どうなるのかを。


　正直言って、あの本に次のヒントが隠かくされているのかどうか、俺は既すでに興味が無かった。それどころか、このまま何も見つからない方がいいのかもしれないとさえ、思い始めていた。


　最初は、碓氷の初はつ恋こい相手の大先せん輩ぱいが残したゲームに、強く興味を惹ひかれはした。この手のゲームに俺は目が無いから。魔ま術じゆつが絡からんで来たのは意外だったけど、それはそれで俺は楽しめた。僅わずかな時間とは言えアクティブな小春さんと楽しい時間を過ごす事も出来た訳だしな。


　ただ、オルカゲームの設問者マスターが工藤先輩ではなく、るうるの兄貴なんだとしたら、それはなにやらもやもやとした物を感じる。


　上手うまく言葉には出来ない違い和わ感かんが、心に溜たまりつつあった。


　御剣が言っていたように、このまま関わり続けて良い物なのかと、思い始めていたのだ。





　ブロロロ……、ガタン。





　ボンネットがあかね色に染まったバスが到とう着ちやくし、扉とびらが開いた。俺は乗車口に足をかけ──


「ちょっと」





　グイッ。





　──いきなりシャツの襟えり首くびを摑つかまれ、斜ななめ後方に引っ張られた。


　予期していなかった力と、その力が思いの外大きかった為ため、俺はバランスを崩くずして地面に尻しり餅もちをつき、そのまま仰あお向むけに倒たおれた。後頭部をコンクリートにぶつける。


「いたっ！」


　視界一いつ杯ぱいにオレンジ色の空。


　そのオレンジの一角に、俺を見下ろしている御剣言乃の姿があった。


「あんた、往来でなんて格好してんのよ」


「お前が引っ張ったんだろうが！　なにすんだよ！」


　御剣は、俺の頭のすぐ上に立っていた。こいつが主犯なのは明確だ。


「あの程度で倒れ込むなんて、なっちゃいないわね。もっと体を鍛きたえなさい」


　上下逆さまになった御剣の顔が少しだけ楽しそうだった。夏服のブラウスが、夕陽に染まってオレンジ色に光っていた。





　ブロロロ……。





　バスが、関かかわり合いになりたくないのか、無情にも俺を置いて出発して行った。悲しい。


　御剣は、少しだけ膝ひざを曲げて、俺を覗のぞき込むようにして言った。


「あんた一人暮らしなんだから遅おそくなっても怒おこられないでしょ。ちょっと付き合いなさい」


「はあ？　なにに付き合うって？」


「デートよデート。喫きつ茶さ店てんで二人っきりで愛の語らいをしようってのよ。このアタシとデート出来るんだから、光栄に思うのよ」


　情じよう緒ちよの欠片かけらも無いお誘さそい文句に、俺は返事をせず、ただ真上を見ていた。


「なによ。文句あるの」


「文句を言ったら行かなくて済むのか」


「それはない」


「なら言わない。けれど──」


「けれど、なによ」


「水色だな」


「なにが？」


「下着」


　短いスカートの内側が、この姿勢からだと覗く気が無くても視界に広がっていた。





　ゴスッ。





「ごふっ」


　夕陽に照らされているのに、それでも分かるくらい顔を真っ赤にした御剣に、無言で胸部を思いっきり踏ふみつけられた。


　そう言えば、四月にも晶にここで蹴けり飛ばされたんだった。


　このバス停では、俺は女子に足あし蹴げにされる運命にあるらしい。





　　　　◆





「喫茶店って、『ねこのあしあと』の事かよ」


「間ま違ちがってないでしょ。『喫茶店でデート』って言ったじゃない」


　連れてこられた、というか、襟首をひっつかまれてほとんど引きずるように連れ込まれた所は、御剣がバイトをしている喫茶店「ねこのあしあと」だった。


「ねこのあしあと」は、るうるの叔父おじさんがマスターをしている喫茶店だ。コーヒーの味が自じ慢まんらしいけど、俺にはまだその善し悪あしが分からない。また、ついでにいえば、この建物はるうるの居い候そうろう先でもあって、店の二階に暮らしている。もう帰っているかもしれない。


　御剣は扉を開けて店内をキョロキョロ覗いたあと、


「こっち、早く」


　と言って、店内ではなく、カウンターの奥に俺を引っ張り込んだ。コーヒーカップを洗っていた若くて垂れ目のマスターが、目を少しだけ大きくして驚おどろくのも無視して、俺をその先にあった個室に押し込む。


「ここって……」


「更こう衣い室だけど？」


　確かに、更衣室だった。小さなロッカーと、休きゆう憩けい用だと思われる椅い子すが二つ置いてあるだけの狭せまい部屋だ。


「ちょっと待ってて」


　御剣は一いつ旦たん俺を残して外に出て扉とびらを閉めた。一人残されて啞あ然ぜんとしていると、すぐにストローを挿さしたフタ付き紙コップを二つ持って戻もどって来た。


「アタシの奢おごりだから」


　一つを俺に押しつけ、もう一つを椅子の上に置く。


　そして、扉の鍵かぎを内側から閉めた。


「これでよし」


「……状じよう況きようが全然つかめないんだが」


「ん、なに？」


「なんで俺は更衣室に連れ込まれたんだ？」


「二人っきりで話せる場所って他ほかに思いつかなかったから。あと、アタシこの後バイトがあるのよ」


「どっちもお前の都合であって俺が理り不ふ尽じんに振ふり回される理由になっていないだろ」


「あと、それに」


「それに？」


「ここなら、水那斗も入って来ないし」


　それはつまり、るうるに聞かれたら困る話をする、という事だろうか。


　気がつかなかったけど、御剣の顔はうっすらと上気していた。御剣なりに、ここに来るまで気が張っていたようだ。気合いを入れる為ためか、小さく「よし」と呟つぶやくのが聞こえた。


「とりあえず座って」


　言われるままに、コップが置かれてない方の椅子に座る。ストローに口をつけると、中身はコーラだった。


　御剣はロッカーの一つを開けながら言った。


「ちょっと待ってて。アタシ、先に着き替がえるから」


「着替える？　何に？」


「はあ？　制服に決まってるでしょ。言っておくけど」


　ロッカーからウェイトレスの制服を引き出しつつ、御剣は振り返って俺を睨にらんだ。


「見たら刺さすから」


「何を!?」


　慌あわてて目を逸そらす。と言っても、この狭い個室では他に視線を向けられる所はたいして無くて、俺は鍵のかかった扉を凝ぎよう視しするしか無かった。


「……着替えが終わるまで俺が外にいりゃよかったじゃんか」


「いつ水那斗が下りてくるかわからないもの」


　小さな衣きぬ擦ずれや、衣服がすとんと床ゆかに落ちる音が至近距きよ離りで聞こえて、妙みようにそわそわとした感じになってしまう。気を紛まぎらわす為に、とりあえず思いついた事を喋しやべる。
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「お前、バイトは明日って言ってなかったか？」


「明日は夕方からシフトが入ってるの。今日は夜から」


　御剣がどんな格好で俺と話をしているのか、想像しないようにするのが割と大変だった。


「お前の家って金持ちなんだろ？　なんでバイトなんかしてるんだ？」


　よくは知らないのだけど、御剣の家は神社で、もの凄すごく大きなお屋や敷しきに住んでいるのだ。


　衣擦れの音が止まる。そして、若じやつ干かんトーンを抑おさえた声が個室に響ひびいた。


「……水那斗の側そばにいる為──」


「え？」


　俺が思わず驚くと、クスリと笑い声が漏もれた。


「──って言ったら驚く？　冗じよう談だんよ」


　からかわれた事に気づいて、俺は思わず声を大きくして、


「あのなあ」


　無意識に御剣の方を向いていた。と、


「──っ！」


　俺の右目の眼球から１cm以内の所で、赤いかんざしの細い方の先が止まっていた。


「刺すって言ったでしょ？」


　冷たい声。顔を赤くした御剣が片手でかんざしを握にぎり、俺の眼球めがけて突つき立てている。


　制服を着る直前だったらしく、御剣は下着姿で、片方の手は正確に俺の目を貫つらぬこうとしている凶きよう器きを構え、もう片方の手で黒いひらひらの服を抱かかえ、それで体の前を覆おおっていた。


　とはいえ、それだけで全すべてを隠かくしきれる筈はずもなく、ふとももや二の腕うでが放つ健康的な肌はだ色いろが、俺の視界に眩まぶしく飛び込んでくる。ついでに言えば、むき出しの肩かたにかかったブラジャーの紐ひもから、俺は御剣の下着の色が上下お揃そろいである事を知ったのだった。


「……変態」


「心を読むな！」


「いいから」


　スッ。音もなくかんざしが更さらに５mm前進する。思わず「ひっ」と声を漏らしてしまう。


「さっさと、横を向く」


「はい……」


　俺は油の切れたブリキ人形のようにぎこちなく首を回転させた。再び入り口の扉とびらを視野に収めた後、念の為、これでもかという程ほどぎゅっと目をつむった。


　少しの沈ちん黙もくの後、またごそごそと着替えが再開する。


「バイトしてるのは、ただのお小こ遣づかい稼かせぎ。家が大きくても、なんでも買ってもらえる訳じゃないもの」


「この店で働いてるのは、るうるの紹しよう介かいとか？」


「似たような物かな。中学の時によく水那斗の所に来てて、その流れって感じよ」


　やがて、ごそごそが終わり、ロッカーが閉じられ、「もういいわよ」という声と共に、隣となりの椅い子すにどかっと座る音がした。


　恐おそる恐る目を開けて隣を見ると、柔やわらかそうな唇くちびるでストローを咥くわえているネコミミネコしっぽウェイトレスがいた。


　黒を基調としたその制服は、肩、胸むな元もと、そして足と、喫きつ茶さ店てんには不必要なほど露ろ出しゆつが高い物で、これを着て接客するなら下着姿を見られる事くらい気にする必要は無いんじゃないか？


　とはいえ、ここでそんな話をして本当に刺されてもしょうがないので、本題に入る事にする。


「それで、なんの用なんだ？　まさかマジで愛を語らい合うわけじゃないんだろ」


「当たり前でしょ何馬鹿っぽい事言ってんのよ」


　……俺は怒おこらない。この程度では怒らないぞ、俺は。


　けれど、御剣がストローを咥えたまま、


「……でも、なんでアタシ、犬海に話をしようと思ったのかな？」


　と疑問系で呟つぶやいた時には、結構な脱だつ力りよく感があった。


「俺が聞きたいよ……」


「まあいいわ。話す」


　ストローから口を離はなした御剣は、ほんの少しだけ顔を曇くもらせて、言った。


「水那斗の事が、心配なの」


「るうるが心配？　俺はあんなにテンションの高いあいつを入学以来初めて見たけどな」


「だからこそ、よ」


「よくわからん。説明してくれ」


　俺が促うながすと、御剣は小さく頷うなずいた。その頭の動きに合わせて、ネコミミカチューシャがぴょこぴょこと揺ゆれる。ネコしっぽの方は、椅子に座っているのに優ゆう雅がにピンと立っている。そういえば、このしっぽはどうやって体に固定してるんだろう？


　俺のどうでもいい疑問に気づく事無く、御剣は話し始めた。


「水那斗は、オルカゲームを作ったのは水那斗のお兄さんだと思ってる。そして、それは自分の為ために作ってくれた物だと思ってる」


「さっき、るうるがそう言ってたな」


「でも、そんな事あり得ないのよ」


「あり得ない？」


「そう。あり得ない」


　むき出しのふとももの上に置いた紙コップを見つめながら、御剣は断言した。


「術者に魔ま術じゆつをかけ続ける意志がある限り、魔術は維い持じされるって言ったの、覚えてる？」


　話が飛んだ。御剣は自分の話したい事を最短距きよ離りで話そうとするクセがあって、結果として、喋しやべっている最中は話があっちこっちに飛んでいるように感じる。最近はもう慣れた。


「ああ、覚えてる。『かけ続ける意志がある限り』ってのが、よくわかんなかったけどな」


「そうよね。んんん、アタシも上手うまく説明出来ない。ええと」


　御剣は困ったように眉まゆ根ねを寄せ、少し考えてから言った。


「これは、アタシの感覚からくる言い方だけど、魔術を維持、継けい続ぞくさせるのに必要なのは、術者がその魔術をかけているという事を覚えている事なのよ」


「覚えている？」


「忘れないでいる、の方が近いかも」


「『覚えている』のと『忘れないでいる』のって同じ事だろ？」


「違ちがう。違うのよ」


　御剣は即そく答とうするが、更さらに困った顔になる。


「でもね、んんん、上手く言葉で説明出来ない。とにかく違うのよ。ああもう、どう言ったらいいのかな」


　いつも理路整然と話す御剣らしくない喋り方だった。俺は考えて、助け船を出す。


「上手く説明出来ないってのは、サッカーが得意な人が、リフティングのコツを言葉で説明出来ないようなもんか？　理り屈くつよりも、身体感覚が先にあるから」


「近い、かも。魔ま術じゆつ師しでない人に、この感覚を分かって貰もらうのは難しいのよ」


「ならそれでいい。続けてくれ」


　御剣が頷き、ネコミミがその後を追う。ピンク色の唇がまたストローに吸い付いた。


「もちろん、維持に必要な要素はそれだけじゃない。魔術を維持する為には体力や集中力が必要だから、術者が魔術の事を忘れてしまう前に、肉体に限界が来て魔術が解けてしまう事もある。あと、他ほかの魔術師に干かん渉しようされる事もあるし、あんたに破られる事だってある」


　微び妙みように睨にらまれた後、そっぽを向かれる。なんだ？


「逆に、それほど大規模じゃない魔術であれば、術者が忘れないでいる限り、その魔術は行使され続ける。でも、それはつまり、術者が忘れないでいる事が出来なくなれば、その魔術は無条件に、自動的に解ける筈はずって事でもあるのよ」


「ちょっと待て。言い方が持って回っていてよく分からん。『術者が忘れないでいる事が出来なくなれば』って、それどんな時だよ」


　ちゅぽんと、ストローを引き抜ぬいた濡ぬれた唇くちびるは、微妙に予想していなかった答えを返した。


「例えば、術者が死んだ時」


　思わず、息を呑のむ。


　御剣は横に振ふっていた視線を、俺に戻もどした。


「水那斗のお兄さんは十年前に死んでいる。オルカゲームにかけられた魔術は、お兄さんの物の筈が無いのよ」


「待てよ。その事はるうるだって分かってる筈だろ。なのになんでるうるは──」


「水那斗は、」


　俺を見る御剣の瞳ひとみは、そんな事は無かったけど、潤うるんで見えた。


「今でもお兄さんがどこかで生きてるって、信じてるのよ」





　沈ちん黙もく。





　御剣は視線を落とし、紙コップをふとももの上で緩ゆるく回した。


「水那斗がオルカゲームにあんなに乗り気なのは、あれがお兄さんが生きている事を示す証しよう拠こだと思ってるからよ。多分ね」


「そんな……」


「知ってる？　あの子、たまに携けい帯たいでメール打ってるでしょ」


　また話が飛んだ。


「あれね、お兄さんの携帯に宛あてて出してるの」


「……それって」


「もちろん、一度も返信なんて来た事無いのよ。でも、あの子は信じてる」


　ネコミミウェイトレスは瞳に少しだけ寂さびしさを浮うかべながら、小さく息を吐はいた。


「アタシは、水那斗のお兄さんが生きているのかなんて分からない。でも、もしオルカゲームがこのまま進んで、最後に『やっぱりこれはお兄さんの作ったゲームじゃありませんでした』って結論になったら、きっと水那斗は傷つくと思うの」


「……そうかも、しれない」


「高校に入ってからのあの子、本当に明るくなった。顔には全然表れてないけどね。中学時代とは別人みたいなのよ。だから、できれば、あの子に傷ついて欲しくないの」


　そして、ネコミミウェイトレスはすっと黙だまった。


　俺は、御剣が何故なぜ俺にこの話をしたのかを考えていた。


　御剣はここに来る時、「話がある」とも「頼たのみ事を聞いて欲しい」とも言わなかった。「愛を語り合う」のだと。


　ふむ。


　ズズズとコーラを飲み干し、俺は聞いた。


「もし俺が、オルカゲームの設問者マスターが誰だれなのかに気づいて、そして、もしそれがるうるの兄貴じゃ無かった場合、俺はどうしたらいい？」


　俺の言葉に対し、御剣は少し驚おどろいた顔を俺に向けた。


「……そうね。最初に答えを見つけるのは、多分あんたなんじゃないかと思ってる」


　そう言って、御剣は、この部屋に入ってから、初めて表情を和やわらげた。


　そして、独り言のように呟つぶやく。


「そっか。なんだかんだ言って、アタシは犬海をそれなりに認めてる訳だ。だから話をしようと思ったのね。そっかー……」


　勝手に一人で納なつ得とくして、小さく笑え顔がおを作った御剣は、いつもの近寄りがたい雰ふん囲い気きと比べると、なんと言うか、子供っぽく、そして同時に可愛かわいらしく見えた。


　けれど、俺が見ているのに気づくと、「なによ」と憮ぶ然ぜんとして言い、顔を少し赤くして、すぐにいつもの仏ぶつ頂ちよう面づらに戻った。そして、また小さく眉まゆ根ねを寄せて考えモードに入る。


「『どうしたらいい』か……。正直、分からない」


「おいおい」


「でも、犬海から水那斗に言うのなら、水那斗は納得するし、それほどは傷つかないのかもしれない。なんとなく、そんな感じがする」


「なんだそれ。その言い方だと、御剣が言うんじゃ駄だ目めみたいじゃないか」


「アタシは駄目」


　ネコミミが左右に振られる。


「アタシは水那斗に優やさしく出来ない。そういうの、向いてないの」


　御剣が言っている事は良く分からなかった。なので、俺はそれを聞き直したくて言った。


「お前がるうるの事を大事に思ってるって事は分かるけど──」


「え？」


　俺の言葉に、御剣は驚いた声を上げ、少し呆ほうけた顔をして俺を見つめた。それから、目線を落としながら「アハ」と笑った。あまり御剣が見せた事のない、投げやりな笑い方だった。


　そして、御剣は、下を向いたまま、なにもかも諦あきらめているような、じゃなきゃ、自分で自分を傷つけるような口調で、こう言った。


「アタシには、そんな言葉をかけてもらう資格が無い」


　言うつもりの無い言葉を口走ってしまった自分に驚いている。御剣はそんな顔をしていた。


　その瞳が、不意に潤んで見えた。


　そして、更さらに、言うつもりの無かった言葉が、その小さな唇に連なった。


「アタシは、水那斗の友達に、なれない」


　今度こそ、御剣が何を言っているのか分からなかった。


　けれど、その態度から、口調から、今にも涙なみだが溢あふれそうな瞳ひとみから、推おし量れる事はあった。


　御剣が、俺の知らない何かに、きつく縛しばられているという事。


　その何かが、るうると御剣の間に大きな溝みぞを作っているという事。


　御剣が、その事を決定的な物として、既すでに受け入れ、諦めているという事。


　そしてそれは多分、まだ知り合って二ヶ月しか経たっていない俺が、立ち入ってはいけない領域の話なのだろうという事。


　だから、御剣は説明しない。ただ、呟くだけだ。アタシは水那斗の友達になれない、と。





　妙みように、イライラした。





　いつも自信に溢れ、自分の行動に確固たる信念と責任を持っている御剣が、弱音どころか敗北宣言をしている事に、イライラした。


　それがなんなのかは知らないが、知りたくもないが、誰かが作った束縛ルールに、御剣が縛られ、苦しんでいる事に、たまらなくイライラした。


　そしてまた、俺が初めて出会った頃ころから、御剣がるうるに対してどこか微び妙みように距きよ離りを置いた態度を取っていたのを間近で見てきた筈はずなのに、その事の意味を知ろうともしなかった俺に、我が慢まんできないくらいイライラした。


　だから。


　だから、俺は空気を読まずに即そく答とうした。


「んなわけねーだろ」


「え？」


　ハッと顔を上げる御剣に、俺は言ってやった。


「お前が何をどう考えていようと、るうるの一番の友達はお前だよ」


　ポカンとした顔で見つめられて、少し恥はずかしくなるが、更に空気を読まずに続けた。


「御剣、お前はるうるが心を開いている数少ない一人なんだぞ。それに、るうるはいつだって、なにかしら、お前を頼たよってるじゃんか。あいつにはお前が必要なんだよ」


　瞳に、意志の光が宿る。御剣の表情が、少しずつ俺の見慣れた物に戻もどっていくのを感じた。


「るうるはお前を友達だと思ってる。お前がどう思おうが、それは変わらない」


「水那斗が……」


「俺はるうるのパートナー候補なんだぜ？　俺の言う事に間ま違ちがいはない」


　最後の言葉に、御剣は急に噴ふき出して、そして笑った。


「なにそれ、なんの根こん拠きよにもなって無いじゃない」


　よほどツボに入ったのか、御剣は目め尻じりを指で押さえて笑い続けた。


　やがて、御剣は急に笑うのを止やめて立ち上がり、紙コップを椅い子すの上に置いた。


「さてと。もうバイトの時間だから、行ってくる。犬海は、それ飲み終わるまでいていいから。帰る時は、水那斗に見つからないようにしてね」


　その喋しやべり方は、いつもの、迷いの無い、自信に満ちた、御剣言乃の物だった。


　御剣は俺をまたぐように足を広げて入り口に立ち、鍵かぎを開ける。制服の背中は大きく開いていて、でもそのむき出しの肩かたからも、なにかしら前向きな意志を感じた。


　ドアノブに手をかけた時、御剣は俺に背を向けたまま、呟つぶやいた。


「ありがと、ね」


　数すう拍はく遅おくれて、とってつけたように、こう続けた。


「……話、聞いてくれて」


　そして、ネコミミウェイトレスは職務を全まつとうする為ために、更こう衣い室から姿を消した。


　御剣がいなくなると、急に部屋が広くなった気がした。いや、気のせいじゃないか。


「……さて、どうすっかな」


　実はコーラはとっくに飲み終わっていたのだけど、すぐに外に出るのはためらわれた。


　今、御剣と顔を合わせるのは、俺が恥ずかしい。少しだけ時間を潰つぶそう。


　ロッカーの横にゴミ箱があったので、蓋ふたとストローを付けたまま紙コップを投げ捨てた。


　ついでに、御剣のも捨てようと思って、椅子に置かれたコップを持ち上げた。


「ん」


　意外な重さを感じる。


　御剣のコーラは、ほとんど口が付けられていなかった。


[image: ]




　第三章　六月三日（金）　哲学への誘い







　金曜日。教室の扉とびらを開けると、目の前にるうるが立っていた。


「おはよう」


　とりあえず朝の挨あい拶さつをする。


「……」


　と、るうるは無表情の瞳ひとみに抗こう議ぎ30％を湛たたえて、黙だまって俺を見つめ返した。上うわ目め遣づかいで。


「どうした？」


「……パートナー候補としての自覚が足りない。16ptポイントダウン」


　そして、ぷいと横を向き、そのまま自分の席に座って、顔を机に伏ふせた。寝ねる気だ。


「……なんだ？」


「あはは。タマぴょん、これだよ、これ」


　いつの間にか側そばにいた碓氷が、苦く笑しようしながら携帯電話を差し出して来た。


　受け取って画面を見ると、一番上に『噂うわさ屋や』という画像が大きく表示され、その下に文章がずらずらと書かれていた。


「なんだこれ？　噂、屋？」


「忘れちゃったかい？　帆群守学園の生徒が使ってる情報ネットワークだよ」


「……ああ、噂を売ったり買ったりするって奴やつか」


「そそそ。読んでごらん。面おも白しろいよ」


　言われて、「●６月２日（木）の噂ヘッドライン」なる文章を読んでみる。





●６月２日（木）の噂ヘッドライン


［★★★］激げき録！　私達の言乃様と一いつ般ぱん生徒犬海氏。お忍しのびデートで語らった愛の一部始終。


［★★］　【続報】サークル棟とうに女子中学生が忍び込んだ!?　果たしてその目的とは！


［★★］　【校内デートスポット：時計塔とう編（１）】三角屋根の中。秘密の機械室へようこそ。


［★］　　【隠かくれグルメ特集】大学部生協の「いちごオレ」がメチャクチャ美味しい!!


［★］　　ついに判明！　野球部エース伝でん田だ君の好みの女性のタイプ！





　なんというか、週刊誌の見出しのような文字が並んでいた。サークル棟に忍び込んだ女子中学生ってのは香奈恵嬢じようの事だろう。他ほかにも、微び妙みように知っている事や、知らなくても気にならない事がずらりと並んでいる。


　いやしかしそんな事はどうでもいい。俺は一行目を見て叫さけんだ。


「なんだこれは！」


「見ての通り、タマぴょんと御剣さんのデートが、今日の学内最大の噂なんだよ」


「デートなんかしてない！　あれは……！」


「『あれは』？　デートはしてないけど、別の事はしてたのかな？」


「あのなあ！」


　思わず声を荒あらげると、狐きつね顔がおは「まあまあ」と俺の肩かたを叩たたき、それでも楽しそうに言った。


「火のない所に煙けむりは立たぬ、って奴さ。『噂屋』に並ぶ噂は全すべてが真実って訳じゃないけど、全くのねつ造って訳でも無いのさ。おおかた、二人で一いつ緒しよに歩いてるのを誰だれかが見て、色々邪じや推すいしたんだよ。それに枝葉がついたって感じかな。悪意は無いよ」


「そうは言ってもなあ……」


　俺は未いまだに机に突つっ伏ぷしたままのるうるをちらりと見て、途と方ほうに暮れた。


　と、その時。


　教室のドアがガラリと開いて、聞き慣れた怒ど声せいが室内に響ひびき渡わたった。


「犬海！　これなんとかしなさい！」


　振ふり返ると、肩で息をしている御剣が携帯を握り俺を睨にらみ付けていた。走って来たらしい。





　ざわざわっ。





　急に教室がざわめき始める。こんな感じに。


「私達の言乃様が！」「犬海との噂はホントだったのか!?」「さっすが『噂屋』の三つ星情報は伊達だてじゃないね」「という事は既すでにご両親への挨拶が済んでるってのも」「身分違ちがいの恋こい！　滾たぎるわあ！」「犬海！　俺は応おう援えんしているぞ！」「言乃様！　そんな駄だ犬けんになびいちゃいやあ！」「式には呼んでくれよ！」「ハネムーンはいつ？」「学生結けつ婚こんとか」「頑がん張ばれ！」


　……なんかよく分からない事で応援されたりけなされたりしている気がするのだが。


「聞いてんの!?　なんとかしろって言ってるのよ！」


　俺が多少の現実逃とう避ひをしていると、御剣が俺の襟えり首くびを摑つかんでぐいと顔を寄せた。室内のざわめきが一段階増す。こいつは自分で騒さわぎを助長している事がわかってないのかな。それとも、それに気づかないほど焦あせっているのか？


「ちょ、ちょっと待て。なんとかって、俺になにが出来るんだよ」


「はあ!?　なにをトボけた事言ってんのよ！」


　とは言われてもなにがなにやら。


　困こん惑わくしていると、碓氷が助け船を出した。


「タマぴょん。『噂屋』に上がった噂は、当事者が否定する事で、確度を下げる事が出来るんだよ」


「確度を下げる？」


「今、二人の噂には三つ星がついてるだろ？　これは『ほぼ真実の噂』って意味なんだ。この星を減らせば、信用に値あたいしない話と判断されて、話題に上らないようになる、かも、って感じかな」


「へえ、なるほど」


「なるほどって、アンタホントになんにも知らないのね……」


　感心する俺を御剣は呆あきれたように見つめ、摑んでいた襟首をようやく離はなした。


「もういいわよ。アタシがやっといてあげるから携けい帯たい出して。本人の携帯からじゃないと否定申しん請せい出来ないのよ」


「あ、ええと──」


「いやあ、残念だね御剣さん」


　碓氷が軽けい薄はく笑え顔がおで言葉を遮さえぎり、俺の肩に手をかけた。


「タマぴょんは携帯電話なんて文明の利器は持っていないんだよ」


「ぐっ……、そうだった……」


　がくっとリアルに膝ひざを折る御剣。碓氷がそちらに駆かけ寄ろうとした時、俺は言った。


「いや待て。携帯なら持ってるぞ」


「えっ!?」


　驚おどろきの声を上げたのは御剣でも碓氷でも無かった。


　振り返ると、机に突っ伏していた筈はずのるうるが、少しだけ大きくした瞳ひとみで俺を見上げていた。驚き70％が、瞳の中に確かく認にん出来た。


「タマキ、携帯買ったの？」


「え？　あ、ああ。お前らが散々言うから、じいちゃんに買ってもらった」


「いつ？」


「？　日曜日だけど」


　買ったのはいいが、こういう機械が驚くほど弱い俺は、使い方を把は握あくするのに時間がかかり、充じゆう電でんしてようやく動くようになったのが一昨日おとといの夜で、ホントは昨日の部活で言うつもりが、タイミングを逃のがしていたのだ。


　俺は椅い子すに座ってカバンをごそごそと漁あさり、まだ一度も使っていない携帯電話を取りだした。


「これなんだけど。……？」


　なんだ？　三人が黙だまって俺を見下ろしている。微び妙みように、気まずい沈ちん黙もくだった。


「どうかしたか？」


　俺が聞くと、碓氷と御剣とるうるが同時に答えた。


「「「早く言いなさい」」」


　更さらに、るうるが子供のイタズラを叱しかるみたいに、腰に両手を当てて付け足した。


「５ptポイントダウン」





　　　　◆





　昼休み。


　いつもは俺とるうると碓氷の三人で、中庭の芝しば生ふに弁当を広げているのだけど、今日は珍めずらしく、大学部のキャンパスにやって来ていた。


　メンバーも、いつもの三人だけではない。御剣、小春さんの欧おう文ぶん研メンバー、そして香奈恵嬢じようも一いつ緒しよだ。


　と、いうのも、今日は御剣が夕方からバイトの為ため、部活が無いので、昼休みに臨時部会をする事になったのだ。もちろん提案はるうる。そして、香奈恵嬢は昼休みに高等部の敷しき地ちに入れないので、フリーパスになっている大学部にやって来たという訳だ。


「大学部のキャンパスは散歩道が多いから、高等部の生徒もデートコースに使ってるらしいよ」


　碓氷がまた知っていてもなんの得にもならない情報を喋しやべりながら焼きそばパンをほおばっている。その隣となりでは香奈恵嬢が小さな口でサンドイッチを咥くわえていた。


　俺達がいるのは大学部の生協の前にあるテラスで、大きな木のテーブルがいくつも並んでいる所の一つを占せん拠きよしていた。他ほかのテーブルでは大学部の人達が思い思いに過ごしていた。


　最初に弁当を食べ終わった俺はるうるに聞いた。


「で？　臨時部会ってなにをやるんだ？」


　るうるが指についたご飯はん粒つぶを舐なめながら答える。


「遊ぶだけのつもりだったけど、別の事をするの」


「別の事ってなんだよ」


「交こう換かん。連れん絡らく先の」


「え？　なんだって？」


　御剣がため息をつく。


「だから、犬海の携帯にアタシ達のプロフを入れておくのよ」


「『ぷろふ』ってなんだ？」


「プロフィールの事だよ、タマぴょん」


「はあ？　そんなのいつだって出来るだろ」


　るうるが俺をじっと見つめる。


「今やるの」


　そして、珍しく御剣が同調した。


「そうよ。こういうのはまとめて済ませておく物なのよ」


　なんでこの二人がムキになっているのかがイマイチよく分からん。


「ままま。すぐ終わるから、タマぴょん」


「別にいいけど……」


　という訳で、連絡先大交換会が始まった。ちなみに、俺の携けい帯たいは、俺が使い方をよく分かっていないので、代わりに碓氷が操作した。


「タマぴょんのプロフは僕が入力しておいてあげよう。ええと、誕生日は十一月四日で血液型はＡ型と……」


「……碓氷。何故なぜ俺の誕生日を知っている？」


「情報は速度だよ、タマぴょん」


「意味がわからん」


　碓氷が俺の携帯電話をるうる達と一個ずつ付き合わせている間、俺はそれをぼんやりと眺ながめる以外にする事が無かった。やがて、全員分のプロフとやらが俺の携帯に入っている状態になった、ようだ。


「はい、終わったよ」


　返へん却きやくされた携帯のボタンを適当に押すと、入力されたプロフの一覧が表示された。





碓氷圭次


birth：jun.6


brood：O


phone：090-xxxx-xxxx


mail：...





小春アイ


birth：aug.21


brood：B


phone：090-xxxx-xxxx


mail：...





保住香奈恵


birth：nov.20


brood：A


phone：090-xxxx-xxxx


mail：...





水那斗るうる


birth：apr.11


brood：AB


phone：090-xxxx-xxxx


mail：...





御剣言乃


birth：oct.9


brood：A


phone：090-xxxx-xxxx


mail：...





「タマぴょん、なんでこれ誕生日が英語表記なの？」


「家で弄いじった時、どこか設定変えたのかも……」


「ああ、じゃあ直しといてあげるよ」


「頼たのむ」


　碓氷が楽しそうに俺の携帯を弄っている。その向こうでは、香奈恵嬢じようが女子三人に取り囲まれて、連れん絡らく先を交こう換かんさせられていた。


　テラスは活気に満ちていて、隣となりのテーブルでは私服の大学生の男の人と女の人が楽しそうに話をしていた。その奥では眼鏡めがねの男の人二人が、口こう角かく泡あわを飛ばしてなにか言い争っていた。喧けん嘩かでもしてるのかと思ったけど、周りの人たちはそれを見ながら頷うなずいたりメモを取ったりしていたので、なにかの議論をしているのかもしれない。


「なんか、開放感があるよね。自由な空気って言うかさ」


　携帯を俺に返しながら、碓氷が言った。俺は同意する。


「そうだな。やっぱ大学って違ちがうのかな」


「一いつ般ぱん学部だからよ」


　御剣が口を挟はさむ。和風美人は自分のストレートタイプの携帯をカバンにしまいながら言った。


「大学部の魔ま術じゆつ学部棟とうは、別世界だったわよ。一度だけ見学に行った事があるけど、息苦しくてすぐ出てきちゃった。三年後にはあそこに通うのかと思うと、ちょっと気が重い」


　御剣がうんざりした顔でそう言うと、狐きつね顔がおが少し皮肉っぽい笑い方をした。


「まあ、特権意識が建物になっているような場所だからね、あそこは」


　ん、まただ。


　俺は以前から疑問に思っていた事を、碓氷に聞いた。


「碓氷、お前もしかして、魔ま術じゆつ師しが嫌きらいなのか？」


　俺の質問に、碓氷は虚きよを衝つかれたような顔をした。


「え、なんでそんな事思うんだい？　タマぴょん」


「なんとなく、お前が魔術師の事を話すとき、微び妙みように言葉にトゲを感じるんだよな」


「うーん、そうかな」


　碓氷は腕うでを組んで考える。


「そう……かもしれない、かな。自分では全然意識してなかったけど」


「なによそれ。前時代的な魔術への差別意識だったらアタシが許さないわよ」


　御剣が少し強めの視線を碓氷に送ると、狐顔は慌あわてて手を振ふって否定した。


「違う違う！　そうじゃないんだよ。別に魔術や魔術師が嫌いとかじゃない。ええと、なんて言えばいいのかな。うーん、そう、どっちかというと、魔術を差別している社会が、嫌い、って言えば、より近い、のかな」


「どういう意味だ？」


　連絡先交換が終わったのか、小春さんと香奈恵嬢も碓氷の方を見ていた。


　るうるはさっき生協で見つけた紙パックの「いちごオレ」なる飲み物を美味おいしそうにストローでちゅうちゅう飲んでいる。話を聞いているのかどうかは分からない。


[image: ]


　碓氷はゆっくりと喋しやべりだす。


「スポーツ選手や、芸能人を指して『あの人達は生きてる世界が違う』って言う事があるよね？　あれは別に構わないと思う。彼らは自分達の意思で、違う世界で生きるって決めたんだから。でも、魔術師は違う。魔術師は、生まれ持った能力の有う無むによって、人生の一時期を強制されてしまうんだ」


「魔術クラス行きの事？」


　御剣が聞くと、碓氷は頷いた。


「社会に出てからは、魔術師だってある程度生き方に融ゆう通ずうが利きくのは僕も知ってるよ。普ふ通つうの職業に就ついて、一生魔術を使わずに過ごす人だっている。でも、そんな人達も、学生の時は、魔術クラスに進学しなければならない。法律で決まってるからね」


　狐顔はいつもの軽けい薄はく微び笑しようだったけど、瞳ひとみの奥に、なにかしっかりした物を浮うかべていた。


「だけど、中学生から大学生までっていう多感な時期の生き方が、先天的な素質のせいで強制されるっていうのは、おかしいんじゃないかなと思うんだよ」


「ふうん」


　御剣は腕を組んで碓氷の話を聞いていた。


「まあ、確かに、地元に魔術科が無いから、中学からは一人暮らしして魔術科のある学校に通ってる子とかいるものね。精神面での影えい響きようとかあるかも」


「もちろん、魔術はちゃんと制せい御ぎよ出来なければ人を傷つける武器になる。だからそれを教育する為ために魔術クラス行きが強制されるというのは理り屈くつとしては分かってるつもりだよ。でも、それでも、微妙に納なつ得とく出来ないのさ。自分の生き方は、自分で決めさせてくれってね」


　口から生まれてきたんじゃないかというほどいつでも饒じよう舌ぜつな碓氷だが、今日の饒舌さは少し違って聞こえた。


　テーブルの上に小さな沈ちん黙もくが訪おとずれる。と、碓氷は急に顔をほころばせて肩かたをすくめた。


「おっと、らしくもなく自分語りしちゃったね。そういう訳で、僕は魔術師だけを特別扱あつかいするこの社会に、ちょっとした不満を感じてるわけさ。魔術師が嫌いな訳じゃないから安心して、御剣さんもるーちゃんも大好きだよ。もちろん小春さんも香奈恵もさ！」


「はいはい」


　碓氷が両手を広げてあまねく女性に向けて愛を宣言するも、御剣はどうでもいいといった感じに流した。小春さんと香奈恵嬢は少し顔を赤くして下を向いていた。るうるは、まだいちごオレに夢中のようだ。


　もちろん碓氷にへこんだ様子は微み塵じんもなく、「あ、そうそう」と言ってカバンをごそごそしだした。


「これだけど」


　カバンから取り出されたのは、昨日入手した「方法序説」だった。


「なにかわかったの？」


　るうるが期待30％を込めた瞳で聞くが、碓氷は残念そうに首を振った。


「ご期待に添そえず申し訳ないけど、収しゆう穫かく無し。あ、でも、ちょっとここ見てみてくれる？」


　表紙を開き、一ページ目の隅すみを碓氷が指差すと、全員がテーブルに身を乗り出して覗のぞき込んだ。小春さんが呟つぶやく。


「……『３／６』って書いてありますね」


　確かに。シャーペンの薄うすい文字だが、確かにそう書かれている。碓氷は言った。


「これまでの流れから考えれば、『３／６』って書いてあるこの本が、オルカゲームの次のヒントなのは間ま違ちがい無いと思う。ただ、一通り読んでみたけど、特に変な所も、特別なメモも書かれてはいなかったよ」


　昨日と同じく回し読みが始まり、最後に俺の所に文庫本がやって来る。ぱらぱらめくってみるけど、文字が小さいのと、書いてある事がよくわからなくて読む気がしない。


「そもそも、この『方法序説』ってのはなにが書いてあるんだ？」


　碓氷が「待ってました」とばかりに顔を輝かがやかせるのを見て、俺は少しだけしまったと思った。碓氷は朗々と語り出す。


「『方法序説』はデカルトという哲てつ学がく者が書いた本だよ。方法序説っていうのは通つう称しようで、より正確なタイトルは『理性を正しく導き、もろもろの科学における真理を探究するための方法に関する序説』って感じかな」


「詳くわしい題名になってもさっぱり意味がわからんのだが」


「『序説』ってのは、この場合『私見』と読んでもいいかもね。つまり、これから学問を修めようという人達に対して、『こういう心構えでいなさい』『こういう考え方を用いなさい』と教えているんだ。今風で言えば『デカルト流勉強法』って感じかな」


「へえ、じゃあ俺もこれを読めばデカルトの勉強法が身につくわけか？」


「うーん、どうかな。なにぶん古典だからね。なにかしらの知見を得られるかもしれないけど」


　碓氷がそう言って笑うと、御剣が口を挟はさむ。


「アタシも読んだ事ないけど、『方法序説』って、アレが書いてある奴やつよね。ええと、コギト──なんだっけ？」


「コギト・エルゴ・スム、ですね」


　小春さんが補足する。ああ、それは聞いた事あるな。確か……、


「『我思う、故ゆえに、我あり』だったか？」


「そうそう。良く知ってるね、タマぴょん」


「でも、意味は知らない」


「無知は罪では無いよ。僕が理解している範はん囲いで説明しようか。そんなに難しい事じゃない」


　碓氷は少しだけ空を見上げてから、俺に視線を戻もどした。


「デカルトは、学問を進めるにあたって、確かな物を欲ほつしたんだ」


「確かな物？」


「そう、絶対確実で不変な真なる物をね。それを土台にする事で、その上に組み立てる学問も確かな物になると彼は考えた。土台がしっかりしてないと、何を建てても崩くずれてしまうからね」


　碓氷は「しかし」と、肩をすくめる。


「考えれば考える程ほど、そんな物はこの世界には無いという事を、デカルトは知った」


「なんでだよ。確かな物なんていくらでもあるんだろ」


「例えば？」


「『例えば？』だと？……１足す１が、２になるとか」


「それは、どうしてだい？」


　は？


「どうしてって、そう決まってるだろ」


「そうだよ。そう決まってる。誰だれか、もしくは何かがそうだって決めたんだ。じゃあ、その誰かもしくは何かは、どうやってそれが絶対確実に正しいと、証明してくれるのかな？　もう少し突つっ込んで聞いてみようか。そもそも、その誰かもしくは何かが絶対確実に正しいと、一体誰が証明してくれるんだろう？」


「お前の言っている事はおかしい。仮にその正しさが証明されたとしても、結局その証明の為ために別の誰かか何かが必要になる。堂どう々どう巡めぐりだ」


「その通り！」


　碓氷は楽しそうに拍はく手しゆした。俺が軽く睨にらむと、狐きつね顔がおは慌あわてて手を振ふった。


「馬ば鹿かにしてるわけじゃ無いから怒おこらないでねタマぴょん。デカルトと同じ思考をタマぴょんは辿たどっているんだ。その堂々巡りがある限り、絶対確実な物はこの世界には無い事になる。そうだろ？」


「……まあ、確かに」


「今目の前に見えているこの世界だって、本当は幻まぼろしかもしれない。存在しないかもしれない。絶対確実にそれを証明する方法は無いんだから。いや、もしかしたらそう考えている僕自身、本当に存在するんだろうか？」


　すっと、背筋に冷たい物を感じた。


　碓氷の言っている事は無む茶ちや苦く茶ちやだったけど、急に、足あし下もとに穴が空いて、そのまま無限に落ちていくような感覚に囚とらわれた。


　自分が本当に存在するのか、だって？


　当たり前じゃないか。俺はここにいる。それは絶対確実で不変な真なる物だ。


　じゃあ、なんで。


　なんでこんなに、気持ちがそわそわするんだ？


　思考が、もの凄すごい速度で無限ループしている気がした。





　自分が、本当に、存在するのか──





　と、そこで碓氷が耳元で「しかしっ！」と叫さけんだ。


「うわっ！」


　ループする思考の中から突とつ然ぜん呼よび戻されて、思わず叫んでしまった。


「あはは、ちょっと芝しば居いがかり過ぎたかな。ごめんよタマぴょん」


　碓氷はケラケラと笑っている。御剣が呆あきれた顔を向けている。


　俺は額ひたいを押おさえて、今の変な感覚を振り払はらった。


「……続けてくれ」


「ＯＫ。しかし、そんな風にしてあらゆる物を疑っている時、デカルトは気づいたんだ。この世界は存在しないかもしれない。この自分すら存在しないかもしれない。けれど、『そんな風に自分が考えているという事実』だけは、疑いようが無い。それは、絶対確実な物だとね」


「……だから、『我思う、故に、我あり』なのか？」


「そ。考えているという事実がある以上、それを考えている自分は存在する。これを起点に、学問を続ける事が出来ると、デカルトは希望を摑つかんだわけだよ」


「おおげさな」


「そうかい？　絶対確実だと信じられる物を、自分の中に持ってる人って、あんまり多く無いと思うんだけどね」


　最後の碓氷の言葉は、微び妙みようにニュアンスが違ちがって聞こえた。


「デカルトは、自分が寄って立つに足るルールを自分の力で発見した。僕はこれは、結構凄い事だと思うよ。いや、歴史的偉い人じんに対して、『結構凄い』も無いけどさ」


　そう言って碓氷が笑うので、俺達も釣つられて笑った。見ると、香奈恵嬢じようは少し顔を赤くして、微妙にとろんとした目で碓氷を見上げていた。風邪かぜの引き初めかな？　外で食べるのは避さけた方が良かっただろうか。


「おっと、語っている間に時間が来たね。そろそろ帰ろうか」


「そうだな」


　俺は、碓氷の話した事が妙みように頭にこびりついているのを感じながら、椅い子すから立った。


「タマキ」


　るうるが呼び止める。


「なんだ？」


「これ」


　るうるが、空になったいちごオレのパックを両手で大事そうに持ち上げて、俺に見せる。


「それが、どうした？」


「もう一個、買う」


　よほど気に入ったらしい。


「いいけど。急げよ」


　こくん。


　椅子からぴょんと飛び降りて、るうるはとてとてと生協へ走っていった。みんなが、やれやれといった感じでそれを眺ながめる。


　けれど、香奈恵嬢だけは一人、じっと碓氷を見つめていた。





　　　　◆







『そしてわたしは「わたしは考える、だからわたしは存在する」というこの命題のなかには、自分が確かに真理を語っているのだという確信を抱いだかせるものは、考えるためには存在しなければならないということをわたしが非常に明めい瞭りように認めているということ以外には何もない事を見て取って、わたしは、われわれが非常に明瞭かつ判然と心に思い描えがくものはすべて真実であるということを一いつ般ぱん的な規則にすることができると考えた。』







「……イマイチ、何が書いてあるのかよくわからん。俺が馬ば鹿かだからか？」


　ベッドに転がりながら、俺は天てん井じように向かって聞いてみた。もちろん天井は答えない。


　夜、夕食を済ませてから「方法序説」を読み始めた。碓氷が説明した内容が、ちょっと面おも白しろそうだったからだ。


　けれど、半分以上読み進めても、書いてある事の四分の一も理解出来たとは思えなかった。


　そもそも、この本は読みにくい。こんな事を言ったら碓氷あたりが「自分の教養の低さを本のせいにしちゃいけないよタマぴょん」とか言ってきそうだが、それにしてもこの本は読みにくい。


　まず古い。紙が赤茶けていて、文字もなんだか薄うすくなっている。奥付を見たら昭和五十九年改訳40版発行って書いてある。昭和五十九年って。まだ生まれてないぞ。


　その古さもあってか、表紙を覆おおっているビニールのカバーが何度か破れているらしく、その補修跡あとが目立っていた。何度も上から貼はり直してツギハギのようになっていて、その分、厚みを増していた。


「方法序説」は百二十ページしか無い薄い文庫なので、表紙が厚くなっていると微妙に読みにくいのだ。断じて俺の教養の低さのせいではない。


　このまま読み進めるよりは、明日碓氷に概がい要ようを聞いた方が効率が良いのではないかと思い始めた頃ころ、枕まくら元もとに置いていた携けい帯たい電でん話わが鳴った。


「おっ！」


　初着信である。ちょっと緊きん張ちようする。


　画面を見ると、どうやらメールが来たようだった。手間取りつつも受信箱を見ると、碓氷からだった。少しがっかりする。








to タマぴょん


やっほータマぴょん。


タマぴょんの事だから必要に迫せまられないとメールのやりとりも覚えないだろうから、親切心溢あふれる僕がメールしてあげたよ。


慣れるまで、なんでもいいから、思いついた事を書いて送ってみてよ。








　……確かにそうなのだが、碓氷に言われると微び妙みように腹立たしいのは何故なぜだ。


　まあいい、せっかくなので何か送ってみよう。とはいえ「思いついた事」と言われてもなあ。


　少し考えてから、俺は初めてメールを送ってみた。








to 碓氷


友情に感謝。


思いついた事。


香奈恵嬢じようは、以前にも部室に来た事がある。








　すぐに返事が来た。








to タマぴょん


なんで知ってるの!?








　カマをかけただけだが当たりだったらしい。








to 碓氷


初めて部室に来たのに、部室の棚たなや模型に興味を示さなかった。








　欧おう文ぶん研の部室は両側の壁かべがゲームの箱で埋うまっていて、天井には模型飛行機まで浮うかんでいる。京野先生が興味を惹ひかれたように、初めて来た人はまずあの風景に圧あつ倒とうされるのだ。








to タマぴょん


お見事。


実は、香奈恵にせがまれて、部活の無い日に何度か連れてきた事がある。


できれば、部の女性陣じんには秘密にしておいて欲しい。


つまらない詮せん索さくは避さけたいから。








to 碓氷


詮索？　何故？








to タマぴょん


タマぴょんはいつまでもピュアのままでいてくれたまえ。








　意味が分からない。が、更さらに返信しようとした時、今度はメールではなく電話の着信音が鳴った。画面を見ると「水那斗るうる」と表示されていた。


　微妙に焦あせりながらも着信ボタンを押し、携けい帯たいを耳にあてる。


「もっ、もしもし？」


「あ、タマキ君？　俺だけど」


　……聞こえてきたのは、何故かるうるではなく、男の声だった。


「もしもし？　タマキ君？　聞いてる？」


「……ええと、その。……誰だれ？」




　第四章　六月四日（土）　恋愛談義＋１







「いやあ、悪いね。こんな事お願いしちゃって」


「いえ、家にいても特にやる事もなかったですから」


「そうだろうと思って呼んだんだけどね。デートする相手もいないだろうし」


「一言、いや二言多いです。マスター……」


　土曜日の昼過ぎ、俺は喫きつ茶さ店てん「ねこのあしあと」に来ていた。というか、働いていた。


　昨日の夜、俺の携帯に栄はえある着信第一号がるうるからかかってきた訳だが、電話に出たのはるうるではなく、るうるの叔父おじさんだった。るうるは現在、叔父さんがマスターをしている喫茶店「ねこのあしあと」の二階に居い候そうろうしているのだ。


　マスターに「バイトをしてくれる男の子を探している」と言われて、るうるはすぐに俺に電話をかけたのだけど、俺が出ると同時にマスターが携帯を奪うばい取ったらしい。マスターとの会話中、るうるが抗こう議ぎする声が小さく聞こえていた。身長差があるから、きっとぴょんぴょん跳はねて携帯を取り返そうとしていたに違ちがいない。


「コーヒーサーバーの機械が急に故障しちゃってさ、明日、店の方は休業にして交こう換かんするつもりなんだけど、ついでにカウンターの中の模も様よう替がえもしようと思ってさ。力仕事出来る男の子が必要なんだよね。お願いできないかな。少しだけど、お金も出すから」


「はあ」


　土曜日に特に用事も無かった俺は、小こ遣づかい稼かせぎが出来るなら良いかと思って二つ返事で了りよう解かいしたのだった。まあ、休日にるうるの相手をするのはどうかとも思ったのだけれど。


　午後一時頃ごろに店に到とう着ちやくすると、店にはマスターしかいなかった。聞けば、るうるは用事で出で掛かけているのだとか。多少拍ひよう子し抜ぬけしつつも、俺はマスターに言われるままに機材運びを手伝った。


　本来は一時間で終わる筈はずの作業だったのだけれど、肝かん心じんの新しいコーヒーサーバーの到着が遅おくれ、その間、「暇ひまなのもつまらんだろう」と店内の掃そう除じ──御剣では手が届かない電球の傘かさを拭ふいたりとか──をさせられたりして、終わった頃ころには午後三時を回ろうかという所だった。


「おう、ごくろうさん。これ良かったら飲んでって」


　最後の段ボールの束を外に出して裏口から戻もどってくると、カウンターの上にアイスコーヒーが置かれていた。


「あ、すみません。頂きます、マスター」


　そう言えば、俺達はいつもこの人のことを「るうるの叔父さん」か「マスター」としか呼んでいないので、俺はこの人の本名を知らなかった。


　ついでに言えば、なんで喫茶店を一人でやってるのかとか、奥さんとか彼女とかいないのかとか、なんでるうるを居候させているのかとか、なんにも知らなかった。


　オールバックに垂れ目のマスターは、細い体の割には筋肉質で、何を言ってもはぐらかされてしまう感じがして、そういう事を聞けない雰ふん囲い気きなのだ。


　まあ、いいか。


　出されたアイスコーヒーを喉のどに流し込む。労働の後の飲み物は格別に美味うまい。


「やっぱ男手があると助かるわ。タマキ君、うちで普ふ通つうにバイトしない？　言乃も喜ぶし」


「いや、御剣は喜ばないと思いますが……」


「なに言ってんの」


　ニヤリと笑うマスター。


「この前あいつ、君を更こう衣い室に連れ込んでたじゃん。言乃にしては積極的なアプローチだった」


「！　あれはそういうんじゃありません！」


「冗じよう談だんだよ」


　しっしっしと笑うマスターを、俺はむむうと睨にらむ。垂れ目のマスターは意に介かいさず続けた。


「タマキ君は姫ひめの彼氏だものな」


　姫はマスターがるうるを呼ぶときの愛あい称しようだ。俺は出来るだけ感情を込めずに答えた。


「俺はそんなんじゃないですよ」


「彼氏候補だっけ？」


「パートナー候補です」


「同じ事でしょ？」


　俺は、少し黙だまってから、答えた。


「全然違いますよ」


　マスターは「ふうん」と、少し考えるように呟つぶやいた後、元の調子に戻った。


「それはともかくとしてさ、タマキ君の体型なら、制服が似合うと思うんだよね」


「制服？」


　この店で見た事のある制服は、御剣が着ているネコミミネコしっぽのウェイトレスだけだ。マスターはいつもジーパンにＴシャツで、上からラフにエプロンを着けているだけだった。


「男物の制服があるんですか、この店？」


「いや無いけど」


「あんたは俺に何を着せるつもりなんだ！」


「おっとそうだ、バイト代ね」


　ツッコミも華か麗れいにスルーされ、茶ちや封ぶう筒とうが差し出される。


「一時間分の時給で申し訳ないんだけど」


「ああ、いいですよ」


　ありがたく受け取って、ポケットにしまう。しかし、マスターは少し難しい顔をして、窓の外を睨みながら、顎あごをさすっていた。


「うーん、せっかく三時間働いて貰もらったんだから、それには報むくいたいな……お」


　視線を店の外に向けたまま、マスターが笑え顔がおになる。年上の人に対して失礼な表現だが、それは悪い笑顔に見えた。


「タマキ君。現金は出ないんだが、余分に働いて貰った分の追加報ほう酬しゆうを出そう」


「現金じゃない？　なんですか？」


　俺がグラスをカウンターに置いて聞くと、その悪い笑顔がぐりんとこちらを向いた。


「情報だよ」





　スパンッ。





　言うが早いか、マスターは俺に華麗な足あし払ばらいをかけ、俺はカウンター裏の床ゆかに綺き麗れいに転がされた。何をされたのか、一いつ瞬しゆん分からなかった。


「な──もごもご」


　抗こう議ぎをしようと口を開くと同時に、その口はマスターの大きな手でふさがれた。マスターは中ちゆう腰ごしで「シー」と口に指を当てている。黙っていろという事か？　何故なぜ？





　カランカラン。





　鈴すずの音が店内に響ひびく。入り口の扉とびらが開いたのだ。同時に、とてとてと小走りな足音がカウンターに近づいてくる。


「ただいま。タマキは？」


　るうるだ！


　俺は口を塞ふさがれたままで喋しやべる事が出来なかった。そして、るうるは、カウンターの裏に沈しずめられている俺の存在に気づいていないようだった。


「いいい、いぬ犬海君いるんですか!?」


　この上うわ擦ずった声は小春さんだ。


「水那斗、あんた小春が『誰だれもいない所で話がしたい』って言った意味、分かってんの？」


　今度は、御剣のうんざりしたような声が聞こえた。


　マスターは中腰のまま、るうるに言った。


「彼なら、もう帰ったよ」


　！　いや、いるからここに！


「えー」


　明らかに不満そうなるうる。


　マスターは俺から手を離はなして立ち上がる。が、俺は起き上がるタイミングを逸いつしてしまった。


「姫」


「なあに？」


「俺はしばらく外に出てるから。お喋りするなら店使ってていいぜ。臨時休業だから客入れるなよ」


「うん。アイ、言乃、ここで話そ」


　カウンターごしに三人の足音が響く。


　もう一度しゃがみ込んだマスターに俺は小声で抗議する。


（なにをするんですか！）


（だから追加報酬だよ）


（はあ？）


（普ふ段だんは聞けないガールズトークを楽しみたまえ。じゃあね）


（そんな！）


　立ち上がりながらエプロンを外したマスターは、俺にもう一度ニヤリと笑ってから、カウンターを出て行った。そして鈴の音。外に出たのだろう。


　おいおい、どうすりゃいいんだこれ!?


　と──


「で、今日はなんの用なわけ？　小春」


　御剣の声が聞こえた。カウンターに身を潜ひそめながら声の方を向くと、カウンターの下部には模様の小さな穴がいくつか空いていて、そこから光が漏もれているのに気づいた。


　罪悪感を覚えつつも、俺はその穴の一つを覗のぞいた。


　店内を見み渡わたせはしないけど、三人が座っている席はギリギリ見えた。四人席で、小春さんが落ち着かない様子で座っている。反対側に座っている御剣は頭の後ろと肩かただけが見える。その奥にいるであろうるうるの姿は、丁度観葉植物に隠かくれてしまっていた。


「あの、ええと、あのその……」


　男子がひどく苦手で、女の子相手なら普ふ通つうに喋れる筈はずの小春さんが、なかなか話しだせずにいる。


　そういえば、今日は小春さんは用事があると言っていた。さっきの御剣の言葉からすると、小春さんが御剣とるうるを呼び出したようだ。女子三人だけで話をするのが「用事」だったって事なのかな。


「……あのっ！」


　半分うつむいていた小春さんが、何かを決心したかのように顔を上げた。そして言った。


「香奈恵ちゃんが、碓氷君の事が好きって、気づいてましたか？」


　なにっ!?


　突とつ然ぜんの言葉に不意を突つかれ、俺は思わず立ち上がりかけ──





　ドムッ。





　──カウンターの分厚い板に頭を激げき突とつした。


「～～～～～っ！！！」


　必死で痛みを堪こらえる。


「……ねえ。今、なにか音しなかった？」


「え？　気づきませんでしたけど……」


　御剣がいぶかしがるようにソファから振ふり返ってこちらを見ている。俺はあまりの痛みに漏れそうになる声を両手で塞いで我が慢まんした。


「……気のせいだったのかな」


　なおもこちらを睨にらんでいた御剣は、やがて向き直り、
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「香奈恵の事だっけ？　もちろん、気づいてたわよ。あんなの態度見てれば一いち目もく瞭りよう然ぜんなのよ。水那斗、あんたもでしょ？」


「うん」


　俺が頭をぶつけるくらい驚おどろいた衝しよう撃げきの事実は、女子三人の中では周知の事実だったらしい。るうるの姿はここからは見えないけど、多分足をぶらぶらさせながらこくんと頷うなずいている。


「ま、碓氷が気づいているかどうかはちょっと微び妙みようだけどね。知ってて気づかないフリしてるだけなのかもしれないけど。あいつは演技力あるからよく分かんないのよ」


　御剣の碓氷評は、言葉だけは碓氷の事を多少責めてるようにも聞こえた。


「あと、犬海だけど」


　御剣は続ける。


「あいつは絶対に気づいてない。賭かけてもいい」


「そうですね。観察力はとても高い人だと思うんですけど」


「タマキはそういう事だけは鈍どん感かんなの」


　俺への評価は三人とも断定的で即そく答とうだった。いや、確かに香奈恵嬢じようの気持ちについては欠片かけらも気づいていなかったが。しかしだな……。


「あいつは、香奈恵が碓氷を見る熱ねつっぽい視線を見ても、『あれ、風邪かぜでも引いたのかな』くらいに思ってるわね。そういう奴やつよ」


　……そうか、俺は鈍感だったのか。地味にショックだ。


　小春さんは小さく息を吐はいてから言った。


「碓氷君は、オルカゲームの設問者マスターを、工藤先せん輩ぱいだと思ってます」


「まあ、そうでしょうね」


　興味なさそうに御剣が相づちを打つ。るうるは「お兄ちゃんだよ」と拗すね気味に抗こう議ぎするが、小春さんの話の腰こしを折るつもりは無いらしい。小春さんは続ける。


「つまり、初はつ恋こいの相手が出した謎なぞかけを四年越ごしに解こうとしている訳です。なのに……」


「なのに？」


「香奈恵ちゃんは、それを分かってて、一いつ緒しよにゲームを解こうとしています。私、なんだかそれが見ていられなくて。なんだか、苦しくなっちゃうんです。その事を、お二人に相談出来ないかなって思って……」


　小春さんの声は、喋しやべっているうちにどんどん小さくなり、最後には消え入りそうだった。


　店内に沈ちん黙もくが訪おとずれる。換かん気き扇せんの音だけが響ひびいていた。


　やがて、御剣が口を開いた。


「小春は、どうしたいの？　ううん、どうなるのがベストだと思ってる？」


「わっ、私ですか!?　えとえと、あのその……」


　小春さんはわたわたと慌あわてた後、頰ほおをほんのり赤くさせて答えた。


「わ、私は、香奈恵ちゃんの事、応おう援えんしてあげたいです。凄すごくいい子だし、健けな気げだし……。ちゃんと言葉にすれば、碓氷君にも気持ちが伝わると思います」


「あの子と碓氷の仲を取り持ちたいって事ね？」


「え、あ、はい……。差し出がましいとは思ってるんですけど……。すみません……」


　ますます顔を赤くする小春さん。言っている事もその表情も、なんとも乙おと女めらしく可愛かわいらしい。今すぐここから出て行って協力を申し出たいくらいだ。


「謝る必要なんて無いのよ。小春がそう考える事を、誰だれにも止める権利なんて無い」


　そう言いながらも、御剣の口調は、小春さんへの賛同を表しているようには聞こえなかった。


「み、御剣さんは、どう思いますか？」


「アタシ？」


　聞かれて、御剣は少し考え、そして言った。


「小春には悪いけど、アタシはそれほど応援したいとは思わない。思いを伝えてないのであれば、それがあの子の意思だと思うから。告白しないのは、告白しないままの今の状じよう況きようを望んでるんだって言われても仕方がないと思う。それは、周りがとやかく言う事じゃない」


　意外にドライな事を言う。いや、意外でもないか。


「告白する勇気が無いのを臆おく病びようだとか言うつもりはない。告白した結果、フられちゃって、その後の関係がギクシャクしちゃう方が嫌いやっていう気持ちも分かるから。でも、その恐きよう怖ふを乗り越こえなきゃ、恋れん愛あいは勝利出来ないのよ」


　随ずい分ぶんと経験豊富っぽい事を言うな。まあ、あの容姿なら、これまでもモテたのだろうけど。


「勝利、ですか」


「そうよ。勝つか負けるかしかない。状態の保留は、結論の先延ばしでしかないの。延長戦をいつまで続けるかは、あの子が決める事で、アタシ達が導く事じゃないと思う」


　御剣の割と厳しめな言葉に、小春さんがシュンとする。


　と、御剣はいつの間にか乗り出していた体を椅い子すに預け直して、「まあ」と言った。


「逆に言えば、あの子が碓氷に告白する気があるのなら、それを応援するのは構わないのよ」


　小春さんの顔がぱあっと明るくなった。御剣も笑っているのだろうか、肩かたが少し揺ゆれているのが見えた。言葉はいつもキツイけど、面めん倒どう見みのいい奴ではあるのだ。あいつは。


「水那斗、あんたはどう思う？」


　御剣の質問に、るうるはすぐには答えなかった。俺は穴に目を凝こらす。が、観葉植物の陰かげに隠かくれたるうるの姿は、やっぱり見えなかった。


　やがて、るうるの声が小さく聞こえた。


「……気持ちを伝えられる人が近くにいるのなら、早く伝えた方がいいと思う」


「水那斗？」


「いなくなったら、もう伝えられないから」





　トクン、と、胸の奥底に重みを感じた。





　他ほかの二人は「香奈恵嬢じようの為ために自分達はなにをするべきか」を話していた。


　けれど、るうるは「香奈恵嬢自身がなにをするべきか」を口にした。


　だと思う。多分。


　でも、るうるの言葉には、もっと別の、香奈恵嬢に向けた物ではない、どこか静かな気持ちが含ふくまれているように感じた。波一つ立っていない透とう明めいな湖のような静かさ、あるいは誰も立ち入る事を許さない冷たさが。


　それはまるで、自分自身を責めているみたいに聞こえた。





『いなくなったら、もう伝えられないから』





　るうるの兄は十年前に姿を消した。


　そして、もう一人。「マル」と呼ばれる男の子も。


　るうるが気持ちを伝えたかったのは誰なのか。


　ふっと頭に浮うかんでしまったその疑問を慌てて打ち消す。なにをくだらない事を考えて勝手に心を重くしてるんだ、俺は。


　勘かんぐりすぎだっつの。


　テーブルの上が沈ちん黙もくに包まれると、るうるが「あ、ごめん……」と小さく呟つぶやき、ぽんっと音がした。多分、あのフェルトの黒三角帽ぼうを出して、頭から被かぶってるのだろう。


　急に、御剣が立ち上がった。暗くなった雰ふん囲い気きを変えようとしたのだろう。


　御剣は言った。


「ちょっと休きゆう憩けいにしましょう。のど渇かわいてない？」


　え？


「なんか出すわ。オレンジジュースでいい？　ちょっと待ってて」


　やばいっ！　こっちに来る！


　俺は慌てて、しかし音を立てないようにカウンターの下から抜ぬけ出し、逃とう走そうを試みた。しかし、どこに逃にげればいいんだ？　ここから直接店の外に出る方法は無い。御剣達が入ってきたあの入り口しか出入り口は無いんだ。


（！　更こう衣い室だ！　あそこに隠れよう！）


　御剣達のいるテーブルからカウンター内に入る為には、カウンターをぐるりと迂う回かいするしかない。更衣室に忍しのび込む時間は十分にある！


　──と、思っていたのだけど、


「よっと」


　なんと、あろう事か、御剣はカウンターに手を置いて、一気に飛び越えやがった！


　綺き麗れいな髪かみと、ニットのカーディガンと、ひらひらのスカートが、重力に逆らってるみたいに、ふわりと浮かんでいた。


　そして、放物線を描えがいて飛ぶ御剣の着地点には、地面に這はいつくばっている俺がいた。


　空中に浮かんでいる御剣と目が合う。


「えっ!?」


　浮ふ遊ゆう中の御剣は、広がっていたひらひらのスカートを慌あわてて手で押さえた。しかし、その手は着地用に取っておくのが妥だ当とうだっただろうと思われる。そして俺は、そのひらひらに目を奪うばわれずに、とっとと逃げるべきだっただろうと思われる。


　二人の判断ミスによって、御剣は俺の体の上に覆おおい被かぶさるように落下した。





　どむっ。柔やわらかい音がする。





　俺の顔は、その音よりも柔らかな、幸福な感触に埋もれていた。


　それが御剣の胸の弾力によるものだという事を把握するのに、一瞬の時間が必要だった。


　お互いが同時にその認識に至った瞬間、御剣が思わず叫びかける。


「なっ──」


　俺は慌てて──そんな必要は無かったけど焦っていたので──御剣の口を塞ごうと体を動かし、そのせいで床で重なっている二人の体勢がまた崩れた。





　ゴロン。変な音が響く。





「みっ、御剣さんっ!?　大だい丈じよう夫ぶですか!?」


　小春さんが心配そうな声を上げる。立ち上がり、駆かけ寄ろうとする音。


　体勢が変わったせいで、今度は俺の胸に顔を埋うずめていた御剣が、急いで上半身を起こし、首から上をカウンターから出して、ぎこちない笑え顔がおを作った。


「だっ、大丈夫！　ちょっと足滑すべらしちゃっただけ！　すぐ行くから待ってて！」


　色々ごまかす為か、やたらハキハキした、らしくない喋しやべり方になっていた。


「あ、はい……」


　小春さんが席に戻もどるのを確かく認にんした後、御剣はすぐに顔を引っ込め、俺を見る。もちろん笑顔ではなかった。怒いかりに満ちている。俺の襟えりを摑つかみ、その顔を至近距きよ離りに寄せ、囁ささやいた。


（なんでここにいるのよ！　盗ぬすみ聞きしてたっての!?）


　俺も囁くような声で反論する。


（マスターに騙だまされたんだ！）


（あいつがどうしたってのよ！）


（バイト代の代わりとかなんとか言われてここに押し込まれたんだ！　盗み聞きするつもりなんか全然ホントに神に誓ちかって無い！　でも、出るに出られなくて……！）


　急に御剣の手から力が抜ける。目を逸そらし（あのスケベオヤジめ……）と呟いた後、俺の襟を摑み直した。


（ちょっと待ってなさい）


　そして、深呼吸をしてから立ち上がり、カウンターの外に呼びかけた。


「ねえ、やっぱり水那斗の部屋で話さない？　ここだと、なんか落ち着かないし」


「あ！　賛成です。実は私、クッキー焼いて来たんです！　ちょっとお店で出すのはやめた方がいいかなと思ってたんですけど……」


「アイのクッキー食べたい！」


「じゃあ決定ね。先に行ってて。アタシ、ジュース作ってから行くから」


「アイ、行こ」


「あ、はい！」


　とてとてと歩く音、やがて階段を上る音がして、静かになった。


「……ふう」


　御剣が息を吐はく。かなり緊きん張ちようしていたらしい。さっきの言葉も微び妙みように上うわ擦ずっていた。


「もう大丈夫よ。今の内に出て行きなさい」


　俺は起き上がりながら、服装を整えた。


「す、すまんな。借りが出来た」


「ん？」


　冷蔵庫から出したオレンジジュースをコップに注ぎながら、御剣は「借りかあ……」と呟いた。そして、小さな笑みを向ける。


「この前のでチャラでいい」


「この前？」


　更こう衣い室で話をした時の事か？


「あーでも、あの時はアタシがコーラ奢おごったんだっけ。じゃあ、部室でお水ぶっかけた時の。あれとチャラって事にする」


　そういえばそんな事もあったな。


「いやでも、あれはそもそも──」


「ああもういいから。さっさと行くのよ」


「……わかった。じゃあな」


　俺は二階から誰だれかが様子を見に来ないかドキドキしながら、店内を通って、静かに入り口に向かった。鈴すずを鳴らさないように扉とびらを開けるのはかなり大変で、我ながら滑こつ稽けいな事をしているなと思った。


（くすっ）


　笑われた気がしてカウンターを見返すと、御剣は冷蔵庫にジュースをしまう所だった。こちらを見ていなかったが、耳が赤くなっていた。やっぱり笑ったな……？


　しかしそれを咎とがめる余よ裕ゆうなど無い。無言で扉を閉め、一目散に店から逃にげ出す。脱だつ出しゆつ成功だ。


　走りながら、御剣の言葉を思い出す。


「チャラ、ねえ」


　冷静に考えると、こと御剣に関しては俺の方が貸しが多いのでは無いだろうか。


　自分の行動を棚たなに上げてしまうけど、ホントにあいつは人に謝ることを知らない。いや、四月にるうるをずぶ濡ぬれにした時はちゃんと謝ってたから、単に俺に対しては謝罪する意思が無いというだけか。なんか腹立ってきた。


　やはりこれではチャラにならん。御剣にはなんらかの形で水みず浸びたしになってもらおう。


　俺は走りながら、様々な水みず攻ぜめの方法を頭に思い浮うかべた。


「……ん？」


　急に頭の中でひらめきがあり、それがなんなのかを確かめるために、走る速度が徐じよ々じよに落ちていく。頭の中で今考えた事をリピートする。


　足を完全に止めた時に、気づいた。


「そうか、水攻めだ」


　あの本、「方法序説」に隠かくされていた謎なぞが、解けた。
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　第五章　六月五日（日）　三角四角探訪







　翌日の日曜日。俺達は「ねこのあしあと」に集まっていた。香奈恵嬢じようを含ふくめ六人全員が揃そろっている。俺が昨日の夜に招集をかけたのだ。とは言っても、俺が電話したのはるうると碓氷だけで、るうるには他ほかの女子二名に、碓氷には香奈恵嬢に連れん絡らくをつけてもらった。


「で、なんなのよ犬海」


　ネコミミウェイトレス姿の御剣が俺をジト目で見る。御剣が日曜日バイトだった事を忘れていた。相変わらず表面積の少ない制服で、テーブルに肘ひじをついていると、むき出しの肩かたやら強調された胸むな元もとというか谷間やらが迫せまってきて目の毒だった。


　いつもの事だけど、客は俺達しかいないので、ウェイトレスがソファで足を組み、大だい胆たんにふとももをさらけ出した、だらしない格好をしていても特に問題は無い。いや問題はあるのかもしれないけど、マスターがなにも言わないので気にしない事にする。


「いつまでじろじろ見てんのよ？」


「２ptポイントダウン」


　……オホン。俺はカバンから「方法序説」を取り出して机の上に置いた。


「次のヒントが分かった」


「ホントかい？　タマぴょん！」


　碓氷が大げさに喜ぶ。俺は頷うなずいた。


「まだ実際に確かく認にんした訳じゃないけどな。これから検証する。みんなの前でやった方がいいと思ったし、先に碓氷に確認しておきたかった」


「確認？　なにを？」


　俺はまたカバンを漁あさり、カッターを取り出した。刃はを出しながら碓氷に聞く。


「碓氷、図書委員なら、本の修しゆう繕ぜんとかするよな？」


「？　ビニールカバーの修理ならやるけど。貼はり直しとか。それが？」


「丁度いい。じゃあ、今から俺がする事を、後で上手うまく処理しといてくれ」


　俺は左手で「方法序説」を押さえて、そこにカッターをスパッと差し込んだ。


「犬海!?」


「なにをするんだタマぴょん！」


　御剣と碓氷が叫さけび、小春さんは口を両手で押さえて目を見開いていた。るうるは我関せずとオレンジジュースをちゅうちゅう吸っている。香奈恵嬢は顔を動かさずに、視線だけちらちらと俺と碓氷の間を往復させていた。


「大だい丈じよう夫ぶだよ。本を切った訳じゃない。切ったのはこれだ」


　文庫本を持ち上げて、碓氷の方に見せる。


「……ビニールカバー？」


「そう。図書館の本は、本体と本をくるんでいるカバーをひとまとめにしてビニールのカバーでくるんでいる。このやり方だと、本と表紙の間に隙間ができるんだよ。オルカゲームの設問者マスターは、そこにヒントを仕込んだんだ」


　俺が空中で文庫を振ふると、切り込みを入れた所から、小さな紙し片へんが一枚、ぺらぺらと落ちてきた。るうると香奈恵嬢を除いた三人が驚おどろく。


　俺は本を持ち直して、自分が切り込みを入れた所を指差す。


「見ると分かるけど、この本のビニールカバーは何度も補修されて、貼り重ねられている。多分だけど、一番外側の一枚は、設問者マスターが、今の俺みたいにビニールカバーを切り開いてヒントの紙を隠かくし、その上から貼り直した物なんだ」


「凄すごいよタマぴょん！　こいつは盲もう点てんだった！　どうやって気づいたんだい？」


「ああ、それは御剣を水みず攻ぜめにする方法からブックカバーの防水を連想して……」


　……おっと。


「アタシがどうしたっての？」


「ま、まあ、それはいいだろ。さて、次のヒントはなにかな？」


　取り繕つくろうように言う俺をいぶかしげに見つつ、御剣がテーブルの上に落下した紙片を拾った。


「……なに？　これ」


　首を捻ひねる御剣から紙片を受け取る。


　紙の右みぎ下した隅すみには「４／６」と書いてある。これがオルカゲームの次なるヒントなのは間ま違ちがい無いだろう。しかし……。


「なんだこれ？」


　文庫の表紙より二回りくらい小さな紙には、図形が三つ書かれていた。中央に長方形。短い方の辺に、その辺を一辺とする正三角形がくっつき、そのくっついてる辺の上に、小さな黒丸がちょんと置かれている。


　机の上に置くと、みんなが覗のぞき込んだ。


「地図……かな？　次の場所を示す為ための」


「それにしては図形が抽ちゆう象しよう的過ぎない？　どこを示してるって言うのよ」


　ふむ。


「もし地図なんだとすれば、この黒丸の所が目的地だろうな。でも、この三角と長方形は何を表してるんだ？」


「うーん。道、かな。もう少しヒントが欲しい所だね。タマぴょん」


「俺に言うな。俺が考えた訳じゃないんだから──」


　言っていて、思いついた事がある。でも、それは碓氷が言う所の「ヒント」レベルの物だ。


「ん、なにか分かったの？」


「分かったという程ほどじゃない。あのな、設問者マスターが工藤先せん輩ぱいにせよ、るうるの兄貴にせよ──」


「お兄ちゃんだよ」


「──どちらにせよ、このゲームは五年、あるいは十年の間、隠されていたって事だ」


「それがどうしたんだい？」


「となると、どのヒントも、そう簡単には失われない場所に仕込まれてると予測出来る」


「うーん、まあ、そうかもね」


「だとすると、屋外にヒントが置いてあるとは考えにくい。誰だれかが持って帰るかもしれないし、雨で流れてしまうかもしれない。とすれば」


「とすれば？」


　俺は三つの図形が描えがかれた紙を指差す。


「これは、屋外のどこかを示しているんじゃなくて、なにかの建物を指しているんじゃないか？」


　御剣がネコミミカチューシャをぴょこぴょこ動かしながら、呆あきれた顔を向ける。


「それ範はん囲いを狭せばめたつもり？　この地球上にいくつ建物があるかあんた知ってるの？」


　ぐぬぬ。もう少し考える。


「……部室に、図書館、じゃなくて体育館と来てるから、次も学園内の施し設せつなんじゃないかな」


　俺がそう言うと、小春さんが小さく「あ……」と呟つぶやいた。


「？　小春、どうしたの？」


「あ、あのその」


　小春さんが、恐おそる恐る紙を持ち上げる。そして、三角形の方を上に向けて、紙を縦にして、俺達に向けた。そして、こわごわと言った。


「これ、もしかしたら、時計塔とうじゃないでしょうか？」





　　　　◆





　東京都の郊こう外がいに広大な敷しき地ちを持つ帆群守学園には、学園の内と外とを隔へだてる壁かべって物が無い。「地域社会に開かれた学校」という方針による物らしい。なので、校門もあるにはあるけどそこをくぐらないと中に入れないという事では全然無い。名目上の物だ。


　その名目上の校門を抜ぬけたすぐの所に、通つう称しよう「時計塔」と呼ばれる建物がある。





「まあ、集会講堂の一部が縦に出っ張ってるだけで、『時計塔』という独立した建物がある訳じゃないんだけどね」


　集会講堂の前に到とう着ちやくすると、碓氷が三角屋根の建物を指差しながらそう言った。


　小春さんの発案を確かく認にんする為に、俺達は「ねこのあしあと」を出て学校に来ていた。ちなみに御剣はバイトの昼休きゆう憩けいを延長してもらって来ているので、夕方前には店に戻もどらなければならない。当たり前だけどネコミミウェイトレスではなく、私服に着き替がえている。


　時計塔──碓氷が言うには集会講堂の一部──は、確かに直方体と四角錐すいの積み木を組み合わせたようなシンプルなデザインで、あの紙切れに書いてある絵のようにも見えた。


　直方体の四面には、それぞれ違ちがったデザインの大きな時計が描かれている。


　四月の入学式の日、俺が初めてるうるの姿を見たのも、この時計塔だった。あの時、るうるはあの三角屋根の縁ふちに立っていたんだ。そして、飛び降りた。


「？　なあに、タマキ」


　無意識にぼんやりとるうるを見ていた。慌あわてて目を逸そらす。


「いや、なんでもない」


「へんなの」


　無表情で小首をかしげるるうる。あの頃ころも今も、るうるの表情の乏とぼしさは変わりない。でも、会ってすぐの頃、あの無表情に含ふくまれていたピリピリとした雰ふん囲い気きは、今はそれほど感じられない、ような気がする。


「で、ここの何処どこを探すわけ？」


　御剣に聞かれ、俺はもう一度紙切れに目を落とす。黒い丸印は、長方形と三角形の辺が接する所に描かれている。


「これを見ると、三角屋根と、下の建物の間らへんぽいけど、そこに部屋でもあるのか？」


　碓氷の方を見ると、碓氷は携けい帯たい電でん話わを操作しながら答えた。


「タマぴょんは時計塔に入るのは初めてかい？」


「俺は──」


「いや聞かなくてもわかるよ。ここは学園内の有名デートスポットだからね、タマぴょんは来た事ないだろうさ」


「……なら聞くな」


　狐きつねっぽい顔が「ごめんごめん」と人ひと懐なつっこく笑う。


「この直方体の部分は吹ふき抜けの休憩所になっていてね。休みの日でもベンチに座ってるカップルがいたりするんだよ。で、その上は……、これさ」


　碓氷が携帯電話の画面をこちらに向けるので、俺は覗のぞき込んだ。





●６月３日（金）の噂うわさヘッドライン


［★★★］ここ数日高等部に出しゆつ没ぼつする女子中学生は何者？　「戦時中の幽ゆう霊れい」説急速浮ふ上じよう中。


［★★］　【お詫わび】「いちごオレ」が売れすぎて在庫ゼロになりました。近日入にゆう荷か予定。


［★★］　【校内デートスポット：時計塔編（２）】機械室に自由に入れる事、知ってました？


［★］　　高等部図書館は次の土日は完全閉館に。自習目的の受験生は注意！


［★］　　野球部エース伝田君に見え隠かくれする、謎なぞの美女の影かげとは一体！





「……また『噂屋』か」


「おや？　タマぴょんは嫌きらいかい？」


「別に好きでも嫌いでもない。で、これが？」


「『校内デートスポット』って所を読んでよ。時計塔の上には機械室って呼ばれる部屋があってね。そこは誰だれでも入れるわけ。まあ、窓があるだけの、なにもない空間だけどね」


「何も無い？」


「昔は、外の壁かべの時計を動かす為ための機械が置いてあったって聞いた事あるわ」


　御剣が腕うでを伸のばしながら答えた。私服で学校に来ているのが気になるのか、さっきから微び妙みように体を動かしたり、周りをキョロキョロしている。


「今は、時計の機構が小型化して、その部屋が必要無くなったんだって」


「その通り。それで、今は穴場のデートスポットになってるわけさ」


「早く行こ」


　碓氷の解説に飽あきたのか、るうるが俺の袖そでを引っ張る。小春さんは、ぼんやりと塔とうを見上げていた。


「そうだね、それじゃあ、行ってみようか」


　五、六段ほどの小さな段差を上って、時計塔の真下にある扉とびらに到着する。


　壁がガラス張りになっていて、中を覗くことが出来た。碓氷の言う通り、がらんとした空間に、不規則にベンチが置かれていた。


　そのベンチに、何人かの男女が肩かたを寄せ合って座っている。制服だったり、私服だったり。なるほど、デートスポットって訳だ。


　重そうな扉をるうるが一いつ所しよ懸けん命めいに押して開き、一番乗りでとてとてと中に入っていく。るうるの奮ふん闘とうぶりに苦く笑しようしつつ、俺と碓氷は扉をくぐった。後から御剣や小春さん達が続く。


　中はとても静かだった。座っている男女も、ただじっとしているように見えた。





「……を言え」





　御剣が小声で呟つぶやく。


「え？　なんて言った？」


　俺が聞き返すと、隣となりに立っている御剣が、俺をジト目で睨にらんだ。


　あれ？　御剣は俺の後ろにいたんじゃないか？　いつの間に碓氷と場所を変わったんだ？


　顔が微妙に紅潮している御剣は、少し怒おこった表情を作って、もう一度言った。


「『感想を言え』って言ったのよ！　恥はずかしいから何度も言わせないでよ！」


　細くて白い、そして綺き麗れいにくびれた腰こしに両手を当て、御剣は俺を上うわ目め遣づかいに睨み付ける。


　赤いビキニの水着が、御剣の肌の白さをより強調していた。背中に回る白い紐ひもが少しだけ肌に食い込んでいて、健康的な弾だん力りよくと柔やわらかさを俺に見せつけていた。


　普ふ段だんの服装でも分かってはいたつもりだけど、水着になるとそのスタイルの良さが如によ実じつに伝わってくる。ずっと見ていたいけど、もったいなくて見続けられない。そんな感じだった。


　男だったら見とれずにはいられないその格好を見て、俺はなんとか感想を言葉にした。


「──いや、凄すごく似合ってる。可愛かわいいよ」


　俺が笑って答えると、御剣はぷいと海の方を向き、まだ顔を赤くしたまま呟いた。


「……よし、合格」


　付き合っているとはいえ、御剣と海に来たのは初めてだった。


　砂すな浜はまから足の裏に送られてくる熱を感じながら、砂浜を見み渡わたした。


　太陽が、真っ白な砂浜と、その先の海を、水平線の先まで照らしていた。空は一点の曇くもりもなく、青に染まっていた。


　波打ち際ぎわでは、白のワンピース水着のるうると、水色でひらひらが沢たく山さんついたビキニ姿の小春さんが楽しそうに砂のお城を作っている。なんとも微笑ほほえましい光景だ。


　その向こうでは、碓氷が香奈恵嬢じようと水のかけっこをしていた。香奈恵嬢もピンクの可愛らしい水着姿が眩まぶしい。いつもは仏ぶつ頂ちよう面づらの香奈恵嬢も、今は満面の笑えみを浮うかべて、太陽の光が反射する水を、空中にばら撒まいていた。


　ちなみに、俺の水着がトランクス型なのに対し、碓氷はブーメランだった。これは性格が出ているんだろうか。


　砂浜の客人は俺達だけでは無かった。何組かのカップルが、ビニールシートの上に座り、肩を寄せ合って海を見つめていた。


「……今、他ほかの女の子見てたでしょ」


　拗すねた声を出す御剣に、俺は「ちげーよ」と笑って言って、体を伸ばした。


　照りつける熱い太陽の日差しが、開放感を増ぞう幅ふくさせる。きっと御剣もそうだろう。


「来て良かったな」


「そうね、天気もいいし、人も少ないし」


「そうじゃなくて、御剣の──」


「え？　なに？　なんて言った？」


「──いや、なんでもない」


「なによ。今なんて言おうとしたの？　私がどうしたって？」


「なんでもないってば。さあ、泳ごうか！」


「もう！　そうやって誤魔化して！」


　来て良かった一番の理由は、御剣の水着姿を見られた事だとは敢あえて言うまい。いや、言った方が御剣は喜ぶかな？　態度では怒ったフリをするだろうけど。





　──さて。さっきから首筋が痒かゆいのはなんなのだろう。





　何かを忘れている気がする。それがなんなのかは分からないが、なぜか、あまり思い出したいと思えない。思い出すと、今のこの楽しさが消え失うせてしまうような気がして。


　だけど、実際にはもうそれに気がついて、敢えてそこから目を背そむけているという気もする。だから、こんないい天気なのに、御剣と一いつ緒しよに海に来てるのに、こんな眼福な水着姿を拝んでいるのに、心底楽しむ気分が湧わいて来ない。


　頭を振ふる。考えすぎだ。深呼吸して意識を切り替かえよう。


　俺は腕うでを広げ、胸むね一いつ杯ぱいにこの真夏の空気を吸い込み──


　──ああ、そうか。


「なにしてんのよ。先行くわよ」


　海に向かって歩き出そうとした御剣の右みぎ腕うでを摑つかむ。振り返っていぶかしげな顔を向ける御剣。


「なによ？」


「……もうちょっと、この状じよう況きようを楽しみたかった気持ちが無いわけでは無いんだが」


「はあ？　なに言ってるの？」


　俺は、後ろ髪がみを引かれる思いで、本来あるべき《理》を告げた。


「《今は六月だ》」





　ぱちん。





　──吹ふき抜ぬけの休きゆう憩けい所の真ん中で、俺は御剣の腕を握にぎり、見つめ合っていた。


　呆ほうけたような御剣の顔が、みるみる赤くなっていく。さっき砂浜で見たような恥じらいによる物とは微び妙みように違ちがう。微妙というか、八割くらい怒いかりによる物だって事が表情から分かる。


「な、なんなのよ今のは！　あとその手を放せ犬海！」


「あっ！　わりい……」


　無意識に握り続けていた腕を放すと、御剣はそれをさっと引っ込め、もう片方の手で俺が握っていた所を隠かくそうとした。


「……15ptポイントダウン」


　るうるが少し離れて俺を責めるような目で見ている。


「俺が悪いのか!?」


「言乃の水着見て鼻の下が伸のびていた分」


「ぐぬっ」


　ここは時計塔とうの一階だ。青い海も、白い砂すな浜はまも、影かげも形も無くなっていた。るうる以外の女子は顔を赤くして黙だまり、碓氷は微妙な笑顔を振りまいていた。


　ベンチで肩かたを寄せ合っていたカップル数組も、「今のなに!?」と混乱していた。彼らも、さっき砂浜に座っていたので、魔ま術じゆつに取り込まれていたのだろう。


「え、ええと、今のも魔術、なの、かな？」


　碓氷はなんとか笑顔を保とうとするが、顔の端はしが引きつっていた。


「図書館の時と同じ事が起こるかもって分かってた筈はずなのに。ぬかったわ」


　御剣が壁かべの方を向いて表情を隠しつつ答える。まあ、耳まで赤いので意味無いのだが。


「い、いやまあ、実害は無かったし、いいんじゃない？　楽しかったしさ──」


「楽しくないっ!!」


　碓氷のフォローに断固抗こう議ぎする御剣。俺はといえば、何故なぜかさっきからるうるが上うわ目め遣づかいとジト目のダブル攻こう撃げきで睨にらんできていて、とても居い心地ごこちが悪かった。


「う、碓氷、機械室に行こう」


「ああ、うん。こっちに階段があるよ」


　御剣とるうるの視線から逃にげるように、俺達は階段へと向かった。





　　　　◆





　碓氷の言った通り、機械室は窓があるだけの何も無い空間だった。


　それほど広くも無く、ベンチが窓の側そばと、壁かべ際ぎわに一個ずつ置かれているだけ。一応休憩室の体てい裁さいは取ってあるみたいだけど、四方の壁はコンクリートむき出しで、ひどく殺風景に見えた。


「外の時計と機械を繫つなげる為ための大きな穴があった筈だけど、安全の為に塗ぬり固めたらしいよ」


「なんでそんな事知ってるんだ？」


「情報は速度だよ、タマぴょん」


　俺達が上ってきた時、部屋には誰だれもいなかった。まあ、それは丁度いい。


「よし、次のヒントを探そう」


　みんなが頷うなずき返し、俺達は捜そう索さくを開始した。





　──が、





「うーん、なんにもないねえ。タマぴょん」


　むむむ、しかし、碓氷の言う通りだった。


　数分で、この部屋にはヒントらしき物が何も無い事を俺達は納なつ得とくせざるを得なかった。なにせ、部屋の中にはベンチが二つあるだけ。他ほかには物を置いたり隠したり出来そうな場所は無かった。


　念の為ため碓氷と協力してベンチを全部動かしたけど、それでも何も見つけられなかった。


「どういう事？　あの紙切れが示しているのは時計塔じゃなかったって事？」


　御剣の疑問を俺は否定する。


「いや、時計塔に入った時に魔術が発動したんだから、ここで合ってる筈だ」


「そ、そうだったわね」


　赤くなった顔を背そむける御剣。俺は紙切れをもう一度取り出して見た。


「黒い丸は、長方形の辺に重なってる。ヒントは天てん井じように張り付けてあるって事か？」


「照明はさっき散々調べたじゃない、タマぴょん」


　そうだった。手が届かないから俺が碓氷を肩かた車ぐるまして照明をチェックしたんだった。


　うーん、お手上げ……か？


「ねえねえタマキ！」


　呼ばれて振ふり返る。るうるはすぐに捜索に飽あきてしまったらしく、さっきから小春さんと窓の外を覗のぞいていた。


「どうした？」


　窓に近づくと、るうるは腕うでを伸ばして窓の外を指差した。


「ツバメの巣！」


　窓から体を乗り出して、上を見る。レンガの壁が途と切ぎれた所、三角屋根がちょこんと飛び出しているその軒のき下したに、確かに巣が出来ていた。丁度親鳥が帰ってきた所らしく、雛ひながピーパーと騒さわいでいる。


　るうるが俺の袖そでを引っ張り、慈じ愛あい20％込みの瞳ひとみを向けた。


「可愛かわいい」


「そうだな」


　とりあえず同意しておくが、別に俺達はツバメの雛を見に機械室に来た訳では無い。俺は微び妙みようにむず痒がゆい首筋に手を当てながらるうるに言った。


「るうる、お前もちゃんと探せ──」





　──待てよ。





「──碓氷。さっきの『噂屋』をもう一度見せてくれ」


「まだ自分の携けい帯たいの使い方覚えてないのかい？」


　碓氷が笑いながら携帯を操作して、俺に渡わたす。俺はそれを慣れない手つきで操作して、一日前のヘッドラインを呼び出した。


「……やっぱり」


「なにが『やっぱり』なのよ」


　俺は小さな画面に映る『噂屋』の画面を見せた。





●６月２日（木）の噂ヘッドライン


［★★★］激録！　私達の言乃様と一いつ般ぱん生徒犬海氏。お忍しのびデートで語らった愛の一部始終。


［★★］　【続報】サークル棟とうに女子中学生が忍び込んだ!?　果たしてその目的とは！


［★★］　【校内デートスポット：時計塔とう編（１）】三角屋根の中。秘密の機械室へようこそ。


［★］　　【隠かくれグルメ特集】大学部生協の「いちごオレ」がメチャクチャ美味おいしい!!


［★］　　ついに判明！　野球部エース伝田君の好みの女性のタイプ！





「……これが？」


「機械室は、三角屋根の中にあると書いてあるな？」


「あるけど？」


「おかしいだろ」


「なにが？」


　首を捻ひねる御剣に、俺は窓の外を指差して言った。


「なんで、屋根の下に置かれたツバメの巣が、窓から見上げた所に見えるんだよ。ここは『三角屋根の中』じゃない。俺達はもっと上にいなきゃいけない筈はずなんだ。つまり──」


　俺は小さく息を吸ってから、本来あるべき《理》を告げた。


「《機械室は、もう一階上があるんだ》」





　ぱちん。





　耳に残るシャボン玉の残ざん響きよう音を、首を振って消す。


　と、


　いつの間に現れたのか、部屋の隅すみに螺ら旋せん階段が置かれていた。るうるを除く四人が、呆あつ気けに取られた顔でそれを見ていた。


「よし、行くぞ」





　　　　◆





　螺旋階段を上った所は、更さらに小さな小部屋だった。


　床ゆかには木製の椅い子すが一脚きやくあるだけ。壁かべには少し大きな絵が飾かざられていた。花畑の真ん中に、ワンピースの女の子が立っている絵だった。卒業生の作品とかだろうか。


　天井を見上げると、明かり取りの為ためか、曇くもりガラスが何枚か嵌はめられていて、そこから光がばらまかれるように落ちて、木の床や、椅子や、壁の絵を照らしていた。


　俺達六人は、少しの間、その多少幻げん想そう的な光景に見とれていた。


　……あまりに蒸むし暑いのですぐに捜そう索さくを始めたのだけど。


　今度は、すぐに見つかった。るうるがいきなり花畑の絵をめくったら、そこに紙が貼はってあったからだ。その紙片には「５／６」という文字列と共に、こう書かれていた。










偽にせ物ものの星座にあるのは、善意の逆


偽物の星にあるのは、悪意の逆










　みんなが黙だまっていると、小春さんが恐おそる恐る言った。


「『偽物の星座』……って、なんの事でしょう？」


「本物では無いって事でしょうね。……当たり前か」


　御剣が自分の台詞せりふに突つっ込む。俺は別方面からのアプローチを考える。


「オルカゲームは帆群守学園の中で進むゲームの筈だ。だから、学園の中にある『偽物の星座』を探せばいい」


　碓氷が指を折りつつ考える。


「学校にあるとしたら、写真、それとも絵かな？　星空を録画した物だって偽物と言えるかもしれないし」


　御剣がおでこにじんわり汗あせを浮うかべながら反論する。


「それじゃ一つに絞しぼれない。なにか明確な『偽物の星座』がある筈よ」


　碓氷は「ふむ」と考え込む。


　と、花畑の絵をじっと見ていたるうるが呟つぶやいた。


「プラネタリウム」


「るうる？　プラネタリウムがどうしたって？」


　振ふり向いたるうるは、確信25％を瞳ひとみに浮かべて、俺を見た。


「偽物の星座。プラネタリウム」


　碓氷が肩かたをすくめる。


「んー、るーちゃん。確かにプラネタリウムは『偽物の星座』としては一番相応ふさわしいかもしれないけど、帆群守学園にはそんなカッコイイ設備は無いよ」


　碓氷が言うなら間ま違ちがい無いだろう。いくら小中高大一いつ貫かん教きよう育いくとはいえ、この学園にプラネタリウムは無いらしい。


　が、るうるはふるふると首を振った。俺は聞く。


「あるって言うのか？」


　こくん。


「京野先生が言ってた」


「言ってたって何を──」


　と、唐とう突とつに、俺は水曜日に京野先生が部室に入って来た時の事を思い出した。碓氷も御剣も小春さんもはっとした顔をする。


　全員で同時に叫さけんだ。


「「「天文部だ！」」」
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　第六章　六月六日（月）　星空はいずこ







「廃はい部ぶした!?」


　京野先生の無情な宣告に、俺と碓氷は絶句するしかなかった。





　月曜日、昼休みに入るなり、俺と碓氷、そしてるうるはサークル棟とうへと走り、天文部の部室を探して歩いた。


　ところが。


　一階から四階までくまなく歩いたにも拘かかわらず、天文部の部室は見つからなかった。


「おっかしいなあ。僕は確かに、去年の文化祭で天文部のプラネタリウム展示を見たんだけど……」


　首を捻ひねりながら中庭に戻もどろうとする碓氷を呼び止め、俺達は職員室に向かった。


　そして、京野先生に確かく認にんし、出来れば知りたくなかった事実を聞いたのだ。


　天文部はちょうど今年、部員が誰だれも入らなかった為ために、廃部になったのだそうだ。


「私も凄すごく残念なの～。顧こ問もんやるのもいいなって思ってたから～」


　ぽわぽわとした京野先生の声に、碓氷は分かりやすい落らく胆たんのポーズを見せる。


　るうるは、俺の袖そでをぎゅっと握にぎっていた。


　そして、その俺は、この先どうすべきかを考えていた。


　天文部のプラネタリウムに次のヒントが隠かくされているのは多分、間ま違ちがい無い。


　しかし、それを持っていた天文部はもう存在しない。


　俺と碓氷がチェックした限り、サークル棟には空き室が無かった。つまり、天文部の部室だった場所は、既すでにどこかの研究会が昇しよう格かくして新しい部室として与あたえられているのだ。


　プラネタリウムを回収するのは、絶望的か。


「オルカゲームの設問者マスターも、さすがに部活が無くなる所までは想定していなかったみたいだね、タマぴょん」


　……そうなのだろうか。


　実は、俺はこの時、オルカゲームの設問者マスターは、多分あの人だろうと思っていた。


　その人は、ここでゲームが終わる事を想定していただろうか？


　いや、そんな事は無い筈はずだ。


　このゲームは、クリアされる事が前提の筈なんだ。


　なにかが引っかかっている。


　この局面を打開するための何かが。


「どうしたの～、犬海君、怖こわい顔して～？」


「えっ。いえ、なんでも無いです。ちょっと考え事を……」


「あ、そうなんだ～。犬海君は、考え事するとそういう顔になるのね～。そういえば、この前サークル棟で会った時も、そんな顔してたよね～」


　サークル棟で？　ああ、あの時は香奈恵嬢じようを必死に摑つかんでいたから顔が歪ゆがんでいただけで──


　──そうだ！


「京野先生！」


「え、なに～？」


「うちの部室に来た時、晶、じゃなくて、神宮さんが一いつ緒しよに来ましたよね」


「あ、うん。それがどうかした～？」


「あの時、あいつ、じゃなくて、神宮さんは、先生の手伝いをしてたって言ってました」


「そうだっけ？　でも、それがどうかしたの？」


　小さく息を吸って言う。


「京野先生、あの時、天文部の備品を回収に行ってたんじゃないですか？　って事です」


「え、タマぴょん、何を突とつ然ぜん──」


　碓氷はいぶかしがるが、京野先生は目を大きくして驚おどろいていた。


「すご～い！　どうして分かったの～？」


　ビンゴ！


「えええ？　タマぴょん、どういう事？」


　驚く碓氷。るうるも、少しだけ瞳ひとみを大きくして俺を見上げている。俺は説明した。


「晶が抱かかえてたバッグには、『ＡＧ』って書いてあった」


　あの時、俺は、あのＡＧが晶のイニシャルだと勝手に思っていた。でも違ちがったんだ。


「『ＡＧ』はＡｓｔｒｏｎｏｍｙ天文学の　Ｇｒｏｕｐ集団の略、つまり天文部の事を表してたんだ」


「!!　なるほど！」


　京野先生は唇くちびるに指を当て、楽しそうに俺達を見ていた。


「うーん、犬海君、なかなかいい勘かんしてるね～。ま、半分正解って感じかな」


「半分？」


「確かにあのカバンは旧天文部の備品よ。プラネタリウムの投とう影えい機なの。今は私が保管してるわ。これが半分正解」


　！　プラネタリウムがある！　俺達は無言で視線を交かわした。


「残りの半分は、ＡＧの略語ね」


「略語、ですか？」


　先生はちょっと目を細め、いたずらっぽく笑った。


「あれはね、Ａｓｔｒｏｎｏｍｙ天文学の　Ｇａｎｇ悪ガキ共って意味なのよ」
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　　　　◆





「これが、プラネタリウム、なんですか？」


　テーブルの上に置かれた白い半球を覗のぞきながら、小春さんが不思議そうな顔をしている。


　放課後。俺は京野先生からお借りした「ＡＧ」のイニシャルが入った黒のビニールバッグを持って、部室にやって来た。部室には香奈恵嬢を含ふくむ五人が揃そろっていた。


　バッグから装置を取り出し、碓氷に手伝ってもらって設置する。


　机の上に置かれたそれは、電源ケーブルが伸のびた四角い木の箱と、その上に載のっかった直径60cmほどの白い半球で構成されていた。半球はどうやら紙を何枚も重ねて作った張り子のようだ。ポツポツと、所々に穴が空いている。


「もっと複雑な物なのかと思ってたわ、アタシ」


　俺達の作業を眺ながめていた御剣が、椅い子すの上で左足を抱だき寄せながら言った。るうるはテーブルにかじりつくように装置を見つめている。瞳には85％の好こう奇き心しんが浮うかんでいた。香奈恵嬢は、碓氷に言われて、部室のカーテンを閉じていた。


「けいちゃん先せん輩ぱい、窓は閉めますか？」


「あー、いや、カーテンだけでいいよ。タマぴょんいいよね？」


「構わん。窓まで閉めたらこの部屋は蒸むし風ぶ呂ろになる。部屋が暗くなればいい」


「香奈恵、カーテンだけでよろしく。明かりが入らないようにね」


「はい」


　今日は雨こそ降らなかったものの、曇くもり空で不快指数ＭＡＸだった。夏に入る前に、本気で冷れい房ぼう設備の検討が必要だな。るうるはきっと夏休み中も部活をすると言い出すだろうから。


　香奈恵嬢が暗幕──欧おう文ぶん研のカーテンは遮しや光こう性なのだ。正直見てるだけで暑い──を閉めている間に、碓氷はどこから借りてきたのかよくわからん延長ケーブルを床ゆかに這はわせていた。電源ケーブルの長さを補う為ためだ。


「プラネタリウムっていうのは、基本的にはどれも原理は同じで、ひどくシンプルなんだよ」


　プラグをコンセントに差し込みながら、碓氷は説明する。


「球体に穴を空けて、内側から電球で照らす。すると穴から光が漏もれて、スクリーンに投影される。それが星ってわけ。穴の空け方や、電球の性能とかの違いはあるけど、基本はこれだけ」


　テーブルに戻もどって来て、白い半球に軽く手を載せた。


「だから、これも立派なプラネタリウムだよ。まあ、この形式だと北半球の、それもある一つの季節の空しか見れないだろうけどね。それでも、高校の部活動で作った物としては、力作なんじゃないかな」


　碓氷が解説している間に、カーテンを閉め終えた香奈恵嬢じようがテーブルの側そばに来ていた。


「さて、準備ＯＫだよ。タマぴょん」


「よし、じゃあ『偽にせ物ものの星座』を確かく認にんしてみようか。るうる、スイッチの位置分かるか」


　こくん。装置から目を逸そらさずに頷うなずく。


「じゃあそこに手をかけておいて、俺が電気を消したら点つけてくれ」


　こくん。


　カーテンを閉めた部室は本当に真っ暗になるので、部屋を暗くしてからプラネタリウムの電源スイッチを探すのはちょっと大変なのだ。


　入り口の横にある電灯のスイッチの前まで歩いてから、テーブルを振ふり返る。るうるは小さな手を伸ばして、木の箱から飛び出しているスイッチに指をかけていた。


「よし、消すぞ」


　俺は部室の明かりを消そうとして、


「あ、そうだ」


　一つ思いついた事があって、またテーブルの方を向いた。


「また魔ま術じゆつが起動するかもしれないから、みんな十分に注意を──」





　カチッ。





　俺がまだ電灯を消していないのに、るうるが待ちきれずにプラネタリウムの電源を入れた。


「おい、るうる！」


「なあに？」


　隣に立っていたるうるが、上目遣いで俺を見上げてくる。


「どうかした？」


「……いや、なんでもない」


「へんなの」


　そう言って、るうるはその顔に、ふわりと、小さな、微笑ほほえみを浮かべた。静かな夜に浮かんだその瞳ひとみに、思わず吸い込まれそうになる。


　淡あわいピンク色の浴衣ゆかたを着たるうるは、いつもの三割増しで可愛かわいく見えた。夜の風は涼すずしいのに、妙みように体から熱を感じる。


「お祭り、終わっちゃったね」


「……ああ、そうだな」


　付き合いだして間も無い俺達は、花火大会でのデートの終わりを惜おしんで、近くを散策していた。ずっと先の方で、碓氷と香奈恵嬢が手をつないで歩いている姿が見えた。ここから見える範はん囲いには、小春さんと御剣はいなかった。


「花火、きれいだったね」


「……ああ、そうだな」


　曖昧に頷く。


　実は、花火はあんまり印象に残っていない。


　空に大輪が咲く度、ぱっと輝くるうるの笑顔の方に、気を取られていたから。


　そっちは、間違い無く、なんの根拠も証明も必要無しに、綺麗だった。


　道の真ん中で、るうるが立ち止まる。俺も足を止めた。


　見上げると、満天の星空が、俺達を見下ろしている。天の川もはっきり望む事が出来た。夜なのに、空が眩まぶしかった。胸が一杯になるほど、綺き麗れいな光景だった。


　だけど、そんな風に感じるのは、この景色のせいだけじゃないと思う。誰だれと一いつ緒しよに見ているか。そっちの方が、多分ずっと重要なんだ。


　そっと、俺の右手に、小さな指が絡からまる。るうるの手は、いつもは冷たいのだけど、今日は、ほんのりと、熱を帯びていた。


「……２ptポイントダウン」


「どうして？」


「タマキ、空ばっかり見てる」


　俺は苦く笑しようしながら、満天の星空から視線を剝はがし、るうるを見た。見上げてくるその大きな瞳にも、無数の星が映り込んでいた。やっぱり、思わず吸い込まれそうだ。


「これでいいか？」


　こくん。小さく頷く。


「さっきのダウンは取り消し」


「さんきゅな」


「でも、取り消すのは１ptだけなの」


「１ptだけ？」


　こくん。


「あと１pt分はどうしたら取り消してくれる？」


　今度は頷いたまま、顔を上げない。


「るうる」


　名前を呼ぶと、るうるは静かに顔を持ち上げた。


　俺を見つめる瞳が、僅わずかに潤うるんでいる。瞳に映り込んだ星空が、余計に輝かがやいて見えた。


「るうる？」


　もう一度呼びかける。すると、るうるはその潤んだ瞳を、ゆっくりと閉じた。


　そして、小さな顎あごを僅かに上げて、少しだけ、体をこちらに寄せてきた。


　まるで、俺に、身を委ゆだねるように。


　これは……。


　俺は、こういう時にどうするべきなのか、誰に教えられた訳でも無いのに、まるで生まれたときから知っていたみたいに、右手に絡んだるうるの指を静かに解ほどき、るうるの方を向いて、小さな両りよう肩かたに静かに手を置いた。


　そして、その小さな、濡ぬれた、唇くちびるに、ゆっくりと顔を寄せて──





　──





　────





　──────ああ、くそ。





「……やっぱり、反則だよな」


「え？」


　るうるが小さく驚おどろいて目を開く。至近距きよ離りで見つめられて、よりもったいない気分になる。


　俺は後ろ髪がみを引かれる思いでるうるの肩かたから右手を外し、さっきからずっと猛烈に痒みを訴え続けていた首筋を押さえた。


「タマキ？」


「るうる、今度うちの田舎いなかにみんなで行こう。そしたら、これを見せてやれる」


「なんの、こと？　これってなに？」


　俺は、名残なごり惜おしさを感じながらも、その気持ちを振ふり切り、あるべき《理ことわり》を告げた。


「《満天の星空なんて、東京では見られない》」





　ぱちん。





　耳の中からシャボン玉の残ざん響きよう音が消えた頃ころには、景色は元の部室に戻もどっていた。


　俺は右手を電灯のスイッチにかけていて、すぐ横にるうるが立っていた。


　るうるはかかとを上げて、背せ伸のびするポーズになっていた。


　少しの間、その姿を維い持じしていたるうるは、やがて、持ち上げていたかかとをちょこんと床ゆかに下ろし、そしてそっぽを向いて呟つぶやいた。


「理性的な判断。２ptアップ」


「ありがたいね」


　と、るうるはぴっと俺の方を向き、小さく睨にらんだ。


「やっぱり３ptダウン」


　……なんだそりゃ。


「あっれー、もう終わり？　もうちょっと楽しみたかったよー。タマぴょん」


　碓氷が笑え顔がおで両手を広げる。


「香奈恵の浴衣ゆかた姿可愛かわいかったなー！　お人形さんみたいだったよ！」


「や、やめて下さい、けいちゃん先せん輩ぱい！　恥はずかしいんです！」


　香奈恵嬢じようが顔を真っ赤にして立ち上がり、抗こう議ぎするように碓氷の裾すそを握にぎる。


　テーブルの反対側では、小春さんが赤い顔をしてうつむいていた。


「あ、あの、御剣さんの、浴衣姿。すっ、すっごく、素す敵てきでした……」


　御剣は、左ひだり膝ひざを両手でぎゅーっと抱だきしめながら、窓の方を向いている。耳まで真っ赤だ。


「こっ、小春だって、綺き麗れいだったわよ。やっぱり、スタイルがいいと、ゆ、浴衣も映はえるのよね……！」


「そ、そんな、事、無い、です……」


　そのまま二人とも赤い顔のまま黙だまり込む。……？　なんだこのぎこちない会話は？


「御剣？」


「な、なによっ！　なんでも無いのよっ！　あれは魔ま術じゆつのせいなんだから！　文句あんの!?」


　言っている事の意味が全く分からない。


　小春さんも「そっ、そうですよ……ね」となんだかよく分からないが同意している。


「まだなんにも言って無いんだが」


「いっ、いいでしょっ！　この話はもう無し！　さっさと始めなさいよ！」


　よく分からないがまあいい。


　魔術が発動した所からも、このプラネタリウムがオルカゲームの次なる、そして恐おそらくは最後のヒントなのは間ま違ちがい無いだろう。


「るうる、席に戻っとけ。明かり消すぞ」


　こくん。


　るうるがとてとてと戻り、プラネタリウムのすぐ側そばの席に座ったのを確かく認にんしてから、俺は電灯のスイッチを消した。


　瞬しゆん時じに、部室が暗くら闇やみに包まれる。


　と、同時に、


「……わあ！」


　るうるの驚く声が部室に響ひびいた。


　プラネタリウムのスイッチはるうるが入れっぱなしだったので、部屋が真っ暗になった途と端たん、テーブル上の装置から漏もれる光の粒つぶが、部室全体に投とう影えいされた。


　ゲームの詰つまった棚たなに、黒いカーテンに、天てん井じように、空中に浮うかぶ飛行機模型の腹に、それにテーブルを囲んでいる俺達自身にも、星が映し出されていた。


「うーん、これはこれで、なかなか雰ふん囲い気きが出てて、いいね」


　暗闇の中でぼんやりと姿が見える碓氷が、楽しそうに言った。同じ事を俺も思っていた。


　半球に空けられた穴の数はせいぜい数十個で、さっき、魔術によって見せられた満天の星空とは比べものにならないし、ぱっと見でもただの電灯の明かりだと分かるものだったけど、それが部室や俺達自身を使って光っているのを見ると、これはこれで幻げん想そう的な光景と言えた。


「綺麗」


　るうるが呟く。


「そうだな」


　俺達は、しばらく、部室が星空の海に沈しずんでいる姿を黙って眺ながめていた。





　……が、部屋はどんどん蒸むし暑くなっていった。御剣が我が慢まんし切れず言った。


「で、ここから何を探せばいいわけ？」


　そうだった。プラネタリウムを堪たん能のうするのは目的ではない。オルカゲームの次なるヒントを探さなければならないのだった。


「ええと、紙し片へんにはなんて書いてあったんだったか」


「タマぴょん、『偽にせ物ものの星座にあるのは、善意の逆　偽物の星にあるのは、悪意の逆』だよ」


　碓氷がそらんじる。俺は、言葉に出しながら考えた。


「『偽物の星座』ってのは、このプラネタリウムが映し出す星空の事だろうな。『善意の逆』ってなんだ？」


　御剣が答える。


「悪意じゃないの？」


「そうだな。とすると、この星空には悪意がある事になる。そしてそれが『偽物の星』なんだ」


　天井を見上げる。そこら中に散らばっている光の点。この中に、「偽物の星」があるんだ。


「……碓氷」


　視線を真上に上げたまま聞く。


「なんだいタマぴょん」


「オルカ座とかって星座はあるか？」


「シャチ座って事かい？　聞いた事無いな……。それに、このプラネタリウムで映し出しているのは、黄道の12星座と、有名どころの星くらいだよ。仮にオルカ座とやらが実在しても、そんなマイナーな物は含ふくまれて無いと思うな」


「そうか……」


　俺は体を起こし、テーブルの周りに座っている面々を見み渡わたした。るうると小春さんはぼんやりと天井を見上げている。御剣はもう星座には興味が無いらしく、恥じらいも無しにスカートをばたばたと扇あおいで、この蒸し暑さを凌しのいでいた。


「こっち見るな」


　ならするな。と思ったけど、反はん撃げきが怖こわかったので言葉には出さず、視線を移して凌いだ。


　香奈恵嬢は椅い子すに座ったままじっとしている。香奈恵嬢の制服に投影されているいくつかの星の粒が、時折瞬またたいているように見えた。


　やがて、俺は考えをまとめた。碓氷に言う。


「じゃあ双ふた子ご座ざだ」


「双子座？　どうして？」


「いいから。双子座はあるか？」


「あるよ。このプラネタリウムは北半球の夏の星座だからね。ほら、こっち側の壁かべを見てよ」


　碓氷が薄うす暗くらがりの部室の中を立ち上がって、棚が嵌はまっている壁を指差した。


「この辺りに散らばってる星が双子座だよ。この上にある大きな二つがカストルとポルックスっていう恒こう星せいで、双ふた子ごそれぞれの顔の部分を表している。そこからこんな感じに二本に分かれていて……」


　碓氷が腕うでを広げて双子座の輪りん郭かくを描えがく。


　聞いていて、俺は気になる事に気づいた。


「碓氷。そのカストルとポルックスとやらの間にある小さな星は何を表しているんだ？」


「え？　双子座にはそんな場所に位置する星は無いけど……あれ、確かに光ってるね」


　それは、他ほかの星を表す光より一回り小さく見えた。しかも、その星だけは、他の星と違ちがって、青白く光っていた。


「これだけ色が違うね。……おかしいな、僕の知る限り、双子座の中にこんな星は無いよ」


「ビンゴだ。それが『偽物の星』だ」


「うーん、そうかもしれないけど、なんで双子座なんだい？」


「後で説明する。それより、プラネタリウム本体の、その星の位置の穴はどれだ？」


「ちょっと待って」


　碓氷がテーブル上の装置に近づき、俺もその横に立つ。


「ええと、投とう影えい元は向きが逆になる筈はずだから……」


　半円球の上を指でなぞっていき、


「これだね。ああ、星に色が付いてるのは、これが理由だね」


　碓氷が指を差した所には、一個だけ、青いプラスチックのような、凄すごく小さなピンのような物が飛び出していた。


「光ファイバーだよ。ん？　これ動くな……」


　碓氷が出っ張っている光ファイバーとやらを押すと、まるでそれが何かのボタンであるかのように、すぽんと半円球の中に押し込まれた。


「あれ？」


　と、その時。


　急に半球体から漏もれる星々の明かりがチカチカと点てん滅めつを始めた。部屋が暗くら闇やみに包まれたり、星空が浮かび上がったりを繰くり返す。


「どうした？」


「なんだろ、断線かな」


　碓氷がテーブル上の装置に顔を近づけ、星の穴から中を覗のぞき込もうとし、直後、ハッとした顔をして俺を見上げた。


「あ……」


「どうした碓氷」


「タマぴょん、後ろ！」


　言われて振ふり返る。とはいえそこにはボードゲームが詰つまった棚たなしか無くて──





　──少女が、浮うかんでいた。





　っ、いや違う。浮かんでいるんじゃない。それは棚に投影された映像だった。ゲームの箱のでこぼこに沿って、少女の像が結ばれている。


　初等部の制服を着ている。髪かみが腰こしまであり、前髪に隠かくれて表情が見えなかった。


「……プ、プラネタリウムって、こんな事も出来るんですか？」


　小春さんが、少しだけ声を上うわ擦ずらせながら聞く。


「そういう装置もあるかもしれないけど……、これには、そんな機能は無いと思う」


　碓氷がそう言って、ゴクリとつばを飲んだ。


　ガタリ、と、窓まど際ぎわで椅子が動く音。御剣が立ち上がったのだろう。


「魔ま術じゆつね」


　俺は思わず一歩後ずさり、すぐ後ろのテーブルにぶつかった。


『フフッ』


　俺の行動を笑ったのか、壁に映った少女は笑えみを浮かべる。


　碓氷が俺の横に立ち、その少女に呼びかける。


「工藤先せん輩ぱい……です、か？」


　その言葉には、微び妙みように自信が欠けていた。自分でもそうだと信じていないように。


　やがて、少女が口を開く。


『女の子が、好きな男の子と同じ時間を過ごしたいと思うのは、正当な権利』


　その声は、子供のようにも、年相応のようにも、もっと大人の女性のようにも聞こえた。いくつもの声が重なっていたのかもしれなかった。


『二人でアイスを食べたかった』


　女の子は、棚を階段に見立てたように足をかけ、一段ずつ登り始めた。


『二人で海に行きたかった』


　上まで来ると、映像は棚に腰をかけるように座り、足をぶらぶらさせた。


『二人で、星を見たかった』


　ふわりと、その体が浮かび上がるように、天てん井じように映像が映り込む。


　まるで、空中に吊つるされている飛行機模型に、次から次へと飛び移って行くみたいに、女の子は天井を進んでいく。


　そして、飛行機模型が無くなると、最後に、ふわりと跳ちよう躍やくした。その先は窓際の壁、暗幕カーテンがぴっちりと閉じられていた。


『それは正当な権利』


　カーテンの中央あたりに下りてきた少女は、そこで静止し、こちらに振り返った。相変わらず顔はよく見えないけれど、口元に微び笑しようを湛たたえているのが分かった。


『心に思うだけ、ならね』


　暗幕カーテンのドレープが作る凹おう凸とつに、少女の姿が映り込んでいる。外からの風でカーテンが微妙に揺ゆれ、そのせいで、まるで、そこに本当に誰だれかが立っているようにも見えた。


　少女の真向かいには、香奈恵嬢じようが立っていた。


　香奈恵嬢は、じっと、少女を見つめている。


　と、


「いい加減にして下さい！」


　香奈恵嬢が少女に向かって叫さけんだ。


「なんでこんな事をするんですか！　けいちゃん先せん輩ぱいの気持ちを弄もてあそんで楽しいんですか！」


　その声は震ふるえていた。怒おこっているようにも、怯おびえているようにも、聞こえた。


　ケラケラと、軽い笑い声が響ひびく。香奈恵嬢の必死の言葉を、少女はあざ笑った。


『誰がそれを望んだの？　気持ちを弄んでいるのは一体誰？』


「それはあなた──！」


『私は、誰なの？』


　その言葉に、香奈恵嬢の表情が固まる。少女は更さらに唇くちびるを歪ゆがめ、言った。


『教えてあげる。私は、誰よりもけいちゃん先輩が好きな私は──』


「駄だ目めっ！」


　それはきっと、反射的な動作だったのだろう。


　香奈恵嬢は、少女の口を塞ふさぎたくて、両手を伸のばして、暗幕カーテンに突とつ進しんした。カーテンに映り込む少女は逃にげることも無く、香奈恵嬢を、まるで包み込むように、迎むかえ入れた。


　欧おう文ぶん研の部室は、グラウンドに面したサークル棟とうの、四階にある。


　その日は、まだ六月にも拘かかわらず気温が高く、ひどく蒸むしていた。


　なので、カーテンは閉めていたけど、窓は全開だった。


　そして、部室の窓はとても大きくて、下のサッシが腰よりも低い位置にあった。


　弾はじかれるように突進した香奈恵嬢の体を、少女が映り込んだ暗幕カーテンが包み込む。


　カーテンの金具がぶちぶちと弾け、隙すき間まから外の光が差し込んできた。


　勢いのついたまま飛び込んだ香奈恵嬢は、


　半ばカーテンにくるまれた状態で、


　開け放たれた窓を抜ぬけて、


　空中に、


　その体を投げた。


「──香奈恵！」


　最初に叫んだのは碓氷だった。すぐに椅い子すを蹴けって走った。俺も続いた。


　けれど、最初に窓際に辿たどり着いたのは、碓氷でも、俺でも無かった。


「──小春さん！」


　俺のすぐ横に座っていた小春さんが、いつものおっとりさからは想像も出来ない速度で椅子から飛び出し、一いつ瞬しゆんの後に窓から身を乗り出していた。


　椅子から立ち上がる寸前、小春さんは小声で、もの凄すごい早口で何かを呟つぶやいていた。抑よく揚ようの無い早口は俺には何を言っているのか聞き取れなかった。それはこんな感じだった。





「──つとうたいさんきゆうきんきゆうしたいはつせいきようせいてきにきしたいにしんかくにこんとろおるをいしよういしようをかくにんうんとうりみつとあるふあかいしよこの──」





　ガシッ。





　空をかく香奈恵嬢の手を、小春さんが摑つかむ。





　ビュウッ。





　強風が吹ふく。香奈恵嬢を包むカーテンががばりと空気をくるんで、大きくなびいた。香奈恵嬢は一気に窓から距きよ離りを離はなし、その手を摑んでいる小春さんも窓の外に引き寄せられる。


「小春！」
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　御剣が叫ぶのと、小春さんの体が空中に投げ出されるのは同時だった。


「え？　あ、きゃあっ！」


　急に我に返ったかのように、小春さんが慌あわてふためく。


　その時、俺はようやく窓まど際ぎわまで走り寄り、サッシに足をかけた所だった。


　外向きにサッシを蹴り上げながら、後ろを振ふり向く。


　るうるが、真っ青な顔をしてこちらを見ていた。


　るうるは知っている。


　自分が魔ま術じゆつを使えば、二人を助けられるという事を。


　でも、るうるは、もう自分からは魔術を使わないと決めたのだ。


　それを間ま違ちがっているとは、俺は思わない。


　るうるの魔術が、世界に対して罪を生むかもしれないのなら。


　その罪を、一人で背負わせちゃ、いけないんだ。


　一いつ緒しよに背負う相手が、誰だれかが、必要なんだ。


　そして、俺は──


　一瞬の間に、頭の中でいろんな意識が巻き起こった。


　けれど、悠ゆう長ちようになにかを考えている場合でも無かった。


　部室から空中に飛び出す三人目の人物になりながら俺は、るうるに向かって叫さけんだ。


「るうる！　《グラウンドを海にしてくれ！》」


　カーテンが外れた窓ごしに、その小さな顔が、こくんと、頷うなずいた。





　ぐにゃり、と、視界が歪んだ。一瞬目を閉じる。





　そして目を開けると、眼下には真っ青な海が広がっていた。


　俺はありったけの力を込めて両手を広げ、香奈恵嬢じようと小春さんをつかみ、引き寄せた。


　二人とも、気絶しているように見えた。


　両手で、二人の頭を抱かかえ込む。


　地面までは、一瞬だった。





　着水。





　死んでないのは間違い無い。


　ただ、意識がどんどん遠ざかるのを感じた。


　碓氷あたりが早く助けに下りてくるのを期待しながら、俺は気を失った。





　　　　◆





　目が覚めたら、保健室だった。


　ベッドに寝ねかされていたらしい。周囲は白いカーテンに囲まれていた。


「起きた！」


　携けい帯たい電でん話わから顔を上げたるうるが、顔を覗のぞき込んできた。その瞳ひとみが、満天の星空の下で見た時のように、少しだけ潤うるんでいた。


　どれだけ寝てたのかわからんが、ずっと付き添そってくれてたのかな。悪い事をした。


「……起きないとでも思ったか？」


　潤んだ目を強くつぶり、ふるふると首を振る。


「約束、したもの」


「約束？」


　こくん。


「タマキは、いなくなったりしないの」


　大きな瞳が俺を見つめる。


「タマキは、最後まで、わたしを、否定してくれる人なの」


　言葉の意味を考える。


「……否定するのはお前じゃなくて、お前の魔術を、だよ」


　俺はシーツから手を出して、るうるのふわふわした頭に手を置く。


「いなくなったりしねえよ。心配すんな」


　こくん。


　るうるから手を離し、ゆっくりと体を起こした。誰だれが着き替がえさせてくれたのか、ジャージ姿になっていた。体に特に異常は感じない。単に気絶してただけらしい。


　時間が分からないけど、周囲のカーテンが外からの陽光を浴びて、ぼんやりと赤く染まっているので、まだ夕方だ。あれからそれほどの時間は経たってないのだろう。


　るうるの持っている携帯電話の画面が目に入る。ここ数日で見慣れた、『噂屋』のトップ画面だった。





●６月４日（土）～５日（日）の噂ヘッドライン


［★★★］「謎なぞの女子中学生」の正体判明！　中等部図書館のアイドル保住香奈恵さんを激写！


［★★］　〝氷の微び笑しよう〟京野先生が実じつ践せんする秘密の生徒指導の真実が明らかに。


［★］　　スクープ！　野球部エース伝田君の、好みのタイプの……男の子!?





　土日の分はまとめて更こう新しんされるらしい。その割にはトピックスが平日の半分しか無い。そりゃまあ、土日には部活動やってる生徒しか来ないだろうし、あまり噂うわさや情報が生まれたりしない──


「……ああ、そういう事か」


　三つのトピックスを眺ながめていて、俺はようやく気づいた。


「どうしたの？」


　それには答えず、大きな瞳でこちらを見つめているるうるに聞いた。


「小春さんと、香奈恵ちゃんは？」


「二人ともすぐに目が覚めたの」


「なら良かった。お前の魔ま術じゆつのおかげだよ」


　るうるはまた目を閉じて、ふるふると首を振ふった。そして、うつむいて呟つぶやく。


「ごめんね」


「どうして謝る？」


「お兄ちゃんが作ったゲームのせいで、タマキやみんなに、迷めい惑わくかけたから」


　るうるは、消え入りそうな声で、そう言った。


　俺は、答えるべきか迷った。ねこのあしあとの更こう衣い室で、御剣とした会話を思い出していた。


　この事を話したら、るうるは落ち込むだろうか。


　いや、そうじゃない。窓から飛び出しながら考えたのと同じだ。


　それでも、側そばにいる事で、痛みを共有する。


　一いつ緒しよにいる事で、支え合う。


　それが友達だ。


　それが──


　俺は、言うべき事を決めた。


「──るうる」


「なに？」


「お前がそれに責任を感じる必要は無いんだ」


「だって──」


「なんでかって言うとな」


　俺はるうるの言葉を遮さえぎって、言った。


「お前には悪いけど、オルカゲームは、お前の兄貴が作った物では無いからだ」


　るうるが言葉を飲み込み、目を大きく開く。俺は説明した。


「仮にお前の兄貴がこのオルカゲームを作ったのだとしてみる。それはいつの事だ？」


「いつって」


　るうるは白い顎あごに人差し指を置いて考え、俺を見た。


「十年、前」


「そうだ」


　何故なぜなら、るうるの兄貴はそれ以来姿を現していないからだ。


「だけど、それはあり得ないんだ」


「なんで？」


「先週の水曜日に、京野先生が部室に来て、天文部の話をしたよな？」


　こくん。


「どんな話だったか覚えてるか？」


　こくん。


「覚えてる。一つ上の先せん輩ぱいが、たった一人でプラネタリウムを作ったって──」


　るうるは言葉を切り、驚おどろき30％、発見30％の瞳ひとみを俺に向けた。


「あのプラネタリウムがそれなの？　京野先生って、帆群守学園の生徒だったの？」


「間ま違ちがい無い。証しよう拠こは、京野先生が、あのカバンに書いてあった『ＡＧ』のホントの意味を知ってた事だ。そんなの、天文部の部員しか知ってる筈はず無いだろ？」


「そう、かも」


「京野先生は今年大学を出て教員をしている。とすると、先生が高等部の学生だったのは五年から七年前の話だ。プラネタリウムが完成したのもその頃ころ。お前の兄貴は、あのプラネタリウムには細工が出来ないんだよ」


　るうるは小さな両手の指を折って、俺の話を確かく認にんした。やがて、こくんと頷うなずいて俺を見た。納なつ得とくしたらしい。沈しずんだ瞳をしていなかったので、俺は安心した。


　それが一番、心配だったから。


　るうるは、逆に、むくむくと好こう奇き心しんが湧わいて来たらしい。やがて、その大きな瞳に70％の期待を込めたキラキラが戻もどってくる。そして、俺のふとももに両手をついて、ベッドに体を乗り出し、俺を上うわ目め遣づかいで見つめた。乗っかられてる所が微び妙みようにくすぐったい。でも、そのくすぐったさが、いつもの調子のるうるが、今は心地ここちよかった。


「じゃあ、オルカゲームの設問者マスターは誰だれなの？　工藤先せん輩ぱい？」


「その可能性はあるんだけど……、俺は、違ちがうと思っている」


「じゃあ、誰？」


　るうるの向こうにある白いカーテンを見やる。そこに、さっきから人の影かげが映り込んでいた。


　俺はその影に呼びかけた。


「君なんだろう？　香奈恵ちゃん」


　カーテン越ごしにも、その体がびくりと動くのが分かった。


　やがて、白いカーテンをめくって、香奈恵嬢じようが緊きん張ちようしたような、怯おびえたような顔で入って来た。乾かわかしたらしく、中等部の制服を着ている。


「あ、あのっ。わ、私……」


　香奈恵嬢は何かを言いかけるが、上手うまく喋しやべれずにいた。謝罪をすべきか、言い訳をすべきか、それとも本心を言うべきか迷っていて、でも、そのどれもが心のどこかで引っかかっていて、口から出てこない。そんな感じだった。


　自分がすべき事を出来ないもどかしさで、今にも泣き出しそうな顔をしていた。


　俺は、だから、こう言った。


「大だい丈じよう夫ぶだよ」


　香奈恵嬢は、虚きよを衝つかれたように、「え？」と、顔を上げ、俺を見た。


「君の気持ちは、碓氷に伝わっている」


　二つの瞳が、俺を凝ぎよう視ししている。


「碓氷は、あれで情に厚い奴やつなんだ。工藤先輩は、あくまで思い出だ。だから、大丈夫だよ」


　その途と端たん。


　香奈恵嬢の瞳から、涙なみだがポロポロとこぼれ落ちた。


　自分が泣いている事に気づいた香奈恵嬢は、慌あわてて制服の袖そで口ぐちで瞳をぬぐう。


　それでも涙は、隠かくしていた心が我が慢まんできずに顔を出すみたいに、ポロポロと、流れ続けた。


　両手で涙を拭ふきながら、香奈恵嬢は話し始めた。


「私、ずっと、不安で……！　高校生になってから、けいちゃん先輩、中等部の図書館に来てくれなくなったし、会える時間が減っちゃうと、私の事、忘れちゃうんじゃないかって。でも、けいちゃん先輩に迷めい惑わくかけたくなかったから……！」


　俺とるうるは、黙だまって、心が漏もらすその言葉を聞いていた。


「今度の事も、ちょっと、けいちゃん先輩と、遊ぶ時間が欲しかっただけで……！　こっ、こんな事になるなんて、思ってもいなくて。私、怖こわくなって、もう、どうしたらいいのか、ぐっちゃぐちゃに、わからなく、なっちゃ、って……！」


　香奈恵嬢は、顔を両手で覆おおって、心の中身を全部吐はき出すかのように、叫さけんだ。


「……ごめんなさいっ！」


　フッと、香奈恵嬢の中から凝こり固まっていた力が抜ぬけたように感じた。怖くて今まで口に出来なかった事を、ようやく、全部言えたのだろう。だから、俺はもう一度同じ事を言った。


「大丈夫だよ」


　るうるを見る。るうるは、俺を見て、こくん、と、頷いた。


　俺も、頷き返す。


　そして、香奈恵嬢を見上げる。


「香奈恵ちゃん。あとは、俺に任せてくれないか」


　泣なき腫はらした目が、俺を見つめる。俺は、しっかり見つめ返して、言った。


「オルカゲームを終わらせよう」
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　第七章　六月七日（火）　一つ目の結末







　火曜日、放課後。俺は「ねこのあしあと」で碓氷を待っていた。


　今日は学校に行ってない。昨日サークル棟とうからグラウンドに広がる大おお海うな原ばらに着水した俺と香奈恵嬢じようと小春さんは、念の為ために家で一日安静している事になったのだ。








　一時的とはいえ、グラウンドが丸ごと海に変わったんだから、大問題になりそうな物だけど、俺達は特にお咎とがめを受けたりはしなかった。


　しかしそれは、『るうるの魔ま術じゆつは誰だれにも認にん識しき出来ないから』、では無かった。


　あの時るうるが使ったのは『グラウンド』という物の《理ことわり》を上書きする魔術だったので、学校中の人達がその魔術を目もく撃げきしていた。


　るうるの大魔術を、あそこにいた誰もが、認識していたんだ。


『けれど、それは全部「無かった事」にされたの』


　今日の朝方にかかってきた電話で、御剣はそう説明した。少し、苦々しげに。


『一いつ般ぱん生徒から学園の関係者に至るまで、みんなが口裏を合わせて「何も見なかった」という事にしたのよ。誰も何も見ていなければ、それは何も起きていないに等しいから』


　御剣は『あんた達三人を除けば、幸い怪け我が人も出なかったから』と付け足した。俺は聞く。


「なんで、そんなもみ消しみたいな事になるんだ？　誰に何の得がある？」


『みんな、関かかわり合いたく無いのよ』


　御剣の言葉には、侮ぶ蔑べつの感情が混じっていた。


「関わり合いたく無いって、なにに？」


『……「世せ界かい災さい厄やくの魔ま女じよ」に、よ』


　それは、るうるの持つ二つ名だった。


「そんな大げさな──」


『ちっとも、大げさじゃない』


　御剣は即そく答とうした。


『犬海、あんたはるうるの側そばにいるから分からないかもしれないけど、世間から見たるうるの評価ってのは、こうなの。覚えておいた方がいいわよ』


　その後、二言三言話してから、通話は終わった。


　なんか、凄すごく、もやもやした。


　るうるは、確かに、魔術を使った。


　けれど、みんながそれに気づかないフリをした。


　結果として、るうるの魔術は誰にも認識されなかった。


　騒さわぎにならなかったのは、悪い事じゃない。怒おこられなかったのは、むしろ良い事だろう。


　でも。


　でも、なんなんだよ、それ？


　もやもやは強まる一方だったけど、それがなんなのか、明確な言葉にする事が出来ないまま、午前中をベッドでごろごろして過ごした。








　午後になってベッドから起き出し、碓氷にメールをしてから、「ねこのあしあと」に向かった。私服でもいいかと思ったけど、誰に会うとも分からないから一応制服で。


　マスターに事情を説明した上で、一番奥の席で、碓氷が来るのを待っていた。


　四人用のテーブルの窓まど際ぎわを陣じん取どり、外をぼんやり眺ながめていると、やがて碓氷がやって来るのが見えた。こちらに手を振ふっている。俺は左手を軽く挙げて応こたえた。





　カラン。





　入り口の鈴すずが鳴り、碓氷が俺のいるテーブルに笑え顔がおで近づいてくる。


「待たせたかな？　これでも急いで来たんだよ。タマぴょん。具合はどう？」


「ああ、なんともない」


「そりゃ良かった」


　碓氷は言いながら向かいの二人掛がけソファに体を滑すべり込ませ、その真ん中あたりに座った。


　いつの間にかマスターが側にいて、テーブルの中央に無言でコーヒーを二つ置いた。


「先に注文しておいた。ホットで良かったか？」


「構わないよ」


　碓氷は目の前に置かれたカップを手に取り、俺は左手を伸のばしてカップを手元に引き寄せた。


「砂糖を取ってくれ」


「タマぴょんは砂糖無しにコーヒー飲めないんだっけ？」


　通路側に置かれた砂糖壺つぼを碓氷が俺の前までスライドさせ、ついでに蓋ふたも開けてくれた。


「味を調ととのえていると言ってもらおうか」


「それは紅茶の話じゃない？」


　あれ、そうだっけ。まあ、砂糖無しだと、コーヒーは俺の舌には苦いだけの飲み物になる。


　スプーンで砂糖をすくい、カップにゆっくりと落とす。


　何気なくやってるつもりだけど、手が微び妙みように震ふるえていた。柄がらにもなく緊きん張ちようしているらしい。


　俺がぎこちなく砂糖を入れ終えるのを見てから、碓氷は口を開いた。


「それで、なんの用だい？『サシで話したいから来てくれ』なんて意味深なメールくれてさ」


「ん。ああ」


　しかし、何から話せばいいのやら。


　漆しつ黒こくの液体をスプーンでかき混ぜながら、考えをまとめようとする。


　やはり緊張しているせいか、上手うまく回せなくて、カチカチとスプーンがカップに当たった。


　考えをまとめ、カップからスプーンを引き抜ぬいてから、俺は言った。


「話したい事は二つあるんだけど、言いたい事は一つだけなんだ」


「なんだいそりゃ」


　碓氷が笑う。俺も笑い返した。おかげで、少し、緊張が取れた気がした。


「順番に話そう。まず一つ目の話なんだが」


「うん」


「オルカゲームの設問者マスターが誰だれか、ようやく分かった」


「ほんとかい？」


　碓氷が身を乗り出す。期待に目を輝かがやかせている──のとは、ちょっと違ちがって見えた。


「るーちゃんの読み通り、お兄さんだったのかな？」


　その狐きつねっぽい笑顔は、興奮しているように見えて、同時に、緊張しているように見えた。


「それとも、工藤先せん輩ぱい？」


　あるいは、怖こわがっているのだろうか。俺を。


「タマぴょん、黙だまってないで教えてよ～」


　催さい促そくする碓氷に、俺は答えた。


「設問者マスターは、二人いたんだ」


　その言葉は、碓氷には意外だったらしい。目をぱちぱちと瞬またたかせる。


「二人、だって？」


「ああ。その内の一人は、保住香奈恵嬢じようだ」


「香奈恵が？　だってあの子は魔ま術じゆつなんか──」


「魔術を使ったのはもう一人の方だ。これなら筋が通る」


　碓氷は俺を見つめたまま黙っていた。俺は続ける。


「御剣も、最初の頃ころからおかしいって言ってたけど、オルカゲームに仕し掛かけられていた魔術は、俺か、じゃなきゃ魔ま術じゆつ師しが時間をかけなければ解けない物だった」


「そうだね。るーちゃんは、だからこそお兄さん説を推おしていたけど」


「だけど、魔術を取り除いた部分だけを見たら、どうだ？」


「魔術を取り除いた部分……？」


「最初は、歯車を時計に組み込むと、貸し出しカードが出てきた」


　俺は左手の指を立てて数える。


「その貸し出しカードを元に本を探すと、その本の中に時計塔とうを示す絵が入っていた」


　碓氷はじっと俺の手を見ている。


「時計塔の機械室には、プラネタリウムを示す詩が隠かくされていた」


「……」


「そして、プラネタリウムであの青い光ファイバーを押し込むと……」


　俺は指を立てるのをやめ、その手で左の胸ポケットから小さなプラスチックの板を取り出し、テーブルに投げた。


「本当は、これが壁かべに投とう影えいされる筈はずだった」


　そこにはこう書かれていた。








　けいちゃん先せん輩ぱい


　お誕生日おめでとうございます




香奈恵　６／６　　










「！」


　碓氷が目を大きくしてプレートを見つめる。


「このプレートは、プラネタリウムの球体の中に仕込まれていた」


「誕生……日？」


「あの時、なんで俺が双ふた子ご座ざを探させたのか聞いたよな？　お前の星座だからだよ。碓氷」


　俺の携けい帯たい電でん話わにみんながプロフィールを登録した時、碓氷の誕生日は〝jun.6〟だった。つまり、六月六日。双子座だ。


　碓氷は呆あつ気けに取られた顔で聞いてきた。


「じゃあ、この、『６／６』って……」


「そう。ゲームの進行を表すと同時に、最後にはお前の誕生日を示していた。『六分の六』かつ『六月六日』って訳だ。なかなか洒落しやれてるよな。香奈恵ちゃんの計算通り、俺達がプラネタリウムに辿たどり着いたのは丁度六月六日だった。残念ながら、最後の最後で、上手く仕掛けが作動しなかったけれど」


　コーヒーを一口すする。


「後こう輩はいからお前への、他愛たわいのない、誕生日プレゼントだったんだよ。これは」


「誕生日……プレゼント……」


「そう考えると、つじつまが合う所が色々あるんだ。俺が魔術を破って体育館から蔵書が消え去った時、『方法序説』だけはその場にあった。変だと思わないか？」


「……香奈恵が、最初から、持っていた？」


「そうだ。蔵書点検中で本が簡単には見つからない事を香奈恵ちゃんは知っていた。だからあらかじめ持っていて、丁度いいタイミングで出すつもりだったんだ」


　結局、魔術が解けたタイミングで、思わず落としてしまったみたいだったけど。


「部室の振ふり子時計に貸し出しカードを隠すのだって、香奈恵ちゃんならそれほど難しくない。だって、お前が以前から香奈恵ちゃんを部室に連れてきてたんだから。チャンスはあっただろ」


　碓氷からメールでその話を聞いた時、俺の中では既すでに香奈恵嬢じようは設問者マスター候補だった。


「まあ、そもそも、オルカの歯車を持ってきたのも、香奈恵ちゃん自身だしな」


「でも……どうして？　どうして、香奈恵が、そんな事を」


「香奈恵ちゃんは、最近、中等部の図書館にお前が顔を出さないから、自分の事を忘れちゃうんじゃないかって、それが怖かったって、言っていた」


　碓氷の顔が固まる。


「そんな……。そんな訳……」


　いつものヘラヘラした表情は、そこには無かった。碓氷が香奈恵嬢の事をどう思っているのか、さすがの俺にも、この表情を見れば分かった。


「オルカゲームは、香奈恵ちゃんが、お前の誕生日を祝い、ついでに数日間、お前と一いつ緒しよに行動する為ための方便だった。言い方は悪いけど、お前の関心を摑つかむ為に、お前と工藤先せん輩ぱいとの思い出のゲームを、利用したんだよ」


　俺の言葉に、碓氷は力なく笑った。


「……たはは……」


　俺は少し、罪悪感を抱いだき始めていた。碓氷にここで話すのは俺が決めた事だけど、こういう形で話すのは、やっぱり反則だったかもしれないと、思い始めていた。


　俺が黙だまっていると、碓氷が先を促うながした。


「タマぴょん。続きを聞かせてくれないか。オルカゲームが、本来は香奈恵が考えたゲームだったってのは分かった。でも、僕達が体験したオルカゲームは、それだけじゃ無かっただろ？」


「そうだ。香奈恵ちゃんが考案した純じゆん粋すいなオリエンテーリングゲームに、魔ま術じゆつという味付けを加えた、もう一人の設問者マスターが、いる」


「……誰だれなんだい？」


　碓氷は、口元に笑えみを浮うかべていた。諦あきらめているようにも見えた。俺はまた、左手をグーにして碓氷に向けた。


　人差し指を立てる。


「図書館でアイスクリームショップが展開した時、俺は小春さんと恋こい人びと設定だった。るうると御剣はお互たがいのアイスを食べ合いっこしていた」


　中指を立てる。


「時計塔とうで砂すな浜はまと海が広がった時、今度は、俺は御剣と恋人設定だった。るうるは小春さんと砂の城を作っていた」


　薬指を立てる。


「星空の下を散歩した時は、俺はるうると恋人設定だった。姿は見えなかったけど、後で御剣と小春さんが一緒にいた事を本人達に確かく認にんした」


　二人が森の奥で何をしてたのかは教えてもらえなかったけど、それは今はどうでもいい。


「と、いう事はだ」


　左手でそのまま碓氷を指差した。


「どの状況でも、お前は香奈恵ちゃんと二人っきりだった事になる」


「……」


「部室の壁かべに映った女の子が言った事を覚えてるか？」





　──二人でアイスを食べたかった。二人で海に行きたかった。二人で、星を見たかった──





「あれは、術者の思いだったんだろう。そして、あの魔術の中でその思いを実現出来たのは二人だけだった。お前と──」


「ちょ、ちょっと待ってよタマぴょん」


　碓氷が慌あわてて手を振る。


「タマぴょんは、……香奈恵が、術者だって言うのかい？」


「碓氷が術者じゃないんなら、消去法でそうなる。お前じゃ無いだろ？」


「で、でも、さっき、『設問者マスターは二人いる』って……」


　慌てる碓氷に、俺はゆっくりと頷うなずき返す。


「魔術が解けるたびに、香奈恵ちゃんは怯おびえた顔をしていた。彼女の意思だとは思えない」


「じゃあ！」


「これはるうるの受け売りだが、魔術というのは思いの強さだ。思いが強ければ、意図しなくても魔術が発動しうるんだ」


　俺は、小さく息を吸ってから、言った。


「設問者マスターは二人いた。オリエンテーリングを仕組んだ保住香奈恵嬢じようと、魔術を発動させた無意識の保住香奈恵嬢だ」


　碓氷は啞あ然ぜんとした顔を俺に向けていた。


「香奈恵ちゃんは一いつ般ぱんクラスに通っているけど、魔ま術じゆつ師しとしての強い素質を持っている。なにせ、発動する意思も無いのに、あれだけの場を支配コントロールしてしまうんだから」


「でも、じゃあ、なんで、そんな魔術を香奈恵が……？」


「香奈恵ちゃんは、出来るだけ長い時間、お前と一緒にいたかった。その思いが、魔術として現れたんだ。オルカゲームが解けない限り、一緒にずっと遊べるってな」


　言葉を切ると、換かん気き扇せんの音だけが聞こえてきた。店のＢＧＭが止まっていた。


「これが、話したい事の一つ目だ」


　碓氷が、無む理り矢や理りに小さな笑顔を作り、首を振ふった。


「……驚おどろいたね」


「驚くとは思っていた」


「ははっ」


　俺が冗じよう談だんを言ったと思ったらしく、碓氷は笑った。


「それで、二つ目は？」


　碓氷がコーヒーカップを持ち上げ、口を付ける。


「ああ。二つ目は、碓氷が『噂屋』を運営している理由だ」


「ブッ！」


　碓氷がコーヒーを噴ふいた。


「何を言い出すんだいタマぴょん！」


「証しよう拠こは無い。でも、お前にしかこんな事をする理由が無いんだ」


　俺は携けい帯たい電でん話わを左手で持ち、片手で操作して『噂屋』のページを出した。


「ようやく携けい帯たいの使い方を覚えたぞ。見てくれ」


　碓氷に画面を見せつつ、俺はページを切り替かえて行く。





●６月２日（木）の噂ヘッドライン


［★★★］激録！　私達の言乃様と一般生徒犬海氏。お忍しのびデートで語らった愛の一部始終。


［★★］　【続報】サークル棟とうに女子中学生が忍び込んだ!?　果たしてその目的とは！


［★★］　【校内デートスポット：時計塔編（１）】三角屋根の中。秘密の機械室へようこそ。


［★］　　【隠かくれグルメ特集】大学部生協の「いちごオレ」がメチャクチャ美味おいしい!!


［★］　　ついに判明！　野球部エース伝田君の好みの女性のタイプ！





●６月３日（金）の噂ヘッドライン


［★★★］ここ数日高等部に出しゆつ没ぼつする女子中学生は何者？　「戦時中の幽ゆう霊れい」説急速浮ふ上じよう中。


［★★］　【お詫わび】「いちごオレ」が売れすぎて在庫ゼロになりました。近日入にゆう荷か予定。


［★★］　【校内デートスポット：時計塔編（２）】機械室に自由に入れる事、知ってました？


［★］　　高等部図書館は次の土日は完全閉館に。自習目的の受験生は注意！


［★］　　野球部エース伝田君に見え隠れする、謎なぞの美女の影かげとは一体！





●６月４日（土）～５日（日）の噂ヘッドライン


［★★★］「謎の女子中学生」の正体判明！　中等部図書館のアイドル保住香奈恵さんを激写！


［★★］　〝氷の微び笑しよう〟京野先生が実じつ践せんする秘密の生徒指導の真実が明らかに。


［★］　　スクープ！　野球部エース伝田君の、好みのタイプの……男の子!?





「……これが？」


　いつの間にか、碓氷の表情が、いつもの少し皮肉混じりの笑え顔がおになっていた。もう俺が何を言いたいのか、分かっているのだろう。


　だが、俺は敢あえて説明した。


「明らかに、おかしな所がある」


「おかしな所？」


「香奈恵ちゃんに関連する噂が書かれていない」


「え？」


　その言葉は予期していなかったらしく、碓氷は目を瞬またたかせて、「いやそんな事ないでしょ」と言いつつ、携帯を指差した。


「この女子中学生って香奈恵の事だよ。最後は実名まで明かされてるし」


「ああ、言い方が悪かった」


　言葉を切る。


「香奈恵ちゃんに関連する噂は確かに書かれている、でも、香奈恵ちゃんが使った魔術の事は、書かれていないんだ。一つもな」


　碓氷は黙だまって、俺を見つめていた。


「図書館でのアイスクリームの騒そう動どうは、多くの生徒が関かかわっていた。噂にならないのはおかしい。時計塔とうでの海水浴だってそうだ。あそこにはカップルが何組もいたし、みんな驚いていた」


「……」


「どっちの場合も、そこにいた人は、自分の体験をすぐに『噂屋』に送った筈はずだ。ネタとして申し分無いからな。しかし、それらは何故なぜか、噂屋では無視された」


「……それが、なんだって言うんだい？」


「碓氷、お前は香奈恵ちゃんが魔ま術じゆつ師しだと匂におわせる事件だけを、全部事前に削さく除じよしてるんだ」


　小さな笑みを口元に張り付かせたまま、碓氷は動かない。俺は続ける。


「これまでも、そうだったんじゃないか？　彼女は、自分の意思と無関係に魔術を使ってしまう事がある。その度たびにお前がなんらかのフォローをして、そして『噂屋』ではその事実が流通しないように工作する。『噂屋』には帆群守学園のあらゆる噂が集まってくる。逆に言えば、そこに書かれていなければ、それは存在しないのと同じなんだ」


　徐じよ々じよに自分が興奮していくのを、微び妙みように止められなかった。


「お前は、『香奈恵ちゃんが魔術師である』というたった一つの真実を隠す為ために、学園中の噂うわさを集積する情報ネットワーク『噂屋』を作り上げた。違ちがうか？」


　碓氷は動かない。


「前に言っていたよな。魔術師を差別するこの社会が嫌きらいだって。碓氷、お前は香奈恵ちゃんを魔術師にしたく無かった。彼女が人生を強制されてしまわないように。思春期の多感な時期を魔術クラスに隔かく離りされてしまわないように。お前の言う『社会』から香奈恵ちゃんを守る為に──」


「違う、違うんだよ。犬海」


　俺がまくし立てるのを、碓氷は手で遮さえぎって止めた。


　初めて、俺の事をあだ名ではなく名字で呼んだ碓氷は、疲つかれたような、それでいてすっきりしたような目で、俺を見た。


「そんな大層な話じゃない。僕が香奈恵を守っていたのは、単なるエゴなんだよ」


「エゴ？」


「そうさ。香奈恵が魔術クラスに行ってしまったら、離はなればなれになってしまう。今までのように二人で遊べなくなるかもしれない。あるいは、香奈恵が変わってしまうかもしれない。僕はそれが嫌いやだった。ただ、それだけなんだよ」


　それが碓氷の本心なのは、目を見れば分かった。


「……お前は、最初から分かっていたんだな？　あれが、香奈恵ちゃんの魔術だと」


　碓氷は小さく息を吐はき、弱々しげに肩かたをすくめ、笑った。


「小学校からの付き合いだよ？　なんだって分かるさ。香奈恵の事なら」


「……そうか」


「今回もギリギリ隠かくし通せると思ってたんだけどなあ」


　やれやれという感じで天てん井じようを見上げる碓氷。


「ただまあ、なんとなく、タマぴょんは気づくんじゃないかと思ってたんだ。まあ、潮時って奴やつなのかもしれないね」


　自分の思いを全すべて吐き出した為か、碓氷は意外なほどさっぱりとした顔をしていた。そして、改めて狐きつねっぽい笑え顔がおを俺に向ける。


「それで、どっちの話が『言いたい事』だったんだい？　まあ、どっちも、僕にとっては思いもかけない話だったけどさ」


　ん？


「ああいや、そうじゃない。今の二つが『話したい事』であって、それとは別に『言いたい事』があるんだ」


「え？」


「『言いたい事』はこれから言う」


　そう言いながらも、俺は迷っていた。ここまでお膳ぜん立だてをしておいてなんなのだけれど、俺の一言がこれまで安定させていた何もかもをも壊こわしてしまうのではないかという気がしていた。


　だが、言おう。


「言いたい事はな、碓氷。謝罪だ」


「謝罪？」


「『サシで話したい』ってメールに書いただろ？　あれは噓うそなんだ。だから謝る。すまん」


　碓氷は一いつ瞬しゆんポカンとした顔を俺に見せ、すぐに笑顔になった。


「ああ、ようやく合が点てんが行った。さっきからなんか変だと思ったんだ」


　碓氷はカップから手を離して、俺の隣となりを指差し、そして、俺の方を向いたまま言った。


「これから、誰だれかもう一人来るんだね？　だからタマぴょんは、一人分席を空けて、窓際に座ってる訳だ」


　……悪いな。碓氷。


「違う。そうじゃない」


「？　そうじゃないって？」


「三人目は、もう来てる」


　俺は、ゆっくりと、彼女の手に重ねていた俺の右手を持ち上げた。


　今度こそ、碓氷は啞あ然ぜんとした顔で、目を見開いた。驚おどろき混じりに叫さけぶ。


「かっ、香奈恵!?」


　そうだ。


　俺の隣には、碓氷が店に入って来る前から、香奈恵嬢が座っていた。


「るうるにな、魔ま術じゆつを仕し掛かけて貰もらったんだよ。『俺が触さわっている人は、誰の視界にも入らないようにしてくれ』ってな」


　初めて香奈恵嬢が部室に来た時、京野先生の目を香奈恵嬢から逸そらす為に使ったのと同じ魔術を使った訳だ。


　碓氷に見えなければ、聞こえなければ、そこには誰もいないのと同じなんだ。


　香奈恵嬢はテーブルの上に両手を重ねて置いていて、その上に俺が右手をかぶせていた。おかげでソファは微妙に窮きゆう屈くつだったし、コーヒーカップを摑つかむのも砂糖を入れるのも左手だけでやるしか無かった。利きき手じゃない手ではスプーンが扱あつかいにくいというのは計算外だったし、練習してきたとはいえ片手で携けい帯たい電でん話わを操作するのは大変だった。


「色々考えた上で、これが一番いいと思ったんだ。本人の前では本心が言えなかっただろ？」


　碓氷は若じやつ干かん放心気味に呟つぶやいた。


「……やられた……」


　俺と碓氷が話している間、ずっとうつむいていた香奈恵嬢は、ゆっくりと、顔を上げた。


　その瞳ひとみは、潤うるんで見えた。泣くまい、泣くまいと、自分に言い聞かせているように見えた。


　香奈恵嬢は、碓氷に微笑ほほえみかける。


「けいちゃん先せん輩ぱいが、私の為ためにそこまでしてくれていたなんて、そこまで思ってくれていたなんて、全然、全然、気づいていませんでした。今まで、迷めい惑わくかけて、ごめんなさいです」


　ゆっくりと、頭を下げる。


　やがて、顔を上げた香奈恵嬢は、しっかりとした瞳で、碓氷を見つめた。


「私、高校は、魔術クラスに行きます。これ以上けいちゃん先輩に迷惑かけられないし、自分の力は、自分で支配コントロールできるようにならなきゃって、思うから。これからは、先輩の力を借りずに、自分の力と向き合って行きたいって、思うから」


「香奈恵……」


　碓氷に名前を呼ばれて、香奈恵嬢の目がすっと潤んだ。でもすぐに、その涙なみだを飛ばすみたいに、彼女は笑顔を作った。


[image: ]


「碓氷先せん輩ぱい。これまで見守ってくれて、ありがとうございました」


　明るいのに、切ない。そんな笑顔だった。


「私、誰にも言ってなかったけど、碓氷先輩の事、ずっと、ずっと、ずっと……」


　その笑顔を、碓氷はじっと見つめていた。香奈恵嬢は小さく息を吸って、言った。


「ずっと、大好きでした」




　第八章　六月八日（水）　二つ目の結末







　明けて水曜日の放課後。久しぶりの欧おう文ぶん研通常活動である。


　メンバーはいつもの五人。俺とるうる、御剣、小春さん、そして碓氷だ。


　数日間行動を共にしていた香奈恵嬢の姿は、そこには無かった。


　俺は碓氷に確かく認にんした上で、昨日の顚てん末まつを女性陣じんに説明した。小春さんは目をうるうるさせながら、御剣はあまり興味なさそうに、るうるはそもそも話を聞いているのか怪あやしかったが、俺の説明に納なつ得とくしたようだった。


　なんとなく、ゲームを始める雰ふん囲い気きにならず、先にお茶にしようという事になり、今、小春さんがお湯を沸わかしてくれている。


　窓際の指定席で片かた膝ひざを抱だきかかえている御剣が言った。


「今回のオルカゲームがあの子の仕し業わざだったってのは分かったけど、結局、碓氷が工藤先せん輩ぱいから受け取った手紙に書いてあった『浮うき世よのオルカ』ってなんだったわけ？」


　そう。実は謎なぞが一つ残っていた。


　五年前、工藤先輩は碓氷になぜ「オルカ」という言葉を残したのだろうか。


「わからん。シャチが好きだったのかな。それとも、たまたまあの歯車を持っていただけなのかもしれない」


「ふうん……」


　俺の適当な思いつきを聞いて、納得したとは言い難がたい返事をしながら、御剣は窓の外に視線を向けた。





　コンコン、ガラリ。





「ちょっとごめんね～。あ、犬海君、ここにいるかなと思ってたの～」


　入り口を開けて入ってきたのは京野先生だった。


「頼たのまれてた物、持ってきたわよ～」


　先生は紐ひもで綴とじられていた資料のような物を抱かかえていた。俺は立ち上がって入り口に向かう。


「すいません、部室にまで来てもらっちゃって」


　京野先生が差し出した紙の束を受け取る。


「気にしないで～。たまたま寄っただけだから～。それじゃあね～」


　ひらひらと手を振ふって、その場で背を向ける先生。そのまま歩き出──





「きっ、京野先生っ！」





　──そうとした時、小春さんが流し台から大きな声を出して、京野先生を呼び止めた。先生はもう一度こちらを向く。


「なあに～？」


　小春さんは、顔を真っ赤にしつつ、意を決したように、言った。


「あ、あの！　先生は、碓氷君の事を、覚えていますか！」





　……え？





　小春さんの台詞せりふは意味不明だった。


　が、それに対する京野先生の返事は更さらに意味不明だった。


　京野先生は、ほっぺに指を当て、微笑ほほえんで言った。





「もちろん覚えてるわよ～。だって、生まれて初めてラブレターをくれた男の子だもんね」





「えぇっ!?」


　驚おどろいて立ち上がったのは碓氷本人である。震ふるえる声で確認する。


「あの、も、もしかして……、工藤……先せん輩ぱい、なんです、か？」


「工藤は父方の名前ね。高校卒業してすぐに両親が離り婚こんして、今の名前は母方の名字なの」


「……全然、気づかなかった」


　京野先生はいたずらっぽく笑った。


「それはしょうがないかな～。女はね、四年もあれば何もかも変わっちゃうんだから」


「だ、だって、工藤先輩は魔ま術じゆつ師しで……」


「魔術師だからって一いつ般ぱんクラスの高校教師をやっちゃいけない理由は無いでしょう？　ま、この際だからばらしちゃうけど、私、魔術師としては成績が低かったのよね～。だから、魔術を使わない職業に就つくことにしたの」


「そんな……」


　御剣が、混乱を抑おさえようとしているのか、額を指で押さえながら、小春さんに聞いた。


「小春、なんで分かったの？」


「あの、京野先生が卒業生なんだったら、計算が合いますし。それに」


「それに？」


「『浮うき世よのオルカ』は『京きよう野の薫かおる』のアナグラムなんです」


　……！　ホントだ！　こんな簡単な事に気づかなかったなんて！


　京野先生は空いていたパイプ椅い子すに座り、楽しそうに話し始めた。


「あの時はびっくりしたな～。あ、碓氷君のラブレターもだけど、その後でね」


　クスリと笑う。


「小学四年生の女の子が私の所に来て、こう言ったの」








『けいちゃんせんぱいのこと、しんけんにかんがえてあげてください！』








　碓氷が「……香奈恵だ」と呟つぶやく。


「小学生でも女に変わりはないわ。彼女にとって、私は恋こいのライバルだった。それがあったから、私は碓氷君に真しん剣けんに返事をしなければならないと思ったの。そして、その女の子にもね。女の子は、こうも言っていたの」








『よねんごだったら、わたしだって、まけないんです！』








　碓氷は、啞あ然ぜんとした顔のまま、京野先生の話を聞いていた。先生は柔やわらかく微笑む。


「『四年』というのは、私にとっても重要なタームだった。その頃ころから、教師になるつもりだったから。だから、私が教師になってこの学園に帰ってくるまで、碓氷君が私への思いを持ち続けられるのか、そして、女の子が碓氷君への思いを持ち続けられるのか、試ためしてみたって訳。最低限のヒントだけ、手紙に残してね」


「そう、だったんですか……」


　碓氷は、体中から力が抜ぬけたみたいに、椅子にふらりと座り込んだ。その姿を、京野先生は懐なつかしむように見つめた後、誘さそうような笑え顔がおを碓氷に向けた。


「さて、どうする？　碓氷君。今、告白とかしちゃう？　私、今フリーだよ～？」


　碓氷は、苦く笑しようをしながらかぶりを振った。


「遠えん慮りよしておきます」


「あら残念」


　いたずらっぽく笑い、京野先生は立ち上がった。


　碓氷が、俺の方を向いて、苦笑した。


「どうやら、僕は二日連続で失しつ恋れんしたらしいよ、タマぴょん」


「やけ酒にはつきあってやる。アルコール抜きでな」


「友情に感謝だね」


　京野先生は笑顔のまま入り口に向かい、取っ手に手をかけた。と、そこで呟く。


「あら、という事は──」


　ガラリ、と引き戸を開ける。


「賭かけは、彼女の勝ちって事になるかしら」


　廊ろう下かには、女の子が立っていた。


　中等部の、一般クラスのセーラー服を着た女子生徒。黒のおかっぱ髪がみは、日本人形を思わせた。


　碓氷がまた立ち上がって叫さけぶ。


「香奈恵！」


　京野先生と入れ替かわりに入って来た香奈恵嬢じようは、碓氷を見ると、にっこり笑った。


「お前……どうして！」


「先輩の後ろを追いかけるのは昨日で終わりにしました。今日からは、無む理り矢や理りにでも先輩に振ふり向いてもらうんです！」


　そう言って、香奈恵嬢は駆かけ出し、碓氷の胸むな元もとに飛びついた。混乱する碓氷。


「私、これまでは誰だれにも言ってませんでした。でもこれからは、誰にだって言ってみせます！」


　香奈恵嬢は顔を上げ、満面の笑顔を碓氷に見せた。


「けいちゃん先せん輩ぱい！　私、けいちゃん先輩が、大好きなんです！」




　幕間　同日　思いは絡まる







　夜。


『噂屋』の店主こと、碓氷圭次は今日も情報の濁だく流りゆうに呑のみ込まれるのを楽しんでいた。


　香奈恵の秘密を隠いん蔽ぺいするという、『噂屋』設立当初の目的は、愛すべき親友、犬海丸のおかげで、もう必要が無くなった。寂さびしい事ではあるが、香奈恵がそれを決めたのであれば、それはそれで、応おう援えんしてあげなければならないと思っていた。


　ただ、それとは別に、店主が情報を、そして情報の流通を愛しているという事は、また噓うその無い所であった。当初の目的は失われたが、これからは、帆群守学園の生徒達が噂うわさの流通をより楽しめるように、頑がん張ばって行こうと決意を新たにする店主であった。


「それに、ちょっと気になるんだよねー」


　ここ最近、『噂屋』に流れてくる情報量に増加傾けい向こうがあるのだが、これがどうもおかしい。


　水那斗るうるが一いつ般ぱんクラスに入ってからというもの、学校の噂は彼女を中心に回っていると言っても過言では無い。


　だが、どうも、その情報の流れ方に、僅わずかな歪ゆがみを感じるのだ。


　まるで、誰かが意図的に帆群守学園での「噂」を誘ゆう導どうしているかのような、そんな歪み。


　とはいえ、これは店主の直感であって、今のところ解かい析せきデータからはおかしな結果は出ていない。しかし、逆にその直感とデータとのズレが、店主には微び妙みように気持ちが悪かった。


「もしかしたら、るーちゃんに敵意のある何者かが、何かを企たくらんでいるんじゃないかな……」


　店主は、そう呟つぶやいて、微笑ほほえんだ。


　今この事に気づいているのは、学園中で店主だけだろう。だとすれば、『噂屋』を活用する事で、水那斗るうるを「敵意」から守る事が出来るかもしれない。


「ちょっと、らしくないけど、頑張ってみようかな」


　そう呟いて、データ解析を再開する。


「友達に借りを作ったままでいるのは好きじゃないんだ。タマぴょん」





　　　　◆





　同じ頃ころ。


「──って感じで、一件落着だったのよ」


　言乃はそう言いながら、テーブルを濡ぬれた布ふ巾きんで拭ふいた。夕飯時を過ぎて、「ねこのあしあと」は丁度、客が捌はけた所だった。


　むき出しの腕うでがテーブルの上を横切る度たびに、ネコミミとネコしっぽがぴょこぴょこと動いて、制服が少し引っ張られるのだが、言乃はその感覚が嫌きらいではなかった。


　一つ目が終わって、次のテーブルの掃そう除じに取りかかるネコミミウェイトレスを、マスターはカウンター越ごしに眺ながめていた。そして呟く。


「じゃあ、結局関係無かった訳だ」


「え？　あ、うん。るうるのお兄さんは今回の件とは無関係だった。まあ、当たり前だけどね」


　垂れ目のマスターは、「そうか」と呟き、話題を変えた。


「るうるは、楽しく学校生活を送っているのかい？」


「水那斗？　そうね。中等部の魔ま術じゆつクラスにいた時とは別人みたいよ。明るくなったって言うのかな。いつも犬海となんかしてるし。まあ、無表情なのは変わって無いけど」


「ふうん。タマキ君と……」


「よっと」


　言乃はテーブルの奥の方を拭く為ために、つま先立ちで身を乗り出し、腕を前に伸のばした。実はその体勢だと、元々短いスカートの丈たけがギリギリ足りず、本来見えてはいけない筈はずの領域が見えてしまいかねないのだが、まあ客もいないし、そもそも回り込まずに横着している言乃が悪いので、マスターは何も言わなかった。誰だれが困る訳でも無い。幸せをお裾すそ分わけしていると言えなくもな──


「あ、そうだ。マスター」


「えっ!?」


　突とつ然ぜん呼ばれて、思わず声が裏返る。


「なに変な声出してんのよ。忘れてたけど、土曜日にアタシ達の話を犬海に盗ぬすみ聞きさせた事、アタシまだ許して無いんだからね」


「それは臨時ボーナスで黙だまっていてくれるって約束したじゃんか」


「黙だまってはいるわよ。るうるにこんな事言えないもん。でも許す許さないは別。犬海をからかって遊ばないで。男女構わず子供をおもちゃにしてんじゃないのよこのスケベオヤジが」


「オヤジとは失礼な。まだ二十四歳だ」


　胸を張るマスターを、言乃は呆あきれた顔で見た。


「それ、前に犬海の前でも言ったわよね。何が『まだ二十四歳』よ。ホントは二十六のクセに」


　マスターの笑え顔がおが固まる。


「……知ってたの？」


「るうるに聞いた。男が年ねん齢れいサバ読むって超ちよう絶ぜつカッコワルイんだけど。しかもたった二歳ってのが小心者っぽくてダサいのよ」


　言乃の追い打ちに、マスターはしょんぼりしながら肩かたを落とし、コップを拭き始めた。


「四捨五入すると三十になる事への恐きよう怖ふを、やがて君も知るであろう……」


「嫌いやな予言をするな！」





　　　　◆





　同じ頃。


　レストランの片かた隅すみで、月つき城じようは小春アイからの報告を聞いていた。


「──以上で、特一級監かん視し指定理り操そう能力者、水那斗るうるの定期報告を終しゆう了りようします」


　瞳ひとみから光の消えている小春アイが、抑よく揚ようの無い声でそう言うと、月城はテーブルに置かれていたアイの眼鏡めがねを手に取った。


「はい、ごくろーさま」


　そっと眼鏡をアイにかける。眼鏡が照明に反射して七色の光を飛ばした。急速に、アイの瞳に生気が戻もどってくる。


「聞いてる？　アイちゃん」


「──えっ!?　すすす、すみません！　ちょっとぼーっとしちゃってました！」


　月城に報告する間、アイの意識は魔術で作り上げた第二人格に移行しており、その記き憶おくはアイには無い。普ふ段だん、水那斗るうるの行動記録ロギングを行うのも第二人格の役割であり、アイは関知していない。


　彼女は、心の底から、水那斗達との高校生活を楽しんでいるだけだ。今だって、彼女の主観では、大好きな叔母おばさんとの恒こう例れい夕食会に過ぎない。彼女には、なんの悪意も無いのだ。


　悪い事してるとは思っているのよ、思っているだけだけど。と、月城は心の中で言った。


「あのあの、どうかしましたか？」


「ううん。なんでもない。じゃあ、そろそろ行きましょうか」


「あ、すみません。私お手洗いに……」


「分かった。待ってる」


　立ち上がったアイの背中をぼんやり眺めながら、月城は考える。


　実験はまあまあ成功だった。自意識を少しだけ揺ゆり動かす魔術をオルカの歯車に仕込み、保住香奈恵の元に送る。予想通り、水那斗るうるは、兄と関係するかもしれない出来事に対し、極きよく端たんな反応を示した。そして、自らの意思では魔術を使わないとしているとは言え、犬海丸の指示では、大規模な魔術を行使する事に躊ちゆう躇ちよが無かった。


「まったく、校庭を海にするなんて、怪け我が人が出たらどうするつもりだったのよ」


　やはり、水那斗るうるは危険だ。その潜せん在ざい能力は、これ以上看過できない。


　それに。


　それに、水那斗るうるは十年前の事件に近づきつつある。


　小春アイが戻ってくるのを待ちながら、月城は一人、呟つぶやいた。


「次は、御剣の巫女みこに動いてもらおうかな。それだけが、あの子の存在価値なんだから」




　終章　六月九日（木）　次のゲームへ







　放課後、部室に到とう着ちやくすると、俺より先に来ていたのはるうるだけだった。


　窓まど際ぎわに椅い子すを置いて、ぼんやりと外を眺ながめている。


　俺は声をかけずにカバンをテーブルに置き、椅子に座った。








　昨日、京野先生と入れ替かわりに部室に入って来た香奈恵嬢じようは、碓氷への思いも新たな告白を成功させた後、部の女性陣じんに歓かん迎げいを以もつて受け入れられた。その間、呆あつ気けに取られる碓氷は華か麗れいに無視される事となった。


　その後、六人でひとしきりゲームを遊び、お茶とお菓か子しとお喋しやべりを楽しみ、解散した。


　高等部立ち入りの申しん請せい許可はそう続けて取れる物では無いから、香奈恵嬢が部に毎日顔を出すって事は無いのだけど、香奈恵嬢は「これからもたまに遊びに来たい」とお願いし、部長である所のるうるは、無条件でそれをＯＫした。


　碓氷は、香奈恵嬢に対して明確な返答を示さなかった。とはいえ、それは推おして知るべしという奴やつだろう。今日だって、碓氷が俺と一いつ緒しよに部室に来ていないのは、部活動の前に中等部の図書館に顔を出しに行ったからだ。


　なにはともあれ、オルカゲームの騒そう動どうは、一区切りがついた。


　るうるの思いを、除けば。








　椅子にちょこんと座ったるうるは、外を見ているようで、その実、別に何を見ている訳でも無い、ぼんやりとした瞳ひとみをしていた。


　昨日みんなで遊んでいる間、るうるはとても楽しそうにしていたけど、ふとした時に、その瞳に５％の寂さびしさが浮うかんで、それを慌あわててかき消している事に、俺は気づいていた。


　今は、その５％の寂しさが、窓に映る瞳にも、映り込んでいた。


　るうるは、オルカゲームがるうるの兄貴の魔ま術じゆつによる物だと考えていた。それは、るうるの兄貴が生きている証しよう拠こでもあった。しかし、オルカゲームとるうるの兄貴とは無関係だった。


　それが、やっぱり、それなりには、残念だったのだろう。


　そして、それをるうるに伝えたのは、俺なんだ。


　保健室でその話をした時、るうるはそれほどショックを受けているようには見えなかった。


　けれど、騒動が一息ついた今、るうるはちょっと、気が抜ぬけてしまったようだ。


　寂しさ５％混じりの瞳で、外を、見つめている。


　俺は、小さく息を吸ってから、るうるに声をかけた。


「るうる」


　こちらを振ふり返るるうるの瞳も、やっぱりぼんやりしていた。


「なあに？」


　ふんわりした返答。


「ちょっと、俺の話を聞いてもらってもいいか？」


　俺は、カバンの中から、昨日京野先生に持ってきてもらった資料を取り出し、テーブルの上に置いた。


「お前の、兄貴に、関する事だ」


「え？」


　ぼんやりとしていた瞳が、一いつ瞬しゆんでぱっちりと開かれる。しまった。


「いやごめん。兄貴に関する、かもしれない、事だ」


　防衛線を張ったつもりが、るうるはずるずると椅子をテーブルまで引きずり、上うわ目め遣づかいの瞳を少し大きく開いて俺に向けた。


「なに？」


　……期待されると話しづらいんだが。まあいい。


「今から話すのは、根こん拠きよもなんにもない、単なる妄もう想そう話だ。そのつもりで聞いてくれ」


　こくん。いつものように、無言でるうるが頷うなずく。


　俺は机の上にある資料をめくった。


「これ。京野先生から昨日借りた奴。ちょっと気になる事があって、頼たのんでおいたんだ」


「……部員、名めい簿ぼ？」


「そう。欧おう州しゆう文化研究会の部員名簿だ。お前初めて見るだろ？　ホントは部長がちゃんと毎年記録しなきゃいけないんだぞ。まあ、それはいい。これを見てくれ」


　最初のページをめくる。


「これが十一年前、欧州文化研究会創立メンバーの一覧だ」


　るうるの肩かたが僅わずかに跳はねた。俺は気づかなかったフリをした。


「部員が三人いる」


　俺はその三人のうち、一番上に書かれた「水那斗繫」という名前を指差した。


「この水那斗繫つなぐってのが、お前の兄さんなんだろ？」


　こくん。るうるは頷き返すも、名簿を凝ぎよう視ししている。俺は名簿を一枚めくった。


「次の年、つまり十年前。部員は三人のままだ。新入部員は入らなかったみたいだな。ただし、」


　俺は三人の名前が書かれたリストを指差す。


「繫さんの名前の後ろには『（退学）』と書かれている」


　こくん。大きく頷くるうるの頭の上で、薔薇ばらの髪かみ飾かざりが揺ゆれた。


「他ほかの二人の後ろには『（退部）』と書かれている。部長を失って、他の二人は部活を続ける気を失ったのかもしれない。実際の所は分からないけどな」


　こくん。薔薇の下の一枚葉が、小さくぴょこんと動いた。


「これで、欧州文化研究会は、創立二年目にして、部員がゼロになっちまった。けどな」


「けど？」


「この次のページから、ちょっとおかしな事になっている」


　次のページをめくると、そこには一行、生徒の名前が記されていた。


「……ひとり？」


　るうるが上目遣いで俺を見る。俺は頷く。


「そう。一年生が一人だけ、入部している。一人じゃゲームは出来ないのにな」


　名簿をゆっくりめくる。次の年と、その次の年。どちらも同じ名前が、一行だけ。


「分かるか？　この人は、その後三年間一人で欧おう文ぶん研に在ざい籍せきして、卒業している」


　こくん。


「そして、次の年」


　次のページをめくると、るうるの瞳ひとみに驚おどろき60％が浮うかび上がる。


「またひとり入ってる！」


「そう。新一年生が一人入部して、そしてこの人も三年間在籍して、卒業した。そしてその次の年からも、また一人」


　次々と、一人だけが在籍している事を示すページをめくる。


「三人目のこの人も三年間、つまり去年まで在籍していた。たった一人で」


「なんで？」


「知るかよそんな事。ただ、一つだけ確かな事がある」


「確かな事？　なに？」


「この孤こ独どくな三人の部員が、三年ずつ九年間部活を維い持じしていてくれなければ、るうるが高等部に入るより前に、欧文研は部員ゼロで潰つぶれていたんだ」


「……あ！　ホントだ！」


　るうるが食い入るように名簿を覗のぞき込む。


「でも、じゃあ、なんで!?」


　るうるは、いつもは見せない慌あわて方をしていた。


　もしかしたら、俺が言おうとしている事に、気づいたのかもしれない。


「ちょっと話がずれるぞ。あのオルカ模様が入った歯車だ」


　古時計を指差しながら俺は説明する。


「あれをなんで京野先生が在学時に持っていたのかを聞いた。そしたら、当時の部長から借りたんだって言ってた。プラネタリウムを作った人だよ。どうも、付き合ってたみたいだな」


「部長さん？」


「そう。あの歯車は、当時、天文部の歴代の部長に引き継つがれるお守りとして使われていたんだそうだ。由来は不明。いつ始まった儀ぎ式しきなのかも不明。そしてこれが重要なんだが」


　じっと俺を見つめているるうる。


「天文部は一年生が部長になり、その人が三年間職務を全まつとうする決まりルールになっている。だから、三年おきに部長が替かわる。部長になった人は、あの歯車を、三年間持ち続ける事になる」


「……っ！　もしかして、この人達！」


　俺は頷いた。


「欧文研を存続させる為ために頑がん張ばってくれたこの三人は、三人とも天文部との兼けん部員だった。そして、三人とも、天文部で部長を務めていたんだ」


「でも、だとしたら……、それって、どういう事？」


　そうだ。それって、どういう事なんだろうか。


「なあ、るうる。ここからは本当に俺の妄想だ。間ま違ちがってる可能性の方が高い。いや、多分間違ってる。それでも、聞いてくれるか？」


　……こくん。


　珍めずらしく、頷うなずくまでに間があった。俺は覚かく悟ごを決めて話す。


「あの歯車には魔ま術じゆつが仕込まれていた。書き換かえられた《理ことわり》は、多分……《天文部部長は、欧文研と兼部する。幽ゆう霊れい部員でいい》とか、そんな感じだ」


　上うわ目め遣づかいの大きな瞳が、じっと見つめている。


「誰かが、お前が高等部に入るまで、欧文研を存続させる為に、魔術を仕込んだ歯車を天文部に送ったんだ。天文部の少し風変わりな部長選定ルールが、条件に合がつ致ちしたんだろうな」


　毎年部長が代だい替がわりする部活だと、もっと複雑な《理》が必要になっただろう。歯車を媒ばい介かいにした魔術ではそこまで複雑な物は厳しいのかもしれない。


「そして、るうるが入部した今年、歯車の役目は終わった。だから、歯車は天文部の手を離はなれて、香奈恵ちゃんに渡わたったんだ。いや、違ちがうな。誰かが、渡したんだ」


　るうるは、上目遣いで俺を見ている。30％の期待と、70％の不安を込めて。


　俺が黙だまっていると、るうるが静かに言った。


「その誰かって……」


　るうるは、一いつ旦たん言葉を飲み込んでから、続けた。


「……お兄ちゃん、なの？」


「わからん」


　俺は、出来る限り、るうるに期待を持たせないように、答えた。


「その可能性が無くもない、かもしれない、くらいだな。少なくとも、既すでに世界から消えてしまった人には出来ない芸当だ。この誰かは、お前の兄貴が消えてから十年の間、欧おう文ぶん研を見守ってきた事になる」


　そして、そんな事をする必要のある人間は、この世界には一人しかいなかった。


　るうるを除けば、るうるの兄貴だ。


「なあ、るうる。お前の兄貴が生きているのかどうか、俺には分からないし、調べようも無い」


　ぎゅっ、と、るうるが胸むな元もとで両手を握にぎった。目がほんの少し潤うるむ。俺は慌てて続けた。


「だけどな、この誰かを捜さがす事は不可能じゃないと思うんだ」


「ほんと!?」


「これは、言うなれば、欧文研に課せられたパズルみたいなもんだ。そして俺は、」


「「勝負事なら負けたりしねえんだ」」


　俺の言葉をるうるが先取りして、二人の言葉がハモった。は、恥はずかしい。


　咳せき払ばらいをして、続ける。


「俺は、お前の兄貴を捜す協力はできない。でも、この誰かを見つけるゲームには、挑ちよう戦せんしてもいいと思ってる」


「それでもいい！」


　るうるは身を乗り出して、大きな瞳ひとみを近づけてくる。俺は、小さく息を吐はいてから、右手を拳こぶしにしてるうるに向けた。


「ホントに見つけられるかは、保証できない。それでも俺の勝負ゲームに、乗るか？」


　るうるはこくんと頷いて、その小さな拳をちょこんと俺の拳に当てた。


「タマキなら、きっと大だい丈じよう夫ぶ。だってタマキは」


　るうるが、期待を込めた小さな笑え顔がおを、俺に向けた。


「だってタマキは、わたしを見つけられたんだから」


[image: ]





　触ふれた指から体温を感じながら、るうるには、黙っている事が一つあった。


　確かに、俺は人には無い能力があり、それでるうるを見失わずにいられるだろう。


　しかし、どうして、俺はこんな能力を持っているんだろう。


　それについて、心当たりが、二つ、あった。


　一つは、伸のばした髪かみで隠かくしている首筋の傷。


　もう一つは、六歳より前の記き憶おくの事だった。


　でも、これはもう少しだけ、黙っておこうと思う。


　まだ、確証が足りなすぎる。


　るうるをぬか喜びさせるのは嫌いやだった。


　いや、違うな。


　俺は、怖こわかったんだ。


　もしかしたら。


　もしかしたら、俺は、マルなんじゃないか、と考える事が。





　頭を振ふり、意識を切り替かえる。


「じゃあ、まずは十年前の事を知っている人にあたってみるか」


「知っている人？」


　俺はもう一度名めい簿ぼをめくり、一番古いページを開く。


「この、お前の兄貴以外の二人だよ」


　そこには欧文研の創立メンバーである、三人の名前が並んでいた。





　水那斗　繫


　甲斐　歩


　月城　舞花





「この中で、るうるが知ってる人っているか？」


　こくん。


　るうるは小さな指で、真ん中の名前をさした。


「この人、わたしの叔父おじさん」











※文中の引用は『方法序説』（デカルト著・小お場ば瀬せ卓たく三ぞう訳・角川文庫）によりました。




　あとがき




「人生はゲームのような物だ」と言われる事がありますが、「恋れん愛あいはゲームのような物だ」とも言われます。より断定的に「恋愛はゲームだ」と言げん及きゆうされる事も多い印象があります。試ためしに今「恋愛ゲーム」でググッてみたら６４４万件ヒットして「それはいくらなんでも多すぎるだろ」と驚おどろいたのですが、そういえば「恋愛ゲーム」ってゲームジャンル名でしたね。


　恋愛の要素、特に、誰だれかを好きになってその片思いが紆う余よ曲きよく折せつを経て両思いへと昇しよう華かされる──あるいはフラれる──という過程は、確かにゲームの持つ性質／性能と親和性が高く、それ故ゆえにゲームの文脈で恋愛が語られるシーンは多いのだろうと想像します。


　ただ、ここで、特に我々ゲーマーが留意すべきであろう事があります。それは、確かに恋愛にはゲーム性があるけれど、ゲームでは無いという点です。ここで「そもそもゲームとはなにか」という定義論に持って行くと話がややこしくなるので、言い方を変えましょう。留意すべきは「恋愛には必勝の攻こう略りやく法が無い」という点です。


　多くの恋愛ゲームと呼ばれる物には、名前は違ちがえど「親密度パラメータ」と呼ばれる内部数値が存在します。恋愛対象の相手と親密になる事で相手のこの数値が上昇し、一定値を超こえると相手がこちらに好意を持ち、最終的には両思いになれる、という物です。


　しかし、現実の恋愛にはこのようなパラメータは存在しません。この事は、しばしば忘れられがちです。自身が恋愛の虜とりこになっている最中は、特に。


　親密になりたい相手と、毎日会ったり、お出かけに誘さそったりしても、それで相手の親密度パラメータが定量的に増えていったりはしません。そんな数値は無いのですから。相手が笑ってくれた回数やデートに誘えた回数と、相手が自分に対して感じている親密度合いにはなんの相関性も無いのです（一応付記しておきますが実体験を元にしている訳ではありません）。


　特に、そもそも相手が自分に対してなんの関心も無い場合、何をした所で、親密度合いが一mmも上がらないかもしれません。逆に、下がってしまう事もあるでしょう。けれど、相手は優しいので、こちらを傷つけるような事は態度に表しません。これが長期的には悲劇をもたらす事は自明です（繰くり返しますが実体験を元にしているわけではありません）。


　プレゼントなども同様です。相手が欲しがっている物をプレゼントすれば、よほどの事がなければ喜んでもらえるでしょう。しかしそれはプレゼントを喜んでいるのであって、「あなたからプレゼントを貰もらった事」を喜んでいるかとは全く別の話です。沢たく山さん尽つくせば振ふり向いてもらえる、という物では無いのです（くどいようですが実体験を元にしているわけでは（略））。


　まあ、実は心理学的には単純接せつ触しよく効果というのがありまして、今までの話も視点を変えて捉とらえる事は出来るのですが、それは本題から外れるのでおいておきましょう。


　ここまで説明してきたのは「あなたがどれだけの回数アプローチしたかという事と、あなたの恋愛が成じよう就じゆするかという事には直接の関係が無い」という事です。行動をどれだけ積み重ねても、その総和によって相手が自分を好きになるという事は、全く期待出来ないのです。


　では、努力する事は無む駄だなのでしょうか？


　いいえ、そんな事はありません。むしろ逆です。「必勝の攻略法」が無い以上、あなたがその恋愛という名のゲームのクリアを望むのであれば、ありとあらゆる手段を試してみるしか方法はありません。そしてその為ためには、あらゆる努力を惜おしむわけにはいきません。なにが決めの一手になるのか、誰にも──恋愛の対象である相手にすら──分からないのですから。


「思いが」「届かない」「どうする？」というのは物語の普ふ遍へん的なテーマでして、この三つにそれぞれ要素を当て嵌はめる事で、これまで無数の恋愛物語が描えがかれて来ました。そして未み来らい永えい劫ごう描かれ続けるでしょう。（変な言い回しですが）恋愛が本人達の努力無しにしか成立しない代しろ物ものだったら、人々がこんなにもそれを追い求め続ける筈はずが無いと土屋は思っています。


　繰り返します。恋愛には必勝の攻略法がありません。あなたが抱かかえている恋愛は、もしかしたら既すでに敗北が決定していて、クリアする手段がどこにも存在しないかもしれません。しかし、だからってあなたはそれを諦あきらめたりは出来ないでしょうし、諦める必要など無いのです。いくらでも努力しちゃって下さい。それは決して、無駄な事なんかではありませんから。


「こういう事はあとがきで書くんじゃなくて、作中で語れよ」という内なる心の声にあわあわしながら今この文章を書いています。今作の登場人物の「努力」が、どのような結果をもたらしたかは、既にお読みになった方はご存知かと思います。ただ、同時に、思いが結実した後からが、本当の物語でもあるのだという事も、付記しておきたいと思います。


　うーん、恋愛小説が書きたくなってきました。「それ読んでみたい」と思われましたら、応おう援えんのメールをよろしくお願いします（ここまでの雰ふん囲い気きが台無しじゃね？）（まあまあ）。





　　　　◆





　お久しぶりです。土屋つかさです。『それがるうるの支配魔術イレギユラー　Game2：リメンバランス・パズル』をお届けします。お楽しみ頂ければ望外の喜びです。


　デビュー作から数えますと、今回で十冊目の本という事になります。初めて本が刊行されてから間も無く丸三年になります。ここまでやって来られたのも応援して頂いた読者の皆みな様さまのおかげです。今後とも土屋らしい物語をお届けすべく邁まい進しんいたしますので、どうぞよろしくお願いします（深々とお辞じ儀ぎ）。





　　　　◆





　イラストについて。毎回素す晴ばらしいイラストを描いて頂いているさくらねこさん、ありがとうございます。今回の表紙の御剣さんもとても良い表情を見せてくれています。


　本作では、学園の制服が一いつ般ぱんクラス（セーラー服）と魔ま術じゆつクラス（ブレザー服）で二種類出てきますが、これらのデザインは土屋が書いた数行の設定文章をベースに、さくらねこさんに一から起こして貰った物です。どちらも素敵なデザインが上がってきてとても嬉うれしいです。


　二巻では夏服に替かわりまして、また新しいデザインが必要になるにあたり「上着が無くなってもそれぞれの制服の特とく徴ちようを残して欲ほしい」という土屋の無茶なオーダーを、さくらねこさんが見事にクリアしてくれました。可愛かわいい制服デザインを、表紙や挿さし絵えでお楽しみ下さい。





　　　　◆





　謝辞を。担当のＵ野さんをはじめ、本書の制作に関かかわった全すべての方にお礼申し上げます。毎回土屋のタスクがギリギリになってすみません。精しよう進じんします。


　そしてもちろん、これはもう言うまでも無い事ですが、本書を読んでくれた皆様に百万の感謝を！　皆さんのおかげで、土屋はこれからも書き続けられます。





　　　　◆





　第三巻は言乃が物語の中心になる予定ですが、まだ予断を許さない状じよう況きようです（どういう意味？）。年内にお届け出来ればいいなあと思っておりますが、どうなるやら……。それでは、またお会いしましょう。土屋つかさでした。





　　　　◆





　本書が、多少なりとも、読んだ方の心に残る事を、あるいはなにかしらの形で、心の支えになる事を、微び力りよくながら、本当に微力ながら、祈いのっています。





　　　　◆





追つい伸しん　著者の最新情報はブログでどうぞ。「今か無しか」で検けん索さくして下さい。


土屋つかさの今か無しか


http://someiyoshino.at.webry.info/


TwitterIDは@t_tutiyaです。こちらもどうぞよろしく。




それがるうるの支配魔術イレギユラー


Game 2：リメンバランス・パズル





土つち屋やつかさ
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